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三の小河手ばベ不へ旅行したFZ.u2パ 大学云太経理きﾡる

A. ベ<22そ浜 とその助 手 を", 氏をらびに本すき数室 Sa4.本氏め 卸 

式 で入季でごﾡクざのﾡ料を研ﾡﾡ料とし <ﾡ家し こものである.
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「スイスと その孫称- はスイ ズの次茶の変ﾡを平 リ っレ だﾡで 

ある・ pがKヒは落峯ヒキってスイズのﾡﾡがか与リさケニ, 

研らかFさんてい ◇べ長た ◇スイス の幸活に肉ナ® ノ変料と ン <帝 

各した,

「ズイズ "森株径理」 チューリッと大学林学科ん救終のﾡ 

交でス/ス の 家林复善黃餾の盘云,ﾡ在, 不系を命じてろり、 * 

添い帝るろリ 称宛者のﾡ料として盗しているので各レe. と 

の等子ビス イ ス の緊査法の兵態ヒっ いる マに今=で aらn なかっ 

白新レ 知見を多く系り失いている.

そスイ ス の東林経翌力方武が By = ﾡを発づ s緊五法 ご あ 

今三とま=くﾡら』ている。 =が ﾡﾡ ヒどう 兵体北 二mている 

" 名 客介テ ・ 逐際で S. 2c4とx州 <AoCoなe さ菱 < い= 

ﾡ業示規を経ケンた。 Cなら座こ はスイスのャでドイ とい 
K形E) /

初名 にあ り. &ecedaをe州a フランスに工い都ケにある. こゝ ゼ介 

レたス っク奈來ﾡ茶系委定は い づもそ れ せﾡで西有杯, 有 

休 す紂存林の施家系陶的ヒ 更任. 戸ているも○である. P 

クは= らのﾡ料を重じ て際査表がズ イ ス でﾡに行わ てい 

今委をﾡう =とが<さる。 と< ヒル&e&cなと の森茶査茶素ﾡ定は 

緊査ﾡの役柔合 64 各有が/ララ年ヒ起軍 レ. ﾡ左もる さ フが 

L < 次ﾡ= て いさものてるる.

ズイ 不産新ﾡ本法ととのﾡﾡ福燈左三が ヒスイ スﾡ新求求出 い ず 

シスイズ達でﾡ行さているものであり、スイス のみ 目 Q 亦政 

ず盾名 < う ﾡ社 とレて 無条 とた .

メに多げた会料のう ち、ﾡ初 ヲﾡと最後のうﾡ中有が継衣を 

狂当と 4&ccXeZ:d Hの森本湾業条ﾡﾡ はﾡがﾡ求を狂き した.
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( ﾡ斐 っ ecaイ〜をグ 州ビランス名径、 州 のことをドイ ツ名 

で 出 Keuec&夕 という. ズスで成ドイ ッ名もフラ ンスズる

も族わ て いご .
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スイス と その森林

/ スイス迷邦林業試験場

\ スイス木材瞬入番協会



/ スイスビ= う称林

方 チ:

ニク本はズイ ズク森林とか戸す<吾人ヒ ﾡが司にをもっエラ 

5あら ゅ○阿題=してﾡﾡをﾡたようというﾡﾡで書か そいる. 

しかし 回 人ヒビっ て*孫系 く感わらよう近三ヒビスイスク 森杯

存ﾡにも百ヒナる. ビニでスィスﾡ百卒茶区戻感ヒスノス不 

衣瞬入ﾡ協会ばﾡﾡC三ろ本を大利 レた. =クネにはドイ ッﾡﾡと 

ブラン ズ等ﾡ とK等ﾡがあさ.

チューリッヒのル ツエルン ニ て 

ノ ヲニ?年秋

ス イ ス国之杯ボﾡﾡ場 

スイス 不麻入ﾡ協会

/. 画土. ﾡ氏 .

/./ 地獲

ス/ ズ 西ﾡ0字沢に位る・ ヨーコ ッパのス大ヌ川 であっライ

ヒレーズﾡ片スイスヒそヶﾡをﾡレついう. ずたドナウ河, ポ

-河 エチの字はスイズヒﾡをもっている。 ス4スは平灯ﾡ桜 

ﾡ /アクノ メー トルでaーロッパクギマ は飛 ち ﾡい土地にある容そち 

る. スィスの中で一番高い山、 をち Mイonを - 2 ープucズ& "

ク展―少多心 は,4必"’で あろ, ズィイスめヤて一番ﾡいﾡ兵由 

<2 o 44 cビニは ﾡ杯 ”す 勿 とある.

ズ スのgけ奈湿 4 /w. た え。/ax- < そ 面 富 ば <エラベ?ドで 

ある。 言のﾡﾡは/P4クKwおリ、隣回ドフラープ, ド^ ノ・ オ- 

ストリー リヒチシイイ 4 クリーニ 四胃, ズイズョ-ロ 

ツノヾク中 先前 匕あ啰 で ヨーロッ パカ 言に 丈 並 の 要済 匿 布 あ- ズA

($)



ス ク 帝半分 は アルプズ が主と レて5クそい多。 スス クﾡ徴は ヲ つ 

の長い各く レーズ川の存(4a2) ライン川の各(/&u<exzteoxえe 

インの各(Eクtそある- アルアス(Aeヒは巨ナ圧山為 

かあり との一部はメ222マ以二にﾡする. デルアスクﾡ部(Sxa&c 

りx&多c～地 万 はロバルシ ア 千源 口ﾡﾡ レこ いこ・ SeaLoc 

りzx多-ez. は /&w2cんsc は zd&aイez 今cexc と りもﾡ移か 

金 てあう. こゝ<は地勢がラ ﾡﾡにケ らる: マ2e ィメ上の 

党い本をちっ三石ﾡ岩のムﾡﾡ帯, りラ々かな形のみ賃 ﾡ岩名 

み地帝. 成次ク不三ﾡ看ﾡ岩地希. ud&aCe,Pzxtax ○山ク 

キには有名をﾡ光地がある: (例:ぷ&,Pt,P2at.aar 

XcCeu - e - e ). /8ud&とイw Pu多ux く ルプスに方坂> 

2大才に北上ナると /&x 和地帝 ヒ公ダ。と こはスイ ス<

一若人口が多く. そレて両母にもっとも祀沢左ﾡ方である. との地 

方ヒはボーデンﾡから レマ ンﾡまでを合み, とレz 北ガ へ 公 し 

ている沢の川があり、 そレて二次山の川がこの地方に蔵地希 

のoﾡ格を*るそいる. 各町はﾡﾡメ。～SペPである. 二の地万で 

さﾡ 3 と二ろでモク 以二にア ズょ多タ レ い. /ccadox く 中 
部地ﾡ)の田北部はﾡ料の品をラ地方ビをっている. 二は生 

とレてﾡﾡ差貨の字ﾡ山ﾡかラをリ. その山ﾡはビ達する_ 

池努ﾡヒみ多とそ二は Faとをずx と 7メタの マっの部分からなる. 

Fuとtシ2 は帝吾から北質の方行へﾡって いる山承で、 その中を十 

高ﾡに各が流ており、 その各は今2ew～"22wのﾡ票からなっ

乙 い& 7824& は 高京 であs.

スィス会エク ﾡﾡの ラ お /Pダがクxで ラeダが ﾡ都ﾡﾡ でとウ残リ 

どダが ア ル プクス 用都、ア ル アス 北都、ア ル 70ス(Voaafkaて と 2ゆue。 である.
-.-.-...-....～--*---------〜-〜〜"*-"ャ-- --*ーィ-・ ー ・ --・ - ---〜 •-• ・r ・ ー

訳 岩 ﾡ注 /: 二の 地方ヒは ボーデシビー ウイ ンター フール.チューリッヒ. 

ベルン, ジュオーゲ が活す 乏. 器 するヒ ボーデ河と ジュォープ(レ マ ンﾡ)を等 

ぶ牧上 に彩が地方で Pz.

を着岡注2 : ニのユラ地方にはバービル,シてフハウゼン、ノイエンブルグ 

(ズシ々チル)があ念.

③ Szdds&e %ucguax
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メ2 ﾡ 林

スイス全士の土利同フゴクエラにふつ こいる < /子年現在)

2a/222 だ 々と ダ

. 耕胆とブドウ威 2クー222 だ 2 %
ﾡ料作務求ﾡ地 &2e だ 2

ア ルスの水灰塩 
ととの ほかの示 用

_ﾡ______________________
/◇ク◇マe イ

生を部面ﾡ合 テ/ダ だ z4 ダ

生をﾡﾡﾡ(きﾡ 
ﾡ客をど>

2ク*ee 名 =<名

百土ﾡ面ﾡ /e22 だ /Pe %

私有林は多 く ○お合・ 小ﾡﾡで本施不奈をもっ こいる のは桁で あ 

る。/一4裂ﾡ、国矢行称みラみが高林か. モレくは以ﾡヒY林 

ぐﾡで らって 耳下奇林に察終中ク赤林とある. 大さ い を林地 府 < 

ﾡ > は Z.....c 州 (次書ま: スイズ 少衆 肅 痢 カ イ ィ リーとﾡ

ﾡしるいる地炭) ヒみらつ.

/ヨ 地 S

スイ ズはﾡﾡ学句に ラつΖ分ご ・ tcc地 は主と とてんな8c 

Pepン,。2とユ から生じ急石次岩, 受双ﾡ, ﾡ士ヒよってﾡﾡさ 

ていろ. 上台至ア ル スが断 述勤 ェ っててこあっモﾡ

今az メcac山 も書 型 逆によ って <た。 今の 7な4eaaそう当、

の部分がﾡﾡﾡとレてﾡり、 たんに菱丘がなﾡによって賃かた.

空彦旳森妳 の 面•森 は 密土徳面 顧: ル ス4名であら. そ にﾡなする 

=を符森杯面ﾡのヨ-ロッパの子均低はスである. 条杯家はス 

4 ス宮でも地区ヒよって類ﾡる. A ﾡ方とスイ ス地方 

く . ビ 奈 杯卒が最高 である.

今日 り款杯分布■は若干ノ演 タトを の いてす そ に字性に行わてい

Eが. 当秀は-殺にﾡ茶にあた り資レてい左いよラ 本土地に本林 

ﾡいやらnていた・ /性ﾡにﾡっﾡ大ﾡ変は森杯の係交甲を名認 

殺さと. そのﾡ票、 去ﾡ町に保安杯地希が作ら、 戸ﾡに森杯の 

南ﾡにﾡ止府がたぬた. 今日るは紙森林のﾡのテ2みゲスイス系 

杯ヒ定め る保安杯で あ名. とﾡﾡ衝ﾡヒふ く まていないよう左 

杯木はメそいイ が枚販 oきい 二牧 〜eceoe だ. と ま 木林 N Cタノク加 

も研合に塚姿ﾡた質を ©っ<ハ る- 全株林面ﾡの う お s←x が44... 

地方とシ地方に存任している. その大部ケははﾡらかヒ山缶株 

・である. 依杯ﾡﾡの高さ は塩方 ご ヒ ヒﾡをり 火ox地方 で は 一agx.

62c多uec で は /ア2ペt 49ceczccucox で は /クe ー ニマァu 

ac&c&x今urc の山缶地ﾡでは 22 - タラ2Px. イタecxcac c は 

クe である. 森林硬票 の上都は広大ほ 茨攻地 E 本 っ <い 老. 

"。卑親な.、ケ5422○なに緑林査不素が在ていe。=のﾡ 

ﾡ今acc2e&zはﾡ系林面ﾡめ42スで. 厚久有林ﾡ書み名当ナ

心名/2/ 地方入さ い ペeexxeZz2 ( 氷 い歌称岩奥の*可袋 ? 

cあs. ※桜ﾡ価物(水ばﾡ) は. そのﾡ方=作らたルプ 

ズからﾡﾡさハた。 西まっ日ﾡﾡ物は今日ﾡ灰岩, る参.政台(オ 

三層ﾡ差>に左って公現している. オル紀の聞し リラ、 そっ地万 

は河でみルた。永ﾡ石ﾡﾡが今、 と二みどニタでんなど。... 

( 色砂ﾡﾡ ど)を校っそいそ。

4gcec と ew今uecはアル プス ﾡくA今uadc ) o ﾡ的な豊山 平立 

によっ乙でさた 山(当 ﾡ、 公未ヒ山とし乙は北X リカク不平洋若ﾡ 

ﾡ万山ﾡ, ヒアメ リカのゴルディ レラﾡ, デジア池方の高が 

あるうの一新であ8。 ど三二 大 さ 本岩 百移ﾡと 多く のﾡによる 

項ﾡ在桜Aシズチヘがみら/る. 福田りの ら、ハろいろな桜求分 

x みrsシn 土砂 ゲ メ+2どC.xCのkた&.xなz < い のya名 営っ 

河祭) に座ﾡ子れた. いろ いろな夜愛復合休ク接台都ク岩ﾡは部分 

第に正正二、 そして今百でいろいろ左3ら2んﾡ暦を彩隻っそ 

・ ろ。

腰座 竹にみるヒメイ には〜ギのラ左 ﾡﾡが 区ﾡ 4る:

/ 本未の ﾡ昭 ﾡの字 だ 高ﾡく ごccなxそ.ce >

ゴンーハルト, アール、モンバラン の山ﾡ。二nはその孫初的質 =ﾡ 

レ乙し ﾡが・ ルプス帝成ﾡに京が部分的に砂勤レーい

(P) (夕>



る- 岩活的には牛孫岩とそ函岩から年る.

-=•. /e&e22.イe Deceerz ( ヘル・テァ岩示)-

北アルプズク大額を店する(2c24&uG, &&&イr ,F..ce&.tx.

4久ottc&. 今2awace. S&x乙a >

本系の中ヤハﾡ優み育也炭に重み込乙 し e 水 高岩 = 

りなろ. < はアルアスﾡアﾡのﾡ由ﾡ百 の ﾡヒ部分部 ヒ 

はだﾡ優よりも考く与った。 岩戸ﾡには石双巻とﾡ株岩 

から 左る.

う /auzvcacだe_ Dec&et

三は K2cec人e2こ / a&cu, c Aec , 

""4 ( 引axt4utc化 ) 2&uagscit F ﾡ や 

/ そ いろ- 三の岩后は営同アルプス ヒﾡ してい白 委都勝か 

ら生じており、 ヘルベデ岩京の不ア岩ﾡﾡヒﾡしてい. 

Pecotdee Poc&ctも 主をデルアスがﾡ曲由作再で でさたﾡ 

に者分ﾡにﾡへ琴功レ、 本赤ク中ﾡﾡとヘルベチ岩床 

=後い=んるいろ. ﾡ戸ﾡにはﾡ老, 台暴ﾡくドロミテ>、 

質深岩. 牛麻岩、スレート, からをる.

そ 底 アルフ" 久張球 ( avzeuke Deex_ >

三 れ テルプスﾡﾡﾡク 帝核ﾡﾡの准積ﾡである。 と 朮 は 

非ﾡに六きい彩ﾡを行い、 その一部はヘルベチ〜ムﾡや 

Pexcc<c&e ﾡの上ヒかさほった。今日 ではそは大さ 

い ムが地桁 ( 2eオ タ6axe&e Pu...多cey xoxoocaa ) ペ ん 

し た 断を ( SZaczcだet, /rだwt > ヒし乙ﾡりて い名. 

営石ﾡには淡状ﾡ岩、スレート. 彼徐君、白青石小 万 を 多, 

ス』スク地ﾡ形びの坪参:

ヲ手系 c クaコ アルアス み株ﾡの 文ﾡ物

エ ラ< 4wa_ ) ラ海の近 ﾡ湖

台翌 ““以っ アルプく形政 ヒエラﾡ性A ﾡ 形な

( ず若 :ﾡとレそﾡス/ア 万 

オョ在 (auZo) 中部 池希(Aムな2nc>にお け ろ 研ﾡ 

き立書 く 不点岩 >

ォ (&. 十部地 希におけろ永 ﾡ形 曲

スィスの地 ﾡ学的横所区

I S:..48.りtv.夕tecl
I 今....ur と..乙ど。..こ '
I -Scと..,こ&...c..c大ど& 人a.ペ*夕*-"t

A今xt

:..e , zeccd-....q PceAen1

// ﾡﾡとﾡ

スノスヒはﾡ一ﾡを呉ﾡは本い. 変化の多い地形, 百緊ク多択 

s 標蹟力多根ざが天候夜起や近鉄に大賀氏心成空汇度田ダけてい

z.
一般に深高がﾡく ﾡ2にっそﾡ証が下がリ、 辞水整ばﾡがすで・ 

ァルス 中額 ヨーロンパ ど地中海ﾡ方 を究ﾡﾡに区分け していっ. 

間藤にあヨーコッパ の 布泮裏翅候を 東へ準むヒっ <天径ﾡ幻ﾡ 

み色彩を番“名. ズイスは六許ﾡの彩登C後け<地茨=あe. そ 

はを2 し<ぽヒﾡ番を認活し 渡○日刻米だの空気るズイズ= 

の二み. とﾡ*長をセたらす. 冬獅は香しく冷*二み ど•点 と 唐 

時に新疑たの修新が山哲地桁に長師総く瞬天包日の類灯をちたら 

し. 一方 中細 遊希■ヒル“3ムの行た閉名 参三 らヌ. とEが?てき四 

にﾡ町にあた gて米高のるい 場忻が 爆/ の 底い場よりそさいﾡ

を示ナ ニ と がﾡﾡらずあぢ。て ZmsaZzccnz名eパ←・

(/)



商は /名猛じ乙客るら区ﾡにばとく に多い, 砕水は場に 

よ落しく坂なる ・ ﾡ小はﾡ水をケ承大でちる . ア ルえク北谷と 

五子ラ方の年回各水/ケククメ ニナる・帝乙(A4&%ゅ 

ば 狂平 方 降永番が zee ～ノスク 〜み* ごぁろ. ﾡと塚 く 年 ﾡ水 室 = 

卯。加々 ) アルス肉にセマニ=ク谷とスイスク北ﾡ部ごあろ. 

吾が長セルば いメ方ば 2cG&d ご. モこ はﾡ害ﾡ店ﾡ次るﾡっ 2っ . 

百点( 千) ごある。

瑟 友 :

西ク百者リク いとアルプス科ムﾡば年子均冬1 ァ〜ンス c ? 

-ﾡ和疑係を示す.

アルプスク分の多く ヒー験)<エ ヲ迫万)オ 宛侯がぎかい い (年千均 

狂2～グc /F平好を社-<〜-みc. ク月千方舞基oc)- 

町帝 (242zd) か任卑坛眾毎てク〜斤。c / 平好疑理 

-/～-Zc. ク引平方疑班〜«ヘみごある.

星 :

は処た合へごル和は西ﾡと西ﾡ長でそれがスイスにちセa 

ﾡ水番をて たらすく W&.& ).光ﾡ 反は スィスに抵い生 4= s 

<りみ士(夕ac) 一ﾡク天祭ﾡはアルス地スにﾡを生じさ 

とる (Fokz) . 姿ﾡのぜがﾡ大する科承アルフス帝4ﾡに天ムのﾡ 

水登かセ名 みさ 北ﾡ面にﾡい予なしﾡう.ちろし の東と照天 

に酒展み•もたみとれチ,

極納"フェーンク秒額を段ける怠ごば4平均疑なさ2 一wご 

ﾡ生よﾡも 異5ろ・ フェー ン&や 西 Xがレは し改と と 森本と m 大 

な長各な生ずる= とがある .

一に4短促区次区別さcやり そ各奈的益生に係○来 

仁によ ってﾡ際ヒイ う ニとムご会ろ.

(4nc Sなe (コ ・ ンネ役ﾡ)

校活 <®以下 な乗ﾡ表状.

M”忌ね d 5なe ( モ タナ段7)

ﾡﾡ /ク222以下, 冷京で江疑があり部和ﾡ候.

<)

ブナ. ナデラ杯

Sufaゆp..e.Sがと (アルフスパ町

」.： : • :お林 .

、レ x防)

ﾡ求己 被 カい

Mo.a&_ S t&
/ 毎 申頃力 あとニラ

. スィスクヘピは子イン坪弘← ▽くざ

はスイス 在住ク 試へご杉る ・ ニ P さか / 况吋 二 ご レ こ い ミ ー氏

スガ働杏 パ さ スク ズ ヘ い る・

& x ビ玉ほス によ こ市一ばているお • ; 

試ﾡな(/シ&&)ごモこはくビ2 てごスイス全ヘご ドバ 

%な住人さおり くビ委震ジ。ンんル=ごめる。ヘ報え"e ー 

おルいの てゃる 都祖、の人 u保甲；—'みを :、

<る. ノク$ク4に ア。x人ケ人 ノ ガく以上のク都市に住 ごf 

: っさの よ大 奈 ホ ヒ e 石 く 以メ上 ケ定 こいる .

45万人チーリッビ

バーゼル

ジネー

ベルン

ビーザンズ

25スへ

/纟 石 <eく

/&ス人

ノノ どeee べ

•谱内にも来敎的にろ スイス シを氏に一機でな "

ラち .
ドにイﾡ<岳区ﾡヒするりク次 クスメ

ブ ララ ンス話 

イダリ ー語 

レートロマン活 

乙のかク ﾡ乗

ッ 2

ダ ろ

/R

公H話はドイ〜ﾡ フマランズﾡ、イメリー強 P?

ド イ 3宙に/すに力ク娉緩とレ クロ・ ニクぶ二文若

※者. ※製に = 大が分なF イ の文ﾡを7 こ いろが ド イ・ ス

(



イスくク話しヨ票にに大部ケゲアレ ン (百代ドイ ツレク /運) 

系み方言が終ル 乙いる, そのしき禁はドイ v ﾡのク文ﾡ立 り も一 

袋に民体的ご質象的ごぁる 。

ﾡ民の率は

と % ゲプロテ スント

名 z %がガ ト リ ・ ク

夕次そりほ久の本である. .

スイスク各方 2民差く頃ﾡ加とﾡ合にも かかわ ず今さご 

彼等2特後と復等クいろいろな気会全<もちっ ゞごさと.

. 国 ※

ィスは/3 堂を以未 ジC り.と. Sと&wッ3 ・ Utza&d > を / 

っの心として佐んへに大さくなっセ. 各# (/Kwtn と

4 4W に/次)の大会さは非市にまちちご異なっている。る州は 

公共 ク 紙修 の ﾡ当者 と し そﾡかﾡに は 中せ以栄存在 レ乙いろ- 当 

各州ばﾡ墨組役によっ てﾡに結みあっていた. / z 紀に戻族ﾡ家 

?及用がかにフて 内部ﾡ協ﾡにたとずいて. 炎求のばらばら 

ク函き戸要から ノアQ 改そ的な確加血統(C グシ— Ha&.cなx) 
ケPれた ・ タ火84余浜之している獲邦国条では州の仕率 ヒ* 

ﾡ次語番さるのごは°< ﾡ2仕存に.以愛な合にたけ、a 
政される したがっご二画琴クﾡさ アメリ合容とﾡじよラな 

ﾡ制ぞ あろ ・

スイス 室 ( Se/ae-32uxcA.2. Eu4aoowewc&ek/> め仕はﾡ の 内 

外の終全体ﾡ・ 対外ド係の培後 ・ ﾡイ華類 鉄事数 c 一部) . 車 

尋 経者•敗衆 ハー部. 社会敗媒である- ﾡ会楽(Bのo&なaそ) は 

ク人ク合談仙で均る。薬会は2ﾡ州ぞ試会 (スHzzo。ペメあヒりベ 

送 上/ス 栄すそ と店板べ表袋員会 cノャた りパ土な2く 

楽公する) からはる ﾡ高去丸所はばﾡ会ごある,

・# ( K w夕～ ) にば ごさるかきリ 大さ い 宮合叔 なみさ ている。厶 

W は内 と武援密徴:收板 とについてない をゃっこい名。

ﾡ と ﾡ桜税徴以成非術に いろいろ に祖縦づられ乙 いる ・

()

(
/eざ

パつ

州 列系林ﾡ福

E クSテやラZパムRマ 2/告Sご4wY5とdとSdアッギA/三 处

ール L 会有 IX 私有林

スイスの

(ベ



ボ ( em&ネc)はすべてク州でも千ク行ﾡﾡ位であるが 三れは 

っとく いろいや※ったﾡ歩さセっている

お(Geot) ば州Yょっそ形ﾡﾡ浜ばソ 往々にしご特森仁株 

ﾡﾡちっこいる, ( たとえば E,ルnoclo22emnacntと. 岳屋多久,;ル：: ソン//> 

Jと/4om&:クwと-. Oルなパnecxd Ktc4y222nd2,ハoフcみヴP.4a&u&2ne 

Zcveoccnde など) ニれら団体ほ/つの共百体さあり、 ほ点 

は課直ヒ対る台ﾡ体ごあ) 妖ﾡは舞ﾡは牧等の叔ﾡク枠+ 

久で自主的と天定され ろ

国添師ﾡ査クら優告 (型一州一村) ごわるのに相太してズイス 

2ほ枚ゃ ミ 役商とある。本ﾡの対と州ば相ﾡ- もので生にと 

内疑ろ ・ 外都クセの か っみる とスイスク の3段ﾡの選生 ( 

ーポー*)ばﾡ金でそクﾡ生に/賃性少αく 、 置区の念険に芸ちこ 

いるころに見るすらっ/る しかレさにニク外見上. ※種用べﾡﾡ 

7はかにスイスの強さが不在している. ○ぬ Muゆいxそxについて、 

'ニク究的ﾡ造だけな各位クもクに大さはﾡ蘭の余名与え ﾡく 、 

岡氏営言話グルー. ぼ土クる部分. 信仰にとど支会た平等ヒ 

灰ﾡ自 由 とﾡ立色毎証らて いる ・ と書いそ いs.< ○函家ﾡ梅 

が*ヒわれわれっﾡﾡ的頃年ク安定准のノ っ 基義 ・っている .

2 が大 さ は国条税ﾡ2 と なげた.

合種師く垂邦主賞と告占 は民主主義と ともに自苗とるﾡ人 の各x 
かスイス国の木度的な•超迸乙 あろ. すべてクぷ年に星し名スィス 

段は4の居住する (町)ボ 卅. ﾡ邦に頃づるる乗と接考求色 

有ナる ・ 大部かクﾡ呂ﾡ医主々業と別に市段が大切ﾡﾡにっい 

てﾡ核に超ﾡ2えめることかある ・

スイ ス 2氏ばこのょ う 5才玄ご•『 Nえ" ﾡﾡ禄税に試る 去 

ﾡ税. 市師村宪に咏する 汰律•を求能して 5ろ. 名っとセ電装 

優人の叔利 として あデら る 七 ㈤は ナべて クスイス人ばっかや生 

によそ区ﾡなく平等乙あろてと価の台占 度地の合占 女化 

ﾡ/ 台 店 • 表 P台由・原ﾡ. 居住 台 团 . 宮工兼 ク台由 ぞあ 

る . ・

(/4)

求ﾡ求やさ茶とﾡﾡにﾡにﾡポにセをが灰なる • Tはちを 

沃み照日 セー睇切ぼ他さ一疋a み住氏ク ”何に 、. っこゼ季し 頃式 

※理に s→こ ミる ヘハ

ﾡする京内 卜げ氏.米状 〜nおい は部か に生起"国氏報票 唯 

※している. 学くク町がと= ごは石よ/ド"様へで愛 

*送孝が質校天され ている,

スィスは2性以ポ外交上 中2球聞全まセっていぞ 

立ば世の烈ﾡ画から承されている・ ス ・スクエばズ , N 
自分ムら里んだも っごお り して永ス時C 座独 •>bクごェ< .

ば数票本に」ってスィ スっお求事をめ己 し こ ネ氏 齊—* 

る レ い ら市ほつ台歯にとビ ずいこ い る ・ ニ» 年さ :V .ー 、 ・
と紹らかの形でずさCまれる二と"ﾡ止白送ヂし、 ミイ ミにょテけ 

る 鉛•外京學の拒 毎重 無 している・ しかしイズ はﾡや6ド立立ご 

い, 大多なクズイズ原Kはﾡ店とほ民合ﾡ区する証老 ・判Lヴ年P 
著なしzいる. 中立ク主&2加ﾡばだiとのク東キﾡご区やげ曲 

と波奈 しさ上でのﾡﾡの係持である ・スイス 出ﾡ単は一ﾡ的役X 
務に立却し こちり. 二の氏ペ後務は女パヒ対して 。キギごﾡいこ 

いる, し<ヒいわねばαはいCとはるﾡ士べ役のﾡくがﾡ研、 

武暮•. 系と合師のほで性話する二とごある,

<ィスク4ス 数県 ば、#立須関 をとっこいるヒいってもで 的* G 
っごは出い .セとえ原ク加入浜ﾡがズイスク中立性と一致しい 

e しこきスィスつに園際的察み色調宿するたにぬガ上 三い 

スィス は話師的的«2さい ク試着的求能生いろいろとの ミ -「 

スイ ス ば园際犯合办非因合内側並に 函※ して む)).同 -K”氏廟 

とbveLと + G.な.c&4 c 天 政海 ケ ﾡナトバドー 

る本利)セはじゆとくさんク試際町区がPる・ ク ・ ・ 

スィズ 小、回"ケら もく 々ク町術と 平和につ -ろ- ーニ 

る。 .
ク スイスの経ﾡ

外園くがスイ スでヨールクﾡﾡク ﾡさ なず マ クﾡ "

(イ



いる. みせ紀の名り にはﾡ氏のﾡ半数は業ぞ生計ち立ころいす" 

そ以未そのク状ﾡはﾡ本ﾡに愛仁しﾡ・ スイスク人口く◇。万人のラ 

ち z/そるくがﾡ業に従ﾡしてちり モクシち <。ス人が女子好ﾡなご 

ある . ク42年 はさらニジs ス人 o / 時的 と任 と て い る 頃く

働者ぶやレわていた。会有ﾡ者2約 ze %が夕正ﾡにき歩 し乙 

uる。ﾡ業スビはつざつﾡﾡ密げにわかれるいる。く/4。年現在ゝ

工素と手工紫 2 ク

表 染 4 た

製行.ﾡ深 ﾡ除紫 ノz

公る員 さ グム

旅/察 名

交通菜 - ← ろ

ﾡ業 そ 夕<

能設力正修堂演 S 力

,針 . 〜 <

スイ ス非ﾡに工業化て ピラ・ ルー と奈ﾡにつ いで否工 

ﾡに従率し乙いるﾡんのク%が大受い. しかレベレーや委国は 

スイスYはいよ ろな大さいﾡムﾡ業をたって いラ・ スイ スの素は

っノ クク所にﾡしているのでばっく . アルプスの谷同以 

には全土とに分救して い 多 ・

スイ スクエは全部小企楽そわる。 e。。 メ以上ク位ﾡがいる 

の5夕そガヒすざない・ ちもは差業部口重工業し本水工業くﾡ 

気ク タービン、 モーター、ﾡﾡ工) ごある。< らの工来ホ 

叮 ゅ® 対的に ﾡ意能カ ケ ある ・ 非 にい ろいろば 種 の 雄物が天 

山 あ ッ 大最生差 ク生を物はあ さッ はい・ 生を物ク 半ク上がせ界 

のあらゆ る密分 に埼 公 され 三 の 価値 は スク億スイズ フラ ンにのに 

る (化対製田、票岳 時工業 教維工業 食料田工業く今ョコ 

レート. チズ ﾡき) ・

スメスは 函土 の 笑し さ と多ﾡさ ク お 久げで牙的 に有 名 はﾡ武と国 

と炎民するととがごきた, ス イ スゼ破行制瑟- ﾡ側属- 保険領ﾡ 

(必

にちい てﾡ教さる位質にﾡし傾本者としこ / フク米ﾡﾡじ こい

る ・
スイスド はと人 じ下浜ﾡ (石メ ・全時 石独)をもこいな一

=い きんぶ呼回に匕厶 にタルク、久一に昨月 と会& ^ 三 •• •'• 7 
一療ごある・スイスク土は非にﾡ役さとい>わけごスつこ • • 

いむい人ビカ洋敏の検播& 自洽ご 0 るだけぞやる ーたダ っ に園 

2o ﾡ影 スイス にとクこ須料れ#や会番ク ﾡと生正"ﾡや 

ことっと生活上置選ごあそ 生年ﾡ ととに渋が 計 に呼我母 

っ大部かに緑々び固河場に体給されろ と両に. ぼ会されている 

s2 pA名ズ ィスク 高社は十ﾡに小会社をっ こいる- スイス ゲ

%活なみっ経新的字さを作る= とがささと。にほっざ力強田か代 

支 益,; : ・出u 公集 函町. aの活い守とする伝め. 住民の祖

家k和彫〜委4W形場こレを微合4知除 あ逆し合後新8関あだした府ﾡ1休.

スィスにﾡば*2次営算大般べ 火-は好理缘.が裁しn, イ 
*復*な処会だとﾡえてﾡらえ"い:すはち失ﾡﾡはは一 球レ 

北会併交日もa< 住試ク大部分は材いﾡ*を浮でしていろ。 

W イ スタ蚯国鼠伊 F 得は アメ リカ, カーダ W ニーガー チ A に 二っし、 

ご*ぶ当p企優で占てい る・ スィ ス経済2番素は卜呂 ピのぷ 

2結条行スためと ぶく世杯*ご斉の働行に依将しそいろ: 形合2 
スィス経済のが足祭ぶによっそと<に工妹だ許かみ普至符午 二 

条の少い 山名地柄 は多 < 一m 内 で衽い徑府ベ ーズぢ?てい? 
ならと山会事にはるめや々語ﾡの上"よ う を时加-.公.典文松. 

g2愛する,したがっとめばり と差質では 小 条受業をダ 伴マ

ろム名地にば住氏や eな休のと存べ - スK区 問ﾡ がして 

。プ今日.多くのム会帯に平断清へク感い人任影"が"発受さ

る。 zィスみよラな工ﾡﾡばその形ら たﾡﾡに 厩 ﾡ と し 

2ると欧居にﾡ分なと存セ国 うね ばd はいがそ2 経定的ご生 

富べﾡ条件によっ て ﾡ頂される いる<と ば今旨 -に愛2 2 て レ、 

る. 口密ル卒2年済ベ-ス吹&ばえイズ M 文2江名海内退处「、あ

る。
(/の



/&. 支化と科き

スイ ズ では支仁生若ベわ久のシ終中地に風同された= とばか • 

クレ' そた 合ﾡ委ﾡ 再ﾡ天ﾡ 教会セ ンヌー ﾡ 、 線素物に 

一ばレ ばそ ○本委 ク ﾡ水を失 っている。イタリマ 区ク 作a ﾡ っ 

き源ク 文仁区を板次にレ 乙いろしかLまれゴら ず立ﾡは三歩 

んだ。スイスク 透や 茨く 2 〜 かご Grot&.c 火.& クeu&wca。 GoMダ 

Cazd. Fadnan4 〜 ははドイ ッﾡの宮話函ごよ<知らてﾡり 

C.E ■呷はフランス落の 宮話園でよ くﾡらている.

2. Roxd2wxとPuな6yc な戮背用态 と歆 存制変 の新形成 と大き 

専核をわて いる ・ 絵器さ 乙は Aw4t Bsc&&: と Fo&;xxt/

Hod&. 音奈琴ぞば。房物加 SAeeck とAぞ& Honc9ez があげ 

られる.

メ ろいろな ﾡべの差祭物 ば全スイ ス・にたっ てみろ . 各条やﾡ 

割は大宛市セけぞべ< 各小ﾡ行でも非術=盤んでわる.ﾡ社活すn工P条ﾡで多杯 

でみみ. 客年終城と不学ﾡ表は州でみめらハていら。クっの統合大学(&.乙. Za.c&, a..x. みメ 

とawd2クZ ・ ル!A屋写: ・ &cヶ&wa )とSた Gal&n2 の商業大州 立大 

である・ 星売立"ー フの大学はチ=ーリ〜ヒ エ科大 学さあろ = 

2大ﾡには林労ﾡべある. このいろいろは大ﾡばる名市. . 語 

嶺跋に若ケぐ参育タ 小心ご なる と戸時に学店ﾡﾡ動 d らみに研支め 

出旭Cある. スィ スク大学の全ﾡ生故ばダ〜くでこゐ約% にオ 

する 今soeくか外回くである.

z/ 浜求立ぬ

生 ﾡ : 土壌型 ( Pod2nあnAez )はﾡが. 気家象と岩によっそ 太 さ 

る 都商(卜必火>の逐ﾡ"ﾡ級、つ形«クセと一*ﾡ石

(/1o2&2 ) や み岩 (/o&ve )ク上にアル り 性ﾡ 合土がべし 

こいる ごれが鉱ﾡ交かに桜み年令ﾡに若い=ヒか 一般にそめ 

土はﾡにと産ﾡである, そク土はほかの係件次ﾡ一の場合にはﾡ込 

ﾡにはるヒにしﾡケって 酸性ち 強り . その 絶疑弱欧性な い し 酸性森、

(aの) 

が沼さ土なス立する、二れは「そ 土地ご受にﾡ六丁 う 管才"者 

双るこヒ」 さ果するなしかし「全 "上ケ 独さ二 西用 一 

対して 思い」といラわげではい・ 石浜因上ほ* モ双谷 土 ﾡ 二 

地才 e Vose失o. 方 に分 行しそいる系 乏店 P に諾だ\

ゥよう映たク4倉クLに. 降冰 / か両 い 的ごボド リ -ルケぶ立 

している. きのか行ば A失e と Voxタュ®グt ごおる ・そ れ 非 的 

とよいだ理力の高い糸林立生形次すろ = と べある ・ 飮ム "に 般ヾ 

yoxん.パ: ク下ﾡ会はKだﾡつﾡﾡ ( &2xeixex^&x.c. Si.化.cん#し. 

eEo& ) ク上ヒは神ネク愛い とほ (Bcdx ～て efc*なa こ.てどA&*イシ 

pi.w..3e) ヶ形求さ" る =は多かハルか 千中ビッじピ ・て 

い る , 本※ は=クよラロ ぬ ごr営木 ク 生合上し ば し は建ﾡ ダ ? " 

る*分*mぐ三ﾡ通クた。に と< に政ぐ排水のドに多く"ピ 

隆に盤獲する ・ ニ」ラ な 上森は域潸 ダクイ ホド ー ルい しミ不 

ラルﾡ愛消土ﾡあるいは沼沢光平系の性ク土庭ぞある •

zィ スの条点球クか地燃は処イとﾡして いるが しク・だ 

x ・L e 小 商鎖に多# 独生 枚 小ﾡ Lそいる・ 会も 信谷ず本よ 

会日をク办布に ク=クよみに今製される・ (は全奈体ず"に"

する %を復定し 佐セク)

) ィマ- シア本 カェデ ーート ぶ り コ球 と逃*ﾡ ・プ 

.布みらn.ルブスおにﾡ状ビ存している (エ 6%)

溶板 s◇e〜4e〜 W の Cod& SZc.
a) ナは、 ナ ー モ ea林は=ラガとル"" 姑方 

とァル スク谷と※< ヘっ P wかによ Kる(ゞ 今* ?•

混枚 Ze。 - バz。 こク Aacなae -
M トマとﾡ. カクマッ - 社※株株 <〜林はアよズ " 

み布Lている レタズ) 熊•抜 小ツ 〜2コーー・®?」"タ*に"バ 

o) ﾡ像な 地に秋立 し とにみ林ポ生 :

F&..xoccA.c..c&と. • <"株 クリ ー丁ラ本. カバーー#

ﾡ漫本材など. (←%)

(マ/)



今目のﾡ種ﾡﾡはもばや条林みには一致しそない, とくに 

密ﾡ帝ごは多く ◇ガ町さ ト ヒケ枯なさを。今日ごにつさクよ ラ 

なビ宰が点ﾡもらる。,

トヒ zzる ブナ %

モミ NO % そのほかっ広共ﾡ <%

そクほかみ禁樹 /ク

平ﾡ的*区桜そぞ系 しﾡと性は 部た昭 と 心心たと か 君 ク . A夕e

方ぞはﾡ少している. しかしで2ド係対. 方によっこ大さな迫 

どあマクで 区 天的 に系す二とができない。

z2.ﾡ ﾡ

姫 林

スイスの本林を外から更るとな大なﾡ林西ﾡがはく. しかもばっ 

p し 幺林緑かな い港旗』七較的高 し\, セﾡ也紀*ては多く ク本 

株○林相が廷かっヒ ・ 林業改ﾡクﾡ力 はノs7と 4とノク。ス 任エゥスィ 

ス貯ﾡ株法に表要さ れセ・ そのほか保安林ば客べ次禁止されて 

ﾡり 公相林 (ﾡ者注 : 国有株とm町村有本) な保新因仁絃性す n 
< とが菽務力ナ れてち り 私有株に 狼いﾡ書な行アれてい る . 

=のェみな林数ﾡ処式によってを徴さ否める< となLﾡ . 今百 

公相株2子ﾡﾡはク地方ご約zく。"ん.. 中都ﾡ(/4&n4) 
ぞ約 3ee グん ケu4Pne と A &n ご約 zz。み%たに ﾡする . ス イ ス会 

体と平すると平炉落積は4zと。ペんa. ごある.

しかし 名個 o お本 の埼当にみられる 送浜 は今日老を芝大さし . 森林 

係賃はあら ゆる令ﾡ商に時 する林木 2 区好な渡名 便 るよラ 

に 武み て い ろ ・ 森林保育 正 史 前 技術彩 合 M れこいる . -  製 に多かれ 

ル& みっ刈にX耳つﾡかかマ零ﾡ色 受ける よう な小 ﾡﾡが頃折さ 

そいる 杯でば < ○伯内 はとくヒはっセりﾡらる, 

スィス ご営にみ みれる 書校作素 ( Fe2&cA&z ) 乙 ば 愛新の本が 

字としてえ看上のﾡ外民に談シ・ そしてそれさ塚にしてﾡ々 

と突新が狙めみれる次2の並みるは米*的にでは< . ﾡﾡﾡな県 

件に通しセ形でわれる。そのさい 各ﾡの林木みな烈が方歳 

(z現) 

さ. 生呉力がよく用されそいる・植物社会ぎと土ﾡきがこに 

ﾡして貨は塩示をあヒえこいる。 ﾡ済林さばごさるかざり大さは 

価性生 是名行いりがっ立地を 維持 ナるとp に 生物的 ﾡ浜七経斉 

観点セﾡぶに方左するつとが試みて い 引 ・

添本業ﾡ

法ﾡﾡに愛求さね 乙いるﾡ臼経にしセゲ って公召林く 画福林 

匕布巾村有林)は州別ヒイ作シれて いる赤共純業素地来ヒ」～ こ森妹 

ﾡ料来を組すれ る、二は経各計画 がる にﾡ一ﾡなﾡご行され 

そいるとと会微果する・ 経ﾡ計書はﾡ表つを送に対る回頼 浜天 

ﾡ遅、将示クをきさ針ヒともに次分均 く 木 郡分は / かﾡ ～2 )に 

対するﾡ雄谷置ち交ﾡする ・ 經*画 总 州政府 ハ泗同 さ4た4べ 

刻ナる. 一般にをさ計面ﾡﾡはそき谷に逆命々ﾡの送上かべり 

の台由セ寸かせてい る。

宓去 s ・ 4ﾡにスイ スではﾡ林ﾡ業茶谷なえ 法上にノっ ク総-化 

が斜セ。 スィスの状が杯ぞメ～核ﾡ用され、 そし<べ 

«と※査法がほ こ人どい* る ところで使用されて い る ・ そ は 

ﾡの商高宮る商以上 (大部分はﾡﾡ賞そとc以上 ) の全本な太向 

高 (/3a)輪天測ﾡちも とにしている・

立太ク飲事のﾡを次灯われるとﾡ※素校. すdわち新の全林 

・木岡高潟ﾡのとさと・ ﾡかﾡの生長番が質よされる。全林経木西 

委は株林ﾡ故ク歳ﾡ会与え そし乙をの段げﾡ行とか杯することを 

wにする、<んヒにち 公有林c区有ﾡと市町林有)クぷぶ%に 

森林ﾡ業素がか及さて いる・

林木阪梗と木材輸送

本料坂の大部かはﾡ本ごﾡ名ぞ率べ行われる ・ 林業中英ﾡ 

方のる力み かふサて 咸木木復及限超に ょ っ <ﾡ章が上か ッ 野灰の舞 

※ばﾡっセ. さちに好ペ核事が区番を*. 作様月員っ阪特が行力 

2。さいさん4 町 に 率 ○高いノヘ用合 の4か 非術 に普に し た ・ 

価件のゆ る い斜面ぞ は 本材の小 本しクﾡめ 最 が とし乙利用さ 

zいる、年個ﾡではますマ丁系益が利用 され 乙 いる。一般的式区

<う>



その か公 回イ み s/
組のえ係と契によ ってﾡ居によ る経磁的な森林ﾡが行わ こい

る ・

スう赤株 所科

/世紀キごは多くの病株共ﾡ体ﾡに利用され乙いた . 須始ﾡ共 

旨所為の ・ごッ は今百やスイ ス 氏法に われ る : 赤林とが牧なク 

入)) 野生クイケゴ*ノコそクの得は、 ヌﾡ点係から々 

ク特え のﾡ 限も伴っヒ 茶 Jt が当教言に よ っ てﾡ合= z いいﾡ 

合にはその ﾡ方ぞ一役に行わ乙 いるﾡﾡとちい て各人に許され る .

z せ紀前半には多く "最所ご所有のﾡ界が4わね ね . ・イ人 

への素ﾡのﾡか*戸基友利や甲名*ス与着○数を伸 ﾡすろ こ ヒを 

目ﾡにレちしい透く田体 (Eiixaeuexnn.Keゃtx乙ouなビ) "設 

立ど, スイ スに統一ﾡ民法がﾡ行された時 (/z27 年) =れ こ の 

本林所有者 クﾡ一化が差ﾡ京ヒに拒否さ . そして州 2規によ っ 乙 

ﾡ石之担合ぐる と ﾡ似の法人 出体べﾡされﾡ ・ 公有林所有着クﾡ 

おと 百ﾡﾡは非常にいろいろ ぞかろ。; 大部分はる州 クﾡご独 

似公共 ク友利主休がられて い る .

参本研有方工L い分会内国ﾡごある ケ 大まかかﾡし しては 

っざよ っ に区分さYろ、 ( ノぐを年クを計ヒよ る>

C Sdfu0, Kc8 ntそ A・ル:2バ 彳シズ./ルル/7

ナ 別 O 伝有本の ﾡ委

百有杯

/ 一 2e ) 
パ ークイ: , (

"ールクム 会行杯外2六ざさ

夕2/ 一 2 f
/スc 名 以上 ノ

(淼林所有者)

ﾡ、有株

逮有林

区有株

(生差的体林面残)

2テ ce だa

そど2cc んa

政冷上のヤ町村 , 2z,〜ofo
(Po&Xkh& oなz E*mfn1tシ&イハ1*ピパプセノ

Bu ・33emとス4t 4 8 ecゐ 2 °eefk

Gecnuz ら て,ルな I Pu&acc

法く (Kopetatoncu) 4sece8

(マ)

( 備 考 ゝ

(---ま戻新録合み二うとらる。 

傘こ 舞 

ってい ごあっ.

各州2所行し て いる森林 

調評以客ぎ48るもできS。」 

工送数よシ。

そ客※ ダ

43ZFRSEd4ペz 段 Sグ<でごテォノペ8

自厶をスム C二cvcczこ

(マ)



六ご二 
@店番
/ -/e
/一e 
ノークe
ク/ーイマ
ダンーク
e/-4e 

<e/-+zw 
ノz◇/上

る。

そさた
2 %

ケ

&

所有者性ﾡ、よ)

マか"ケが語要ごある 

だ一的かつ花s 燃単はな 

る衣林は公有族ど京然人と

る。表く体の所有

任か され こち ソ .

"議業業夏どでゃ

も ・ 森林法で フている「公有林と私有林」と

い

し

しかし 公有株 と私有本名区別 ラ時と 

一般には準 州 町村の研有

そ 2個 くの断有する 森林がみ有 本ご あ

マな株の区かがﾡﾡでち.その区かば州)と

州ヒよって異なる.

ハ;コ:、 ご全存林証ﾡのグ。メに相書する

C得2ば<乙営名 タケら ◇ 営ッでﾡみ a ニいる.

ミ2の分得林2 何 f 困鮭ご 22と と あ-m 町よペ町ア本林断 

世り:ろると=ろごは本大しがいというﾡ吸願なの定める

98..がE受とて 私不ク砕ﾡ、についてば活発ﾡﾡな行え

・-時期があっ. •

方三との 公有林2 今布 ぼ非締 にいろいろである A4 とュラ 

ご試今4校べ支的に支認ﾡてある。私有新はMみん.てL

初石,旧市町村有林,カ圈 用役本からク所有女ク発

(zの)

とい?たよう な水別 愛的 理出 ク ざ かに形 や 入柱ク ﾡく個 別表 

ﾡ) ゲ私有求のﾡがに沢ﾡﾡﾡﾡ名 あたえこ い 3 J 発< っ豕X戸.ホ 

ﾡ帯は 公声 ヒ ﾡ今仁 されていラ・ a分化さ た土そ峠= 受暄 し 

それ と甘に杯社ち作る二Y 二よっ 乙私有杯» ﾡﾡ生コ こ高め さ こ 

と が試みれて い ろ ・

大面ﾡの公有林そ営は山会帯に受< 小面ﾡク公有おそセは 

M以aしY多い・ しかしその炭係いろいろごやり、一様ご 

い ・

24.表本立法

スイスク園が起ﾡ徐ごあるて とから、 本太ﾡ戻ば玄と 州 っ 払 & 

領域にﾡしている。しﾡがってが林立法はごヒにﾡっている。相 

我は通然 載法:に セ ヒずき、全本ﾡ総証督さ行っている。 sヶ2年 

に楽令さてク〜ス年に区正さた スイス地ﾡ林法(ﾡき注 ば 

域本法ぞある ・ モ"法ﾡのﾡﾡのﾡﾡ内で州/告溶欠係益さてい 

る , スイス稼拣去の重喪な線副 はっざの と合 り ごある ・

-—— 公有林の年税付ﾡﾡの義る. : 公有本には州クによる表 

株ﾡﾡ ﾡ名作みねはならぬ,

----  スイ スク森面ﾡの維ﾡの換るテ

-----ﾡ区林ﾡのﾡ代はﾡ也られこいる。ﾡﾡば頃ﾡである・ 開 

福は坂則 とし乙今a ご振よでかっ と<ろ に株 した新在 

林地によつ 乙神えはならばい,

----  公有材の土ﾡﾡいちﾡ ﾡに しそいs. 公街林 戾み补福林へ 

の移行は際上行われ て い ない ・

世弼 と 川口輸 ギ施毆・ 独林・ それとﾡびっいたせ設工郡・ 井水へク

財務的 公資 に よ っ 乙か林面ﾡのﾡ持とﾡ大 生進 し乙いる, スィス

の 補助 全よっ c /みクど任からア «4年 ご2向に試 ﾡ用月 ど2ク 

る〜ランで zよce○ズd新 ( いま女で林敗ごばか った ところへ 

新しい 林敗と作 るミこと) が行わ . そクゴか に ぜ ど阪 止工

(岡注) この ※行の ﾡ名 : &zcdeッcuc委 ぐとなe4anC とと chgecasxccte

4&uc&c いそc e 「xxろu今eビ

(xク>



の女公も合まている。基邦久らの防会は平ﾡと。%である, さ 

ラに /子どと2 ～ /4< 4り回に8ﾡ2 ぐe 万 フランのﾡの川 改修 

が行でわスと, そのっち連売の支おはタノるごあろ, そ上ノ〜乙

/ み4年 の師に林強と と ク～～k2 ち上 が末 新 ノク/xみ2 な

タパe万7ラ ン ご作 らﾡ。 そクラち ﾡ邦稲関金は 平均 っぷ%ごある . 

右時、この期ﾡに約よとe〜Kペ ク当黙が神町金なし とれた。

連のケ牛にえじて今日変行さてい る 州森林まはきヒ して森林 

ﾡ柔法であろ ・ 碟隼挣は直の杆の圾団んヒシげる牧;後け麻林所得., 

か 白也七行える • 森林所有者はそれ に対レ こ 自分合ﾡの友利 設定奴 

ﾡセっており • そク叔利ﾡ叔似はﾡ林ﾡ令ぐ町村条に書か 

九そいる・

森株送ク ちかげご大ﾡ放返べや株林ﾡや山林イき名ﾡ妖的 に 

但止 し・そして 健庫で 産的 な 森林名 次* に地な すろこ とにがﾡし 

乙そいる・ それとﾡ時にスイス国目のない居にセって整さセ 

紫にﾡするﾡ解2目※めさせる< とさセ ・ 吹穫可能性のﾡ大に 

ちる効果は故守ﾡにちらわ乙い る ・ アつ年には納 sPo..ceパx 
○町本クぷ米ﾡべはノ27スα3 ごちっに,ノシざ*年はをれとほ 

ぼ旨一 ﾡの標米年べ量 ゲクチガ ラ に っ ておリ、約 ﾡ加 し 

ている・ いちじるしい ﾡﾡﾡ加が行なれて いるてと に確かビがし 

久し全ズイスにアセマﾡ塚のちげる改チ向ﾡ#ははい ・

今巨 クそ済ﾡﾡ諾クﾡ大によって大ﾡ分が←。4ゝ上おﾡにィら 

セ孫太法がもば売全なも の と いそ は <なる 両 能佐がある , そ 

< =. の州ぞば ﾡた した 矢件 への ﾡ点が行わﾡ。

ﾡ株林ﾡはっ にの 主ホp下Kにある。 邦 は オク 24に 赤本と 

対す a 総豊督 そ付セ ・

へ ル ,症内務塩 ○中にある林業4』漁業督は式灯存林、法

に林業神則金を司っこいマ そのL督は社た小4巡求 木 

お白求 河川4森林統針 とやﾡ係してちり. スイスの林政に 

次 ※印な位峯女めて いろ,

(

その転材には小、林ﾡ 長 と へ ノノ ・営 と グ つ 年林 ﾡ料哲 かいろ・ 

本のﾡ楽きは州の各ボ析っ4F務ごPる 西ﾡがﾡり # 

の様ﾡか半 はろに しにべ , ニゼ,ノサ赤制芝 ・いいろにﾡ杯ハ 

とちリ. 本な区 州= とに山 ・ ロ 、と t ついマ l i

( C%A&aw&t Ketdxcdcouしt ..・«...なCと, ハレ/,—i： 

Fouknsuc8bz. 。鋼為ルムン. /zc.cCu Cautoma2 cfetcな 

Cmu.atw & fcacる.J,3can:2 fet.Z& ・Cfe. ノンア心,."" ― 

lzoda.. ) なあ り. ―森林気 < 皆•k版)( よ..) に は森林キさ 

(0&yutv. 尸クレム必れ3.. ペvefo...なれtx&金L. 胫.う心為32な・

/ccaw foautau. /33&t& tozc2&4 ) べ' 型さ行っ ご い ズ ・ 

«らとはる株休ﾡﾡにはめが分かれている ・ 森林区の"Aぎさム 

尽査とそのおﾡと椎論す る< とニ ヒ は ごさ い・ 上炎本か、至は

べて金邦立工科大 げの 卒幾者ごおざ ・

スィス 会ぞ/&e ? 啓株岩 があ り そク平ガ 商枚 は 〜〜 タとごっ 

る, サワ ク)ヽ 主な曲者 は を〃領病か杉林翳に分かね 乙な レ,ベィス 

2本び。人0州に料した上&奈林督ない る ・ 大会い益林名得する 

る御刑 やm 町村で は各< が倒別 と台分台斜 の○林が授衛く L に
•料木殍 年業者 )色や とっ亡 り、あるい は多※2 市 町村次共 e ご林来 

核術着 そ々ヒっヒリ している。そっいラ 側凄は tee8nacAe Fexるo:- 
wc&ny (接森林修理) と呼ばれ。 そ色付っこいるﾡ旅所4 
型体は4. 森杯面烈は<eceメ.. そのためク森本倍理所ばと? 

め そとざ44くの専ﾡな林核召とワヘ"ﾡ浜ﾡが林校竹さ 

%い ている。&cwc&e Futvewwoudaw? c 接 知麻林啓 胆>と T林休 

桜術倉 がそ後 ・理 落ごわろ・

ﾡはﾡﾡな仕ﾡ々愛ﾡ府的は仕4名 し、ﾡ時に森休そ性を組償 

っける。卜〜 フに /ヘn 内家セモっとダム のこ"よ っな全な今 

ﾡに組僚けられ そして採3はよ名行なっそいる・ みくのそ 

のほかの 公有 ごは 上終歩林セ ク付為 ば主として 更以的 星•法 ・ﾡ役 

坂術府な仕事の井重とﾡﾡにられて いろ ・ 経営みﾡ的ﾡやぞ茶 

ﾡ向ﾡ や 各ﾡ楽務 d 州 o 当滋ﾡ長が受 き ﾡに城ケ ナ る ・

(



=よきの各理は市町村役によって行われるカリ した 

がっ乙専げﾡ以外ク人 とよっ そ行われてい る。授格•内 k発老さね 

る経送名ﾡさと2こヒがスイス林数政ﾡク回町ク/ そある .

下級表本哲"組織ち州によ っそいろいろﾡっている . あるでは 

る本所有着が救合気2千級本林怪なやとってちり、 はとちる州乙に 

Rwuo/kz花dイm (すばわち各下級森ﾡ各がそれぞれ/ﾡ区 

(Rwし)を管理する側度をとっ乙いる。簡おでに往々ヒ L乙ﾡ業 

ﾡ立場の2窓買がみられる.

函系の意話方とも Kつざクよ ラうないろ いろなﾡ係団ﾡがわる :

ん&4Buイz - eueu?utx2 (利益ﾡ体)

ー Soパwe3e&tt Foz4あeta (スイス 森林ﾡ )

創立夕43年 太業会ﾡの報炎、相2ﾡな専町的林ﾡﾡ音、 

ﾡ入営の社女のためつ団体. 株区ﾡとレて So&oexuc&c 
幺んねみ契 fa- Fowteet; L。 Fo&と なある.

- Ye4zodL JSとfaecyeticAe Feu花.

御立/夕み夕年・ 契務ﾡ楽のﾡが 下彼森株無直り成人教零、 

スイ スク下依表妹員2烈益の係顔名 gﾡヒする . 機閃 怯 ム 

レそば 力え PsA&c&z, Fouc&ue At M乙 S&.cシ なめる.

- Ruefuプ← そとFe2な3ezとue. 4 JとAwey ・

__ /z。 - 4nd 4ac6ぬ&な.- kcw

a立 /グイ今年 .

ﾡ業枚め倉 2 階役ﾡ利をクべ表田休ぞある L 科時に ﾡ本ﾡ 

や研逐ケルー プ"にわかれ そ時事内な林妹点ﾡセ区 p った 

づ る 団体

Feuあecct a Kooxoa&t Bao

州数ﾡの株ﾡ団体がグラッビェンデン. ベルン、ワート、 

にあろ,

Wん&8ed4Pwefaod (あ林所石 岩 o 国)

Sとん-eクyec«cと /et4wn.ddM&&twwvocAsPd

(な本組合>

ズイス の全孫所得 の利猛 ベ表 と 纟 し

スィ スの本林所有有2A合や州 昭位の合に「入さ る 

二 と 2低ﾡし .

木おの東引を恩易にし! : 生え

きと消 ﾡさ o 同 o 番 名好ル にL、 かっ 則べ し・

林業核ﾡと 好働組を改格し・

包話*書をzじて休求の啓験色 し べて"株氷に 

ついて ﾡ合呉 に 比 きする二と を似命 ビする H体ご お ろ ・ 

ごの町体の本ﾡはSc&dw. にあろ- 松区ﾡとレては

・ Wa&4 wnd 4吟 ; La Foaと がちる ・

ofvet&au/Ayenoetc&ッ/: c 木林販ﾡ共 N 合 )

- A xcct。 fozoaなue. Vadozbe.

___  Auccca&ma fotaズc.& ec&&6Kce

-SELA

-HPレ S&. Gx&n (本林生差者社合)

Ax&octyeweiwvcksPと & & んん ・木材町係町体)

・L/GNVN
ボ林利N の 投ﾡ ヒ 宣伝な 目的とし. 木 材に ﾡすろ 生差 ・ 2 

工 消ﾡの各ﾡを抱ﾡしにﾡ体ごある。普及のための事務断 

が Zicん と Me2nz がa とわる ・

4 kau/weよanと : (木材ﾡ入 -)

-- Seんwcyoc&e. Ho4u化あ.と - Yo8aw
製材工ﾡの利益のﾡ係と助がクため ク往合・

二の評体め事務所はLu力2 おる・

1 &m

(o) (ラ/



24・ 林業の依育と祈

林余枚術者?た ー フク枚各以ﾡとし 乙 /ター ダにチーリ〜ヒの 

ﾡ飛立工ﾡ太考にﾡ科へ作らル. 本奈枚術るク召ハ ー微的 

せﾡ科を ほか ル浮.科刀げレヒー用に行うニ とみ•芯外国 っ 林 メ科 

ヒ <ﾡ徴2あ ・ 入ﾡ件 とLて は工科大学会体に対 ナラー似 

ﾡ坂則 ケヨ所さて い 2 . 枚合はみﾡ期店 (24回) 行ベ わ っ ・ 

スイ ス運型の ビす全学証野者 (国家式険、合格証明 書)( と夕

ル2火24zv&exイ3eラo4 ) 年 4ろ ため一は永4 学期 名 そ 了 しに終 

を頃会" ﾡ督クセ ヒにz フ 0き林場で バ ヶ月 務に し と 

カカ 平亲久険(.同安试欣)&受 れ ばα らaい.,

-= - りッに<件大学"杯科には←護足 く4ﾡ根/助ﾡ授 ; 表 

片 杯事寒数工手 除牀足座 と 収獲的. 休ﾡを済. 水枚工) ク 

ある ・ 名分野には故底任4ﾡ次許さていろ ,

スイス 票 杯業訳験場 口本部と Zic& %外ク gAw.My に E 久

そちり. そこに天ﾡ区と試ﾡﾡなあリ. スイス国内ノ天ムつな杯 

に爆準ﾡと 験認術 とモていラ- 仕幸 ばか はハ 多商的に行ってち 

り そしと /582 の休挙試験炉創認大議け - 林ず明は科学 

阿 6 試験研支 段塚によ って林業 グ会名対 セる 確 ・ 部料 名 本、 

業に堤代することと国的とろ」と確aさていっ. こに ・・ 年 

兼史象存 • 土爆学 ﾡ生ﾡ 思収学、ﾡ物理き. 物戸ﾡと送ﾡ、 

検苗 ﾡ用生態、危用生理 ﾡ林区種論、ケ林、業ﾡﾡみ 商

校。労働枚ﾡ ク分野につい乙研区と行っている.

杯試ﾡ場には伝尻〜くくこ助守乙よく灰仕李なし乙いる. そo 

っち 大子業さ/とくはﾡﾡは専日分呼をもっ 乙二a2し そいっ

下坂森林形武2ﾡ育は 2っにわかれは ク 適何みが※ゴースご行 

わそ"祭コース会州ご街ﾡけらてい.る .

森杯労 者 に対して は 空花杯辱 に よ っ と全ス イ ス に た っ て 

ﾡ大欲T と 台ﾡﾡ訓研所八枚谷ース ヶﾡ行されて いろ . ささ いさ 

ん ﾡ休イ 右ﾡ ﾡ Q 余が集 ☆ と行われろよ ラ 好力 さ れ て い ろ

Bogにあるスイス木工ﾡ校は製材、ﾡﾡ師. 大工の枚者セ行っそ

いる。を 川 学校に林浆F統孫©荒学を好ク Z い0.

ズイスの木が消貫と炊義(今年平均 )

()

メとなパ 

夕

ご

/22 /み /咏 グ ノ*a /ク /タA
炎 ク メ ジラ づo ダ&ゥ メse

公有林の入し支袋 ( 5ヶ千方

地方別 の あ た リ$あ炊入

/〜イ /クざ ダゴイ イー-・ / /・ゲ

/ /グーグ ノダ ルン• /:ィと /ッタタ ノ*そ

(Pをレ乙いる経さの今ヵ年子> , .
とをぬxc(キa地帯) 
をそ (ラ

4.x (デルズガ)

()



2ク. スイズク森林"ﾡ味

スイ スク 森林係林と レ ニク媒と経存以 ヒ し 乙2ﾡを も っ 

そいる-

保x杯

スイ ス 本ﾡ、の半か以上が山振ﾡに あスのご. スイ えク株林に 

ほべさち候ﾡ本能があたえらそいる. 衽のポ紀微窓Hス娘の旭氏 

の年談、 セ ・野浜 客石のテ設4- Yowwdifwgg 修 ﾡ送. 

土のや石の 王ﾡ2さ い 土 保産 . 水か経済上の 請 ﾡF用 kについマ 

な立する 森はそっ条区作用ヒよそてアルプス多くっなご酒住 

可 全性 ・ﾡな町ﾡと作って い っ .

一にビにちいていろいろなﾡ妹がﾡ々おと し 乙認ﾡされ 乙いる.

( ABo.Ax4enz ) ・

経済野

スイ スク本本かク後牧ﾡはスイス ク木材ﾡ名ﾡすつとがぞき 

dい・ スイス木ﾡﾡ入断ごある. =のク=ビは針頻樹ﾡﾡル 

用材とﾡみ*ス共ﾡ材に肉 し て そっごある ・ そに友 レ てﾡ分的に 

ごは ちる 次灰乗樹※がは多基にあま っ乙 い る . 本杯ﾡは 用オの 燃 

「によ っ 乙ﾡﾡナけられるがては本宮ﾡに旅後の大きは芸然量に 

須西 レ こいる。ﾡいﾡ林番にちかか わ らナ多 < p 登 からある木材 

利用領ご木材が全水されている二と色祭ﾡしそは Pはい ・

石ﾡ:石茨 電先の斉ﾡべﾡ大し、そのﾡ果木材※ﾡのﾡがも 

たらされ、そヒよって燃料ﾡゲ六少レ乙し名.

■ 公有休の年収裂 の 必、すはわち2。xペ がいわゆる Lat4, 

ば Piux4euyeと < ﾡ工烈 円) しし乙約ノスス人の関い にﾡ 

まﾡはﾡ リ列『会価ごﾡ供さている . そク場合 一ﾡかはい書

か ら番ﾡに行われそ佐枚 にﾡ係し乙い ろ ・ ベイ ズ と東ズイ 

ス ぞは とっパ4 は と ビわ ずか"%セ占め乙 い るセけ一すさ いが 

Buacva-unde あるH (Wak.Boz. Soゐぴ&z、Bod262L.Aadau 
やマイス 価 V プ 3スめ 说ルム ごは とox44 の ﾡ 表が大 さい・ そっ会

ごとの ﾡは じして法律ﾡﾡにﾡ件 P乙いる .

スイスの存林ク吹ﾡとﾡ入は小く変動レ 乙お ) それは木才価超に 

大きく 依有 し乙いる. 木 材細及は 始ととと 二帝任、K ら 生ア . ネ 

柄の荷格利珠力時に 生建悅 T 实市e A「らの役ﾡもﾡせﾡい 役 

太の価格は 選し< 活浜 し 、 ・木ﾡﾡﾡ で ヒ形 に求く ィチ! こい 

る . ﾡ形はﾡ以えメ別k 夕け/う あ リ 益にセま税される.

木材の不足 有利な 木羽•狗•為. 新しい桜ﾡ的手段をいて不材 

牧硬言を小さく せ . そ して 木材な校国 姫否 かァ恥芸すろ W 

ﾡ性によって. ニヘち、 森の経ﾡ府資業にさすぎ置べザ久 

るようにはった。。上< 入れさ た経ﾡ杯がﾡ谷の伊ごあぞ 

二どはﾡの余地がない。しばレ山会本は小さい 山村の財区上の 

大順枝ぞある. それによってﾡは対にと? こその王済ﾡ族立つ益 

ﾡにはっていう- そからﾡよは会方において多<く っ住係に仕

こしてイ全2得るて能性とﾡべしてい る ・

2 ﾡ泰の課ﾡ

ﾡ来ﾡ作用の区著のとめに多< ク場所ぞニニ =百求 

株々 ヒレかしセえず下 し乙い る森林っ上部ﾡ界2他持するてとが 

ぬ愛 ごある . 森林 4 な か っ ﾡ林に新レく 林す る に は将お大 き 

な資金が必要ごある。森林 試界 の 上にﾡかﾡ に 高価 は 設工 作物 

とるととはﾡ林クﾡ漢に役立ち. そして新姫林の評恐のとづかし 

在纟修武する.

ル益ﾡﾡの答のセめには多く ○森林2株の 区等ヒヒ与に立 

的K最盗の林木が要ごある. それから区会面ﾡし乙/2ズなの 

立木ﾡの不+分は. <にち部かﾡヒ以益のいﾡﾡが硬新与の大 

さ* a究2件っ ておし乙いる。し かし瘀林と 牧野刀腐圻二 9 髭 

ﾡ的せ区かば求ビやっ と初ﾡの段ﾡとXイ しそいるよラ な村が多。 

»っ 乙の中休々ﾡかマ音杯えの怒状ヒはﾡやはお多く の女公が 

ぬ愛である. ・スイス ごは katouzxkuc& ( 〜り の木のネダ伝※ 

ﾡ ﾡ t あ がり が保徒的な 曲 除ととも kかってのク り 兼痔 灯積、 再 林 

名必登としzいる。 スィスの森林の吹ﾡ可能性はﾡ年よ～io.ペペセ 

し更ﾡセられるがしかレし今ﾡでは御ぶよ Mイio.w2 が係従ﾡに収残さ

(テ)



たれそいるに=はい ・

依葉可ﾡ准の 农萇 とぱ時ヒ径きク尖初化次行はP#けれ u ラ 

ゼい, 今占・ ラ マク大セは火源存在している. xえ町村へっ 

ﾡ供 (Loッ&今)によって出々ﾡ〜。ガみ クエ業用林べなルて 

いる- 旅猛くﾡ種区今を行うことよって. 今日ごも ﾡオ2特牲 

にするそヒ によっ<平好4。%用よク比平をﾡめシるはさある, 

さいづにヒくに 山振帝2妖ﾡや条皇クょ らな母したﾡ術保 

段によっ ご条林町ﾡがでれねばば らぬ .

そ にょ2そ 林奈2 拳約名と.L とがっ てと起ﾡガの列用 がレ め 

て可能 とH ろこヒがしばし あろ .

生雇 2 "大2 ﾡに生差町性の一暦上<為用 さね は* Hは ら

い <" ば各妹※そﾡがぎす*すそ区そ斉ﾡ処炎みらﾡ4すら

, 光 そして各ﾡされろ三とよってのみ可能である。 多くつ»Wさ 

奔林法や術林橘ﾡクケど暖にはる, そ啓さ、林央芸部、株業 

*計もﾡ様にめ要である ・

とクし今 獎負儀叙の 疚答、社会内始ぐクボ大 桜い本本め務 

斉の不監っ浜刻化 Cともはいﾡﾡ書名るく させることセル不高 

• 欠ご多マ- -ﾡﾡにい っ <存杯ヒにちるﾡ働の巣約及名言める一と 

が試ろ っ そいる 援械, 匕 や合理 よ る生理性改巻は森休所有若 

■相施の能以碳纟镀証す 「 "に役立っ。多 くクご改きが線々にそ 

しそ足浜深く行われよっ・ 解式とる仁は戸町つょう にguﾡ生生楽 

ヒにちいごは. YPっ< と灰繁す る。

しかレ狙の突諾らはっペり 確区で冬引=ヒはr スィス な多2。 
ﾡﾡにもかかわ 丁教多く ? ﾡﾡ的ﾡ林ﾡ答とた お.そに隣し< 

多く刀国々少な訪阿希か為る こと」である .

スイス の森林経理

チューリッヒ大学

Kur t教投の論文

(うあ)



スイ .「土 ベ のが\ i.市町村のダさが メ小f ・ 

そ消約 . 技術ﾡ«成に ついてさにい ス いカム 内迫公新 なは 

ﾡばならないこどのﾡ断になって いろ ・ さらに「ﾡじ門 ﾡ放2 

声が超識ﾡヒ災っ た解求夕これ2 x J が目立つ. しヒが こお 

らめる専内«岐こくに旅業さ. sf去の農膚 今の状ﾡ・来求の計 

画にﾡする呑しいﾡﾡが 産ﾡ でさる. 赤が そﾡく 元2ッ2ccg) 

のぷ成の米没についても ﾡ災とﾡ殊性か示生れて いる ・ 浜本ﾡ ﾡは 

それの承町にﾡ響8及ばレた件るﾡらかにばすろ 2Yによって 

のみ正し<逃解し. 評価するつとがでさる.

遺去の 反麻 
・ 

・

ズイ ズがポの及願 こくに保杯る運のK町はﾡみな孫林折剣ﾡぼ。 

g条ﾡ生の特孫性 . 生氏の政治的センズにﾡ<依母 し乙いる.ン。 

万んののﾡ株面費のうちﾡク。% べ市町科や公天町体の 西有 c ある. 

z4ダ&-微ﾡなN ﾡﾡ にこまぎれされた送条ﾡ杯でよダるが園

#. すな○ち州ﾡ旅C火4zムwz&と である。秋打の大土地 

有 (K者を=大私ﾡボ) は全べない ・ 森林面浜の終半分然等圧.

する アルプズ地ﾡで市町ﾡ有林が クe〜 ダス上4あること 

かレばしばであり. 平郡地方( 4ぬ824L) そのなかご込 ととに 

依微約ヒ質領8渡業ば行われて いる地以では . 夕くの主そし乙 分終 

的ヒ脅長している各だ※に森林ﾡ求が遥レてちり その送撃に思す 

る来ﾡ香式の会Aがズイズﾡﾡ林の大だい分を余件ずけそいる ・ 

休ぼからズイズ8訪れるむ声者のタくは、市「町ボ有林ぶ友大なのに 

奪くがその人甕の e この市町点督林の 寒教と ﾡ※区判 断2さるく 

ﾡである ・

ズイスの町ボない レ ﾡ産ﾡﾡヒ市町料よ り とっ と 在し w係岌超

<ラク)



し じ台合台な立めを も ってじる。T可ボだその僕保と灰咲2 国系 

新ど)から剥り あてっれたのでははく . その送に. ﾡべの 

そ基ヒって. 孫上の系透からその炭々やﾡぼ2 国家に訓レ 

のである。市町ボのﾡﾡ岩ﾡ浜ﾡ表ら ず紙かいﾡ戸ﾡを秋ﾡ 

¥しくはﾡ々にし て市町木ﾡ祭会でﾡ丁る 二とてさ そ 

しそその衣利2もっている- しにがって赤杯のを営も強く人戻の 

登去によって秘客なっけろ - それでもみ < の皮解と衣ﾡが固ﾡ 

(洲 ムカルノ にゆずらnた (森林立衣)。

州 ( Kxtm ) / とくにをの公济 教によみ専n家保rばぼ後な 切 

・安けち ・ しかレ ほとん どずべての 州て可町神ば研町ボﾡな2 市 

町ﾡにヤと っ た示が督にそ営さ せるつとなﾡ苗にで= . それど二 

ろか呂染さつの各るそ岩る補浦町金てえなしそいるニとベﾡではな 

い ・ 不来の各治は「帝ﾡ不べ暦条の余杯官によるﾡ口約係後の 投 

ﾡのーマ2貞ﾡし .そして レドばレビ州政ﾡと共点Cご の系京督名 

要ぶ」そいろつ とによく表ﾡとれ乙いろ。その上う な巨条公ﾡ英 

の 孫京官 ﾡ市町料の選活な超ﾡるニヒがでさないニンはﾡ合で 

みる- /2◇〜/22 年ﾡ初めてﾡ条の株な言 が系杯そ営政ﾡ の 

条照に着寺しだ声、 牧の巨のﾡに片玄天な.旅点汝牧れ. いち 

じろしく盛伐されているﾡボ有旅があ った- 夕くの場合 . すべ 

ての所町付ﾡが おの おのﾡ家用にﾡする水ﾡな反義する叔利 を W 
有しておリ、そして どごでもﾡがﾡむ所で収後る行っ ていた,そ 

・.

のほか 市ﾡ有者活は特所で場合の ﾡ出2女する ためヒ大小の 世 

桜8行うのを常と していニ・ 当商。 森妹営差に とフ では 二 のよう 

に枚利る片らかの方去で制ﾡする 可能性 は 全然 ね V . その干 雷は 

ﾡだ/つ • いくらか秩ﾡけらた強のな格ﾡしペただけであ。 

た - オ/ のご受ﾡ遼は客どぶ地のﾡ地旅で才る0ﾡ災な裸癌 

がﾡに及株されて いろ汝火林の水の精種Cあ った ・ その次よ 

と に枝孫ぎれ が歌名林は今日の Mytw-ctイex 乙ドじェう に不斉 

テ 型2系していたはず 乙ある ・ 当ﾡ塚N約ヒ区て左しく ﾡわれ た 

「み承うけられた似西炎ﾡポコ の*入にし て市町ボはﾡﾡﾡ 

(マフ

ﾡ否するﾡ食& とった・ 承湖的5ご式ﾡへと いラ 処舌は従示音 

通上素活上*ぬされて いにものとあ "に いと< か ビ a:れ こ 

おり. 表林のﾡ司は非常に女控「さたのでヘ々 ばそれそﾡ入し 

よっうとぼわtハった- 口4バ地から正しいと題つれた 堂公よ ・)

もっ と西ﾡCあっ たのは系ﾡ不奈のや入であ? と -

ノs$e年 の 林衆 会後で平分去 の受用2今後レた SeecAdeez 
ば彼合ﾡの#ﾡかﾡ「われわれは全 <ﾡ単きまさ承 っ乙お. 

いま米された方法はあんま ・沿継さ2 し . はたたンえその力 

※が白くから行りれている方表であるにしても『よいざ という駅 

証はどつにも行フれていない」といわれどろるべがかっモ 

それにべて「なんらかの方まで尽査 (Krxuo2&c)と者 

(&fs,cAt) な低受であり ・また区ﾡであろ-といろ二とぶ 

我瀬とれだ •詞じょう ぼ寒判乏ム&壁” 占ﾡ約で添療を延 

のガ法の姿雨について/F*24にだ呑し乙いE- しかし当貯 

床次の 麻确•後廨 の 手茏疗とが ・ 密口的に 考えて 丘 し 6生林 と なれ 

にﾡ活したﾡ旅名種の炎行ヒに対ス大さぶ降部であっち ・にとえ・ 

乙の後まチさすみくの野内が桜入され等士にしても ・ つねにま 

すま大さはﾡ命は . まずオー とﾡな・ 治•山.. 預 銀に おかれ •源 

素王獲のため。 そ浜ばﾡ小ぼﾡにﾡﾡさn さ22得なか 7た-取. 

矛京構は*オに区ﾡされたけ euそヒに レヒか ・ こ占東ﾡ林ボ 

がﾡ求されﾡわけではは< . 町料で本物に広承とれと炎ﾡの". 

:方とあまり ﾡらなかっビ。令4旅の賞型がられた 2とは萩 

ﾡ締そるっヒ。孫粹の六節分 R 京交杯で不介副 । 二體変してお')、 

のるKは一新旅そあり. あるﾡさ夕徴林であり. ある降は同ぐ添 

で、ある 唐は 更倉弑 を . フ塚にﾡせ済えにり 不ド除だ?ヒ " し上- 

ニoょラ ほ*下 c/ 炭はらずほかの方逃を夕 っ た各延ﾡ③択死 

招城. 回. 状獲. 寃整が 着をられに。数杯の今呼で以子:®4イ 

8y. み.c&y. gwwe, 8ceutae〜 の延食は比歌約 

¥<共s名付ヒ ・ 函ほやぷ低がには栄未の因からのﾡ政口が 

ﾡられヒ. 同々-ﾡ旅型の退音.源分ﾡ冬・ ﾡ体放蒸感急、ﾡ広

(ァ



ﾡ税急 ・ 最ﾡ欲督ずけ概ﾡの放系に よっ乙・ すそに者費ま で正 

レくﾡえBか っ た系林そ延法の移放がﾡﾡﾡにな っと. zの 

み杯経ﾡ方※は たんヒ杯ヒく らべて . 「デっ とﾡ坂ヒ宮 

ぐ各称林官に工 2て番ﾡ=. 登ﾡ= 得る J ビいラ 

ﾡさかラ もっと ﾡﾡ長く =E。その白貞約力 

去はたとえスイ ズの森におけるそれのﾡ用が/つの桜側である 

にレ乙も • 裕既してくる au&u& 一アル必セ の 立法ヒ 対 し 

< ・ ﾡ時の岩各G術旅象によ? て忍ばリ る< • #きさ .そして 

その後が浜ヴした・ しかしぜﾡﾡの系ホ区、y乙に市ﾡ料念影 

の源林脅の同じほ新•しひ . ﾡ単な理念にﾡする多入へ準府がいた 

る とつろ2行われていだ・ 2の岩寿は/ケアア年に, Sc&- 

3e2acct 3ど2cんC f どん ﾡv2な〜cet "にﾡのにﾡ 

数ずけての べどれて いる ・「最ﾡ去が浜ﾡすナれビ. それにx。< 

ズイ 不の旅衆は大さく前塗を符ろ二にでろう ・ ﾡ求②京糸ﾡボ 

示ャ 及と それによってﾡすゅらた以ﾡ烈 Z o #のヒ おける 

ダ々徴店づけは法ﾡ0方の届くビけてこ じんまり とわ こuる. 

合占定去によってそれき行って ひろ所はすぐ攻え上げられろほど 

ケい- 一舌でなえばそ挙る運 CK著差 : ﾡ茶柔ﾡ意 ) は全然書 

化してでい・ そにもかかわらず・ タくのﾡ系ﾡで努ガの倍帝出 

目乙の商に地にっいて行っnて いる- 徒亲 0 淼林施索 7 方法y そ 

れによ ?て愛本ごれたﾡﾡにも欠ﾡがないだろう か ? 係素の。 よ 

ラ な生差都口は国氏の 一絡修ﾡる符る 乙こをﾡすべ=である」

422&乙 8ce42d の方法はそのﾡがあらわれその勝細 

の確能は 止められなかっ 圧。ととにKcc&ce がズイス連邦 

エ科大 ﾡ で 3w124イ 8cae2ez の法& じか ら 係在 し た後 

pc2e&ey の方本の許利がﾡいた.

ズイズでビﾡ林ﾡ系孝ﾡ属はWの仕幸乙ある ・ /クク2年の 

スイ スﾡ森が去は州C着して公有ﾡに州のﾡなﾡ茶不長定ヒレ 

だが? <糸旅系柔さ任て景秒区ﾡ してじる。WヒはWが絶々し 

た九業条擬だにっムて変ﾡ会教の林を俊ける支務がある _ 

「Wは二のﾡ素柔ﾡﾡのﾡ令名ﾡﾡﾡいぞれ8かった し・ た頭 

ら かヒその授直&非杵忆 悪ﾡ系く行Cわれ たとラニと ・ 

「今ビてもまだかつらずしもナへてのか業未返洋2: 、 こ ビ 

いでい ( そしてそれ ヒも かかわらデほとん ど すへて の公 か 

策栄5 術 之ている ) という 筆実 を飪梃 搭 て て いる ・ 型添ぶ云 

の恐点戒疑は各Wのたボ系抵えの悦一をﾡし こいる • 示が 

ﾡ将税央によば ニのために達ﾡ会送は「 さつだけ6→ﾡぶ 

ﾡ糸ﾡ定でﾡるために"州 CKazt ) と の系解を っけそ はず 

であ2控・ しかし最初の「州 菽亦澈―条廛定. の 修成 ।二 貝 する 万楽 

春 がノタ/夕年に点ぶ さnれてﾡ烈これにかそれをも僕ォ Eかっ 

と. その後・ 従系行わ九て=た浜杯施ボ栄記デの鋭一のためのあ 

らゅる秀ガば「系がﾡ球絡政長ﾡの逃コ a 西るために止さ 

ヒ・ その/ 8条の才ﾡ昭ﾡ法ご告貞ﾡ素ﾡﾡﾡのげの辛 

Kな4断であ"たが・ 照坦去 の 理足がひろいろな卄I ご宏^どれ 」 

cれによって ・ すビら しくﾡべﾡな甚ﾡの上ヒﾡ占感きにもと ず・ 

く検一が行われ ている ・

. 古ﾡﾡSﾡそ覆との斗いにはいろいろ8ﾡ義か件 っ ﾡがその・ 

西ﾡはﾡいなニどにﾡ本ﾡ体には不ﾡ s参ﾡさ年えびかっと - 

赤み区達 は 不売夕 c 団は ﾡわ しい4の で あったにもかかとァず 

rと2に許枚が必要だ」と いう 二 こはﾡめられた ・ 孫げ済枚され 

そして tやみに利用 cれて いた伝林のﾡ炭ﾡ呂に も 銀舞 され だ。 

しﾡがってかで" ○係じを行う こ とに 化験為早く 疚功 レ 岩 - 費 

の入によっ Cニのそ振はも っとﾡﾡとれた - なぜなら ばﾡ 

と運都ﾡ判折がいわゆるあぶﾡの以どやめ=せたか である ・ 

斷枝 乙徳城へ の ﾡ許に g合 z 資導 レE 条ざ役渡救が 年 截れ 您必运 

教約役ﾡNヒひちじるしく敵ﾡした ・ 今くの町A州ご客意が 

さいさん グ 今戸に 2倍になクた・
二のような及ﾡは . もしﾡ時に-桜がる凄状だが示かの 再式に 

海利にK用しSか〜ためしたならば. どんな獄林抵ガ•求、 としゴ 

林系油祭. どん政ﾡ金去るﾡいてもﾡせられなかっﾡ。 デ

() (%



/あられることは交ﾡの発差がﾡ炭のﾡ入を客ﾡに しﾡ・そ 

してそれべﾡﾡの置受さ着レくケくレﾡ. (次各注 ﾡ杯の希委 ' 

がすくさり ﾡﾡ失給のための狂が付めれでくなった. その組 I 
栗 • 窗叔が•可縮! ニ おっと- それに上 っ てﾡ表か志菜レた ・:ョ- 

ロ ッ パe は卜"ヒ やﾡ材ヒﾡわ れ る)

合占主委ﾡそ若変ﾡさ次。 ﾡ八委客や工求る営のぶ立々ﾡ失名

4し • つおに祭約な人言受務名欠塗した - 呉業へごは巡にﾡ I
・) • ﾡ業る必表術も化レた。ﾡ地のな牧ばさ丁ますその登2 

っていだ・そして二れが森杯の改ﾡる拒ﾡに琴務に し.そして 

タくの対で ば杯ﾡﾡ女のﾡ止が系京。 瑟良/ゆ じめて ざ絶ヒ した. 

函氏と宮六の自占 史務思還は 瓶い 回 欽的な 中火 景族 の 成立 c=w 
たげた - したがってわれわの回区優ﾡば一炭もﾡﾡとれなかっ 

た・ ズイズはプアウクルミー く包合ﾡ受の函氏経※) ﾡ途名今日 

はで知らずに示ている ・ ﾡ由主委ﾡ米政災と淡政采 ゲ 国 内 

生産 受を上まわる不本ﾡ受を頼入によ っ 乙おざ度う 二*な可伯に 

とﾡ・有 时 を投的な玄 度 度 「ﾡ永にあらゆる深※を(結なっ と 

も不町定なつとも)図りあてる といラエラなニといげた。そ 

のために台町の規神ば「ﾡ知片ﾡ区町維S州研西ボに. ﾡ契工 

ぽ • 麻京施奈ﾡ償友 ・ 区啓 =らヒ はﾡ可約区 o 産帰 ま で ﾡ町 

を 保 証する」といろつとによ っそ恒織ﾡな跡&2行ろつzさﾡ 

・た. そnによクる参杯相ﾡ氏杯不を通べれて*』によって普用を受すると"うようをこと 

cuずヒヌ<事やき EK止工や生な* な道微や茶当なばそのほかの 

多くのものな ﾡ行す る二とが でぎだ - ちろイ ニ の 加町 はr有夕 

自ﾡもひくらかみきうける。のだけヒﾡえらnた。ﾡしレない 

若にﾡを行う二どは済されていない

これらの茶件によっ て 番複の 氯委屋 态火が 装 し<ﾡ跡にされた. 

深地に立不が生え・杯内の4孔麻はメオにみさがり .ﾡケﾡ似ﾡ 

によっ て生じたﾡﾡがズイ ズから ますなす姿 を 尚 レヒ. 繚媚 無 急、 

4系に対する段盗 . よい麻示の生え台ﾡﾡへの好力が全ﾡのが示 

ﾡ「冷 交支部し. その一方、委済ﾡ考ﾡ . す点わち水ﾡﾡ所ﾡは

ﾡのﾡ いﾡ任にガっ だ：. 二のザゾりて 同 じてある-

今日状 /

歟直去た は 源 林の 生船 企ﾡ名堀の 領りかえしにィ てKﾡ に 会 

紫 ナる というボ 選 が 携 礎 に 徒 って ひ 石. しムってこは玉 唉的 六 

混大 生食ま則の 劇 ナ をか け て前送にそのを运な虑崗 するの は さ 

い。しﾡがって生のﾡい手すなわちホが ﾡ倍され た旅 ovこ 

ヒ長させられろ意区がない。ほかの多くの 森ﾡるﾡ法とは天対に 

殿査央は時脳釣秋ﾡけもﾡ所約秩なずけ ﾡ足 し ない . Piﾡに独 

杯的千海の 裡 演 . ﾡぐ「さ. 時点 なみのﾡ永素区ﾡﾡﾡえにあほ 

・ さっ< さﾡびつげ位い ・

ﾡﾡ法は単に「ﾡ去の 件 のもヒにﾡ生し たこの だける確認し 

」っ zる。ﾡ狂送はそれをﾡ尚ﾡる o をにか ら 典蟬 すム ニン名 

みる. そのためヒに戸知のように一ﾡの ﾡ以上のﾡ話貞そさ っ不e 
金加密木温ペ物定す石 ・ 測定どれだ木ほ輪氏で剑 クセ戒豊に緑をつ 

ける. ぷﾡされる水は二の上 ラな方去そ到さ • &戦=れ ・ そし 

て後ヒ行めれるオ2関ﾡの立不西互の終. ﾡしく.用胡ﾡそ選ﾡ下 

Kﾡ以上ヒﾡレた水はﾡ額としてﾡ査されろ。ﾡをとﾡ活断種徴の 

声とは. え目のシ不新査の断ﾡ積から必易に進断太のM町税 ・.生浜 

a々の断前桜を次解2さ2 xう な岡ﾡなﾡ係がある - 函ﾡなのはが 

秋 の 犹磬で ある •.なん どなド者レい表なこ して 関複を密 越せ 根ば 

はら広い»ら . しかレ不のﾡる乙 ﾡ移のヒは <とも 推許ﾡ ボ感 

がる。そのK係はがぶではﾡに系透であり. いいかえ九ば声 

じ直もこっ切 •に風に旗■齒. しとがって同じﾡ武感今殺るれる。二の 

感ﾡか隊炎浜は照資されるそﾡ性位 . あみいは- の 系な領坂に 

対して互をと研受のど係といわゆる T4 rif (を型忍)にﾡえす2.
われれは「ﾡﾡ約なﾡにっい てけ不消産に ぼる 二 とがある y 

いう著だ2よく知っている しかしわれわれのﾡ心は対的盤. す

<) (4う



わち 税区化 ・ 生長番 ﾡ商不にある ・式喫をﾡから T その万 

去による不るﾡのﾡは緊極されろ杯の 面ﾡが 5&&以上で受ﾡ 

ﾡ岡が生率にﾡじて4〜/ 年以上の肉ヒ は 幣に小さ<a ・ 
ない レビ 全< 全に関係な<な2二と」な知っれて じる 羽ﾡ絶求 

そ用いてﾡ投のﾡ派ﾡ千渉の合巨ﾡ性2判許し. 将示の遺ﾡの愛状 

名 活に し • 米の欠 覧の 彩郷と 質償る こ と がで さろ. そのﾡ米目 

的数足 と計画 はかる ・) 森林施兼条就成 ヒ よ っ cﾡさ2 . 目常後 

※とずﾡ由 そ客※行者に上 って 測樹ﾡボ* .こ2ヒ 地杯ﾡ場置にも 

とずいてﾡに そ保 とる。後スカムスム,&“必シ . んx2cん2 
そのクﾡの治合によビつにﾡ量表の艦冬のずヒ-迫のﾡ係ﾡ水系 

強 すれかちははが含まれこし、石,「二の茶独にWﾡして騒型ま 

の歯 橘方夫が とくに漫 レたもの として哭証これて いる ニンは強部 

生受ば亡うなじ・ それによって森林意兼ポ編成の 目的. すなめち※ 

発的合型がによって生定ﾡ2差疑し、さいごには桜だされとそ巻 
見役のﾡ泳にちじて差そ翌2ﾡ挙ナる二とが選た2れる . ほかの

新雅とのべ係においてﾡ翼ﾡﾡ米はずっと解ﾡしﾡし. なﾡﾡ査 

d先的そ験終補てﾡ刀※をﾡじずには生産る低ぶﾡ級された 

い。 ・

そに上って接受なべ とのaかo業求を愛ヶ表とおる」うと 

ﾡ2秋殊が告復をもっ危段か大きい- 2の幸炎営文をなﾡ査式 

ゲじろじろ登ツや森本各ぼで弊に司ﾡ倍にしか永ﾡと4なかつ 

た大三差てあった ・

スイスの蒸求慮ﾡ系営式の受媒はっざのよう とA歳*られる. 

3144-8-cceecず •の慈咏における絶君妁な懸直点と校底松 

a暦 に * に学に ルe*-L夕v2 州と .軽 かのlの-. =の ニ;く わず 

かの就然雷娼商や城城で発行どれてし、るピヶであ4. ②-は麻不 

2ず同行不ﾡ受刃だし又ﾡにとし 各宮な品で 

2つ「受し示て ごるう 安豆御 ﾡぶ存と し乙いる。そ 

ニでば广を支主三セシボ ガダ•岩ほ笈ホヤ在厶年丘し 乙 じるが数の型 

ﾡに大きさ和全ハ Iくき占さこれといる。ﾡ型

ンスク

ﾡにもきヒ ・収削それた不ﾡがﾡ戸のにだ じてにﾡ将さ 

ﾡﾡてさnれ、ﾡをさるように配盗されていろ ・ ニのよう ビボ系 

て そ営呑が袋のﾡなﾡ干歩と否夜委生べそは裂ムのさゞさばﾡ 

にレて. 各ﾡの班で 係統的にてさるか三! 六のﾡ殻そ係丁 

るようは ﾡが名 盗求する ニこでさろ- 二の 町堤の とで-占と 

方法の合gﾡ座はﾡﾡに大さい- 止C2得ないﾡ近が医には今百 

をrﾡしく大さい」と者盗されたﾡ所は ど二北でいのに介ﾡの 

学各登はﾡ しく大さい とくりかえし ﾡ表し てじろ・ 漫及浜番" 

後継進茵区全尿的に調运ぎれふだけと はなく ・ 「がﾡ千夢の用 

の みなら ず祭じﾡﾡきてもﾡらにﾡめる二とがで=るほど王ﾡに ・

全ての ﾡ本後とﾡるﾡについてﾡﾡされる ・

丸 し . ま来のかわ に※ﾡﾡな絡名と し て新丁 でぞ素丁るロこ 

於意的な敗短近会をと •沢伐作式wをお ニなって ひろW の数ゴ まっ 

<着しく期ﾡしている- z<ヒ山 猛地ギの 州 ばほとんご4なくそ 

のに数え入npてボ2べきとpろ ・ しかし夜名ﾡら"く のだ派 

で ※原断枚ﾡ枚" 問在状の解係の西ﾡよつと"ﾡ量な 系が 労 加 に ﾡ 

本る理解のベ係"森旅の前がﾡなわれていない二と など多と の し 

のがﾡ係約分なの経型は奨興で不 悠 仁 レ てい る e が界にはだﾡは 

眞新べ行われてﾡらず そのにめにK殺さたぼホの 然能巻が yじ 

かめる占慮係されていない. そによ ク て 愛域ﾡはぶぶ旅受が

ﾡじらnていぼい .3な分はyム どもﾡ地ﾡに一有な型へ巡づヨ 2 
っある感点がみられると二ろがﾡではがい ・ ニっいう ところ 

C生麻G不ﾡ各ﾡﾡﾡズ費ﾡど2新時ﾡ圧鞭授ﾡに よってﾡ町じ先 

後約!二通嵬之れ て しる • しかしその證 &沢 際)二 消すS超患3' 受常 

が渕 樹だけかろ あなすと こ ろ にく 及 みと らろ- というニと受奈じ 

<いる. こ二e は株g と 表め»n とﾡ準条べ武 と 政義W"が ご S賞 

数イけてじろ - そのぎﾡはヶ<ヒも当の簡さ「感統ﾡにでさや" 

ざリ 猿. 犬. の権盛生座」xotr 保総绚お維将」にある 。

Vocgneov , w&zcex ・ルu2.〜 の ﾡ確のﾡ教の き ヴ じろビ 

うてま秒像2示すﾡなのずヒ 2 4にﾡ版来 (F2c&c&L4g8c2cc2)

(S)



の桜術がある- 2れﾡの欺にはﾡ去の砕状ﾡ業. 午ﾡ系・ 寄底 

ね糸の非ﾡにﾡ係かつﾡ#に係ﾡ的なﾡﾡがﾡられる ・ とくに外国 

への訪ﾡ春には ニれらの ﾡ区た いレヒ ニとバ台 い乙 ﾡ 乙いろ- 

とにかくい ろいろ G森がを啓で すそにﾡに受新しﾡﾡ令ﾡ夕 と 百 

時に ・ タれすはかﾡ2一否状型2壮々杯(Sて24c/-4 

BdxwuA54yz ) のかなりの面 殺がﾡをしている ・まさにニっさ 

っなスイスにおけﾡも い生長地塚でる終の ﾡ約=が Fﾡに 大さく 

ﾡっそいる 二 とは奇氏に及だられる・ r非ﾡに年ﾡし た形認 の ﾡ 

にもとずー < 移種されてじる表ﾡﾡ奈不管ﾡ」ともヒr株示ﾡ 

校がべﾡわれた形京がﾡど みられでい よ う なを巻」z 客滅ヒみっ 

る 二 とがで さる ・ニのよう な状えドWづンに . またならず市 町 

w•ごとに発って光後レた底称の盛制极牌と春林に沛する矢持の相芸 

によ ってなﾡに紙件ずけ られてひる - 救着ﾡﾡ来や画以ぬﾡはﾡ林 

で業する労ﾡコ の桜入 乙結丁に対ナろ 受求が部じ . 戒ﾡﾡ起業 

質及泡は状枚よ 川lもいちじるしく »祭ぐ約で ある . したが っ て 

不行 な祖徴ﾡﾡ長。1 Yにまさに不ﾡヶな肉が及立する 二とが 

曜解 さ2 - ダとの場所で rが統的にで= るか全り) 受大の価ﾡ生産」 

原区ﾡとれていろ こ ヒがやる ・ ニれは「系林を理ヒ 一一 われわ 

しの夢谷に なし て -状似がﾡ以ほど天さ ﾡ味がﾡえ られていな 

ひっ」 という琴ﾡにもﾡ 西 している ・ ﾡ幣にしばレT筒す化=れ 

た緊査法- で 著ﾡ ハ とされて いろ - 筒ﾡにされたﾡ査去込ﾡの 

ﾡ続ﾡな遅とﾡﾡの 余逃のない生ﾡﾡ算名ﾡ楽し てじる ・ 佐々 

ヒ レ 乙各ﾡﾡぞ / つ / っﾡﾡにﾡベ選売せずに時別なﾡ令称方が 

7 ﾡべ測ﾡする ための千常ホ とレて 注別されて いたリするような 

<としある。二のう はる廷ざた析から は番教とﾡに対レ て

い ※料だけ し かﾡ供て=でい - 二のェラ な 久陥乐族, 帳的住 施 注 と 

妤ガ され之べき孫ﾡ状ﾡのﾡ危約が公えによ っ て質さかえれ てい 

る- このよろ 玄正洛 とが 定 を な森坏至理じいろ い a 水判 之れ る ・

Cev4udgxと はその」う を営を袋な的に「は っ た < 很依 の 上、 

い疑画、祭がﾡ必休突行で そこには佐々にして一ﾡのﾡ区が 

(4あ) 

ほとんどめられにい- と性なづけ・新しい正かへのず力 么修刊 

した . パe.dは「L ゴしド/フのポ型いh 小にそﾡし 答ﾡ 

あaり にn しぱし げー走 の = とずいて 作ム1 そ労画か子 

必笑な百 詳を春 レ c 甘 し、启が 理 盒に 生 しく タj の市ﾡのﾡ手の ため 

のﾡ表がすはくそによ っ て撃ニ ど乙ﾡきしていろよう 系ぶ 

定ポ来」をﾡ見レてい2 -

っれつKﾡして rそダきが丁っ こﾡか ら 労 r桜入 の たえ ざる 改 

ﾡと感査ﾡﾡ料チグ ニッ グの織意伯せ用によ っ てﾡ雑で天ﾡ丁る 

二こに祭し乙いるよう ないちじるしくみくの 系ぶ客理ぶ ぶ惑」 

ヒﾡ及しでいつ ごﾡ可でなじ ・ ニのようなとニろでは 生浜整 ・ と 

<ヒﾡをﾡあた り)の直を生長を用い てﾡ 炎ﾡ干ﾡのﾡ求がﾡギされ 

ることが知られていと・さらに声示不長. 愛 寂 生浜ﾡか係術株や 

ﾡべめ* ヒ風及がに おいてもたる町 欠 でお ぼ た駅のゲわ 

・ 口がﾡﾡやそ営ﾡ行がしばし ばな条される ニと北知 ら こいた・

の」ラ ご郷約なそでは低ﾡな係証する ために航空客兵 ・ 圣能種. 

そのぼかの学くのものぶﾡわれていﾡ ・

経本ﾡに継ﾡしてﾡ天えない 二とはっぎのことである・

Tべての公有茶の系ﾡるﾡは長産法の性区合ﾡ後2し っていろが 

題々についてみるこその。ﾡ性はかならずしも す そので&フ 

よこれているわけでははい・ その蛍ﾡuそれほど夕ﾡごり ぐ 

だる桜紙ﾡ行しきたそれほど夕就であ々 ・ ヒとえば負王随に して 

也 z とwし活が「の %のと クcwt 括•約 のものこ sav ﾡぐのものど べ行 

pて合)、術ﾡヒ しか範 蚤砌 趁 を しにいと 二みがある ・ ぎさ 

年 夕 2 aaf ( そ型根 )/"(K &xt一t ) の全球に盗問とれ 

ている込の乙多救のにわたって-伯に盗河とハているもつとか 

なりい地 数約 c統一 / < R2多2ペ2 &2.t ScnAc2こw?ダ) 

とかはIﾡ い地搬に わたる話ばﾡ& テみ ( 火eAcz&u^e〜e1ス 24) 

2が在系アス26 C2&イec4ntgdcetoctス2i • とがあ々 ・

モ ルク Cを弾長うはあろ許はﾡﾡ黒にわけてKシれ あラる 

は業済、なﾡﾡﾡにわけてﾡられ . またある声せﾡ然ﾡﾡでフ

(ク



すに全 ﾡﾡ乙 まとめて正られている～ した がっ てそれらの ン、を 

型君)を受っ ﾡ新坪谷ﾡは係件つさでしかﾡでない . しハレその 

工うSﾡはﾡずしも ど受 ではない。なんンなればわ れフ ハ ば 林 ﾡ 

釣で大画 ・御差) cﾡないから. 奈な汗相者さ牧の赤法と係俊 

ﾡにそさし . 者べとﾡけるかぎ においこ . 彼ば音占にそのつどの 

を済状後や浜に盗合して送炎えない ・ 系杯施不条のあ米がﾡ接御 

ヒ 税金と 1)て に灰 っれる のでははい- 単に 「 統計2 とろ ため 

乙いう理占から w ・そ理表> やﾡを商ﾡそ役をﾡー レようと 

差し好えないだろう -

全スイズの ﾡにシナ る 一 波想、な 作 るご «一化 そレは<て し 

年であり. そラじう 質料に ﾡしてはそれにも かか らずズイ ズの 

愛求は愛くない ・

とにか< 全ス4 スの系の <en系ﾡ常業未名ﾡあされてお) 

を 二 て/锲 万 本のﾡ不 の商ﾡ査をが測ら て いるはず であ

ること2たれてならなじ ・ しかもこハら のホ林のギケ以上ム会 

地ﾡにあることそ考える乙二れは芸がﾡ故に復する出だと誕めは 

ければなら おい - 変 の 。メは非生ﾡﾡ公体安林盗の覆じ てなじ係 

え本*新数旅地" ・ ﾡ及にぐ行化さた挨家用ﾡでめる . いさ戒然 

に列をしたよっ な京ﾡの森ﾡ有者ﾡがT微等の赤ﾡヒ っいて北両 

じよう に孫旅ﾡ業素を用意しよ う - と盗い*未に沢意する とは考え 

られはい^ ・ ズイ スにある量受は孫京→ﾡ素祭を次ﾡﾡ契 ﾡにお 

い て全切及されっく してお). し、 オ ヤ冠格来根定 の そびに 我 すま 

アみくの共味ある 料バそ送にﾡ係される ご主表して塗し女えない. 

今日 丁でにﾡじﾡ本償以ヒ ～e目旨 のﾡ業崇ﾡﾡが行なわ 

ているとニ クし す なくな い______________________________

(ﾡ) 休的を大ﾡ 函土ﾡ、地坂動ヒいったようを 

現ﾡみ杯英ﾡ

(と8)

# 求のは Y お し

尽査法が*系し た スィ の称がそﾡﾡ とし つベさハ た . 1ニ 

炭いの条比がない。ほかの丁ハ ずめか; みて 日利 あさ 

が木どれヒと して ー われわれ は愛 初を証•開 どれ ヒ万球を 管えA 、 ラ 

gつとはないだろ ・ そのほか . 外ﾡごはぜ同 にげL こ キ、淡. 

と般倉か与えられ こいろ-ﾡ査去ではﾡ用の大さﾡべ班光さす 

るめ着の授名である ﾡﾡ去以り去Cは ・それがげ貴と炎 

イヤ初兼衆鑰載言の 報酬である ・しレ. ズイズ c書通行はわハ こ → 

る よ 彳 に、紋人 や 於 茶系備放者 o a 赤ぶ西ボ 当とえ全に A ﾡ =

れビ、殿査送の立ﾡは全然不利 にならない- 隊皇送の 4杵に対「丁 

る ノ フの水食ﾡﾡﾡ歯がだﾡきﾡ経ぶに等任し こていゃ。

K枚のこいに各ﾡのﾡ水2どらず効定する ニンは ・ 子いか ら未 

修に各ﾡがあってじﾡちの大さい赤が送にﾡ制を恐制し・ 渋る樹 

ホ。 集団 に 対ザる 理からﾡ係への 注なに導いた・ 無意潔のうラ ラに 

収はを政やがﾡよ り“ 燃水 と 生物毋 にっしヽ こダくおえるニとそ学ん 

でいる- そのほか. 介項づこの放果は表に r奉吹に目す < ニこと 

ダの処妥名桜ぬ"ﾡﾡにし ﾡﾡﾡﾡ々らぜない ニと 2w校 

づけた . いかに夕くの生長なﾡ示 といかに夕くのﾡﾡのﾡけが 

本分Kる生長の緊査Kによ～ てﾡﾡに百えされた及ﾡぶ類 ②剣代 

からﾡい出されているつごよ い かに しばしば兵音法によ っこド 

じめて合百有ﾡに婆がが千ラの評ﾡし と ﾡ示ど非合区約ﾡはﾡが的 

ジ ﾡのきが昭 らかヒされとつこ 工' いかに 尽ﾡ汝が赤がﾡ か P 

「宗卒に PZ 愚側、 掛験橘 Jのかpり ヒﾡa ﾡ判的 な横. 乙 する 

を移君に 君 し こ不可欠の用具」を作る のに塞•レ こいろこ と上 / ニの 

或座と目的熱 定から - 将来の展厳 と負わ しし、補足か判断と れろ -

&u&.uみut は「休不番試ごﾡ不生浜獲の大ご =機芝 

話gは系麻の全係のと産撃米2を全に利用 レ ラ とすれば ずる ほ ど 

4 寸ま す緒会に 分席 しゼければならうなひ-とい?そいる。 それによっ 

て臻正疾の鏡成養家の 必要饪か里林の ﾡから ﾡ加と ていろ -

<4み



細目にわっ 分才の多くのう性すそに知っれてお. ただ単 

にその戻 さﾡっている • ﾡ乙えは曲ﾡ不数曲係 ・ 宣そ ﾡ列査委式 

不そ. 進路河(商ﾡ) 片たこえそつ長ﾡロ逆み上のやﾡが 

みき虫されﾡ乙にして 年々 に しごだその烈用が十行てはない - 

戸求に名示め 普武両係生浜点係の子釈のッくの 可能准がテ 所さへ 

ていないのは不当である- それど同ﾡにﾡ左の方法の改ﾡ宿病こ 

れる .

"4ー ダピどeン は「ﾡ生の君がF /2の営は浜すざ

てそ者にる及ラれたﾡケの生長給片の 活ﾡ名シく していろ- とい? 

ている 二とがちェ - と不活 教にぼわれる か 込 しれない」といってい 

る ,殺片 しヒがって力 表叔術的なほ肝にをきしロがら . 各々0が行 

②が行有互ﾡはﾡﾡ係ヒに 3 〜と年ごとに孫ﾡ査さ行ろ つ名考え 

ていろ・ そ しそ生浜の よじ杯行ばﾡﾡ片合ぎ ﾡ生長のわろいﾡ分は 

浜ﾡﾡ に 殿査され得2 ・ それに ・っそ 時ﾡﾡに免< ﾡ平ずけらn 

ヒ余者で夫報の少いそ レそっにおﾡ済的に作用るるき園液 

は消え浜、そレてたえず維ﾡ約な認ﾡ的でﾡる緊皇と求告がるﾡ 

になろ- 敵ﾡのさかはい函ﾡ竹なポﾡ卓以ﾡへの将求と . いっそ 

のっと後ごに不逐にに ﾡﾡ化と必旅者司消え去 ～ てﾡ2べさ 

であ2。 ペ.+4-子a才も差委浜に対する紙な報告ﾡわ 

しいどるえたがしパしﾡは「ﾡいﾡAでUG< rさい ﾡ終*広」 

にﾡする生塞そ透2や迷した ・ 西夕称ではﾡべ休のエ ラ に谷休ﾡ 

灯ﾡ約は極統ﾡﾡ会 示して白い おいのでき分の 声 . 休狂より小さい 

汽 型約台 林 行 準位 2ﾡ細が番彦行 竹と 双稼分赤 の ため に 区 行け する

受ある ・ ニのよう □単位では当2向ﾡ所約な教麻地の テ 

<その戸係が色死とれとぜならぬ。いままて塗究されていとよ7は 

が承絶店と と 义 匕拓 しいメレ クマールの ﾡﾡがますきす鑑受である- 

ノに 生ﾡされえびﾡとﾡがﾡ最で ある・ つのメルクマール2ﾡ史 

こ 死する番徴と汗表の浜示にﾡし乙は緊いがなし. それにﾡし 

てべﾡGサン プ「リング 皇去小感ﾡ表少き <ﾡ証これたﾡ林価 

帝査2合番ﾡかに補ﾡナるニとが てさるてらばスイ ス。 税ﾡは 系 

高の 生※婚表のﾡ桜る得ろ つの新しいテﾡとﾡことはお ハ い

殺 圻 にし しっこ よ うにィ スゅ生 さ占多茶性とﾡ京性系る運 

の城の求そ 乙 特ﾡづけて ひる そのためヒ 今く。 おく れ た 冰 

国名 M 疚 って はし、る虑 Q あ るか他方 に 前阳 各料 にも氏ﾡが な い - 

したがってスイ ズの赤ﾡﾡﾡの*示 の○ﾡm2 ﾡ官 2しって 予環 ろ 

ニンはでさない .

( 印やこ, 進1 不研ﾡ : とx2cパddZ〜-au

(S2> (S)
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A

エ 欽膚的規定

/子22年4月23目の 州系本表才 N, 条によ ・. ※牧本ぞ 今む 

公有不 Cﾡ有來: 市圻科慈 杯 • 帝町有烈、法へ有 領合有然 ・ 修 

※ﾡ有杯 ・ なラびに公共官汗によっ <ﾡ運されて じろすべての系本) 

は尿佐各にそきされなればなら はい。

その以、後はそき団によzてﾡ制される- そ営計回○数にレ 

< 区Kそﾡ者は今琴官の 保々によ'っ ざの そ営計画 ﾡえ aﾡ令する.

オ/茶 ﾡが池示楽ﾡ炭は以下の城来の点ﾡにおいて州いﾡﾡに然 

区する,

オ2条 奈杯有の 番ﾡが /。 みン下 ②場合にはそ必画の 作 高 

はﾡわおくて よい- ・ 

私有成どの株ﾡ有者が牧の赤孫に対し て そ営ﾡで 

成し 談可を行といとュう 癖. 二の置もつのﾡ支にもとず 

いてる。 ・

その画が州参薬区のご区2受けたのち、を仍—沂有着 

はその画上にﾡ京される。そのそﾡ画の霊用1口がを 

した後、そき計名ﾡらレて昇び話可る多ける二 とは そ の 

系ﾡ江有着のﾡ由とする。 ・

オ3余 空冷計画の 施成 と成百出

a) 西有旅ては各表ﾡが系ﾡによ っ て行でP ・
ら ) 六 察年の あ 麻皆差 人 さ産っていろ研町科有除と表く 有株 

ではその大ぎﾡの系茶修運へによ っ て行なわれ

c) それの赤林ではﾡ株系区、Wの森け役。大幹2年 

兼して 当表ﾡﾡな し ﾡﾡ床校府 .ぬ外ﾡに容大学生生に

( ﾡ /> ビにニって行われる。

しへZ場合に生老さﾡのみに ごぶ長 ﾡ性こ行

オ4条 回有がの名芝汁ﾡはケくピも3河たり. そのかの公ﾡか 

のﾡきま島 は 4 額 作 り、どWのギにあろSt・ 

みo2とルW州の奈がのそご画出よ初る・ うちノマは赤妖 

有者にあたえる ・

そ送き画の及本は 数がに係答ナる ・

数が活はその日小のを逆画区係ぎﾡ ♦―とk成料荡更 

を週受友※ . 勝で測足以X . ﾡ済歯ﾡぶご) Cﾡ管すろ ・ 

逆林番ﾡはそ芝画のﾡ しを/ 部ごそのを送さﾡに令ま

れる そ送台ﾡ (aoat.zuんxuvtAtccん- ) 係管する ・ 

羽営区ﾡ任は を後rﾡの場しぞ/とそV台ピ

( 7ax&.toud&wuttwcん) の 汝ﾡ (/&チ オ / 条り) 

及株感査ﾡ 杯ﾡ感丘委 c 2糸 , オ グ3余 ) な係やす 

る .

オ5条 る営画の水と水に対し てはﾡ条、麻をる はﾡが有 

ﾡからﾡ参 (附ﾡ金照) の料全を政り 立てる。を営画係 

数者に対丁る炎用ご問紙水ならびに筆ﾡ水系の 表用はﾡか 

がﾡ通する ・

系旅有者区 つごの変ﾡをﾡﾡする .

(契番麻シ) : スイズ のﾡ及で大学3を全後ノ3力戸突務に季した核、 

画条試東を段けゅる合柏する と本林板 一 年 り 卒業ﾡ格がっく .

更容大学生 と そ /ヲ戸 実発ゃ応ヤものを いラ.

(採省W主又) : 画ﾡ=

(今)



Q) 光区授ﾡﾡ製女、土地台授領とﾡ・ﾡ式ﾡ係正茶の 

兵用

P) 時烈に行わつれるﾡ浦晃のさいの外評ﾡ乙それの地 

函 • 土地合帳へのﾡ入

○) 円哲ﾡる潤兵営高測えに対ナる炎活(ﾡ町氏) ・ぎ 

み狂きと質ビ円ﾡ資る別えな行い. ﾡ協測受を怖ア 

<行う ・ 教はﾡﾡ算でﾡう , 

大する率したﾡが誓ﾡ者の いる管理物からは料金を 

数祭しない Cオ3 柔)。その感合ヒは赤府ﾡ永系斜炭 

者のﾡ閑 と赤杯桜術ﾡ 弊ﾡの 全てにする投ボが療麻 

有者の質になる。ば要ﾡ式る印刷レたﾡ伝につ

. いては 移 林面 かあ その管理活 にﾡ書名氷す。

*4系 州怒•冰官 は を 将計画を 後 を し 宗が型と拠柔し がら系 

旅ﾡﾡﾡごﾡ故る ・ ﾡﾡはW金部督にェ , <行Eわnる.

I選量○基ﾡ

I
オグ条 赤妹のﾡ設妥と刻盛にっいては :

/グョ<年さ日のスズイ ズ平土地合K羽ﾡﾡの才3 

条 ・

•AーN 気/丹 NN 目 と /ク/年グ月3日のスイ スﾡま 

ﾡﾡにる州表のオ/ケ<条. /～メグ年2月『日の土 

ﾡ合紙測求ヒ質する の附最炭え名方す2 .

近録つーべ ぎ 祢 根区画 ごその ほかの奈が祀奈条校術的逸 

は別ﾡヒにさきだち.送客長がﾡ認し . 登さに報占 する 

を芝町の年成Y枚ﾡの y=に以ﾡ検査する ・そのﾡﾡ 

断らかヒこれた火点直ち 取 係< , 土 地合低ﾡ番のﾡ

行にﾡろ /夕火 /月 Zグ日の!のﾡ2¥ぞ

不8茶 土地合帳ﾡ遂バ行じャCいる地ぶのそ送画- チて

Kさs2e2のノヌ /ク。c"のノのボc けろ. 

土地台ﾡ測量か行っハてい ごい地がで は い地因 さ以市 ナ 

るか. - レ く は 越形 図 を 蟬 尺 〜e。22 の/ に公大 し た ﾡ 

図を年作2- すベ この委啓ﾡは当 ﾡ山の位注の 一然的項 

示のとめに地ﾡ区C箱尺 ヱM二/ 2 の/ ズは s2。e o 

の/) 2っけ・ 有地 千 と ﾡ班.旅ﾡ書 寄ﾡ入 する-

ク系 でさるgらド各々 ○べきい森が江有に して ね系※ﾡ込m 

一戦約がﾡ領ぞ年し ・ 地に姿きで方法 (切リ =.

歩道 ) で瞬示るこ ともヒ 地区にﾡ入する .)

• ' II系旅ご西
・

オノ条 /所有に俊まれるナての赤ﾡかノそ必体さﾡナる- 森 

称が夕くのギボ区(脚) にたっそいる場合には/率 

素因の 孫林が/を名原を 構成する。(ﾡ有なC脚往)功飛

: 育無 ﾡ&uらu&wvc&エジnt )

オ"糸 坂売所係、ﾡ送際係 立地断係 次停上の 想由が、特別注 

ﾡ洋ﾡ収登によるﾡ飛る客管ﾡ さ送受と する 時にド至送 

伴を 京 造紋で 締成すN ・

ォ2条 各作茶マ/スせ多の狂をﾡﾡすさ、ハト狂さ手きニゥ 

ご画 のﾡ穂で あ合・各々 の私立し E 団地は/ 小チを 形

( 岡就) 率求立= /客な番の 普4友

西有杯=ッ (K②xt) っ ﾡ有 丁マ

くと)
«>



ﾡすろ。ﾡ外約に多数の小西な/ﾡ荘に冬括する 二とが 

でさる- Z風ば巨し . 涙者 のさいはごで 心ﾡﾡ化の意 

て 交受する -

オノョ茶 なﾡは系糸がにより Xﾡ・ ヌ川水系 には前によろ- 

へ工的亦ケく乙も幡るみの依り新=線によ そレ 

てそれそマークし・ 地区に入丁る-

ﾡﾡ牙は現でﾡ係示に孫産在る 2入 しェ< めェう 

ニプ ろ -

オル糸 /杯ﾡの画ﾡがz。たのメ上に及べニンはﾡﾡ例ﾡにの 

みされる -

杯ﾡは全奈2るじてﾡ統したﾡるてﾡﾡるをつ・ 各 

が死にはﾡﾡそっける .

業級はゴーマ救き IZ < みﾡは算用坂き /z

• - - -て・赤夕けα.4- C -- - で 温 部を つけあ“ そ 

のさい杯行は特河はﾡ述のためのき示そよくるためのみ 

医列るっ が乙さZ .

商 保

7T ―杯—締庆•率破

ナペ 砕不ﾡﾡ一 経巻資不—— の隅宜 u 近老計画の塞鹿である・ 

しe ってその構ﾡな 行 非幣に塁認である-

た. 衆 キ婦ほ お％ 或Z 師 I二 称 衽評 名 ﾡ産 しﾡ 当区主どは芝必ﾡ 

ﾡ役の 示に u 2 アさﾡボ条統ﾡ者 から ﾡﾡのあ ら ろ 点

(sP)

ﾡヒに ついて示る受丁イ -

オ糸 沢叫としこあ心アな 2;小ﾡョ 、 •

い .休ﾡ内示砕に点な及上の単山こあろ- 、消起二L

ては*ノィ 糸2参照上 ) ^

ﾡそのﾡ下はビ 4○wどする-

Kの裂型占商高す伝ち地ニノタox で行う.4空りそい方向かラ型 り ・ 

子池て ばっに-ﾡの万伝かう測る。ﾡ定は水平子ズ は十字引 

クか受祭でレるレそっける. 空全は2 cwt ﾡ約とろ- 太瀬理 

ぐばﾡ書2ﾡ年する。 え～工C&poxe は一微にアとんと こ 

して示レ w-ecBdxtt& 2丁4ヘ2 ごす- (商性)

列建新 穿の ほに ほ胸頑を グル ー別に6ﾡでさ2 - 

尚: トシヒ、こモミ. とそのほかの針業ﾡ(ﾡ合によって 

は rそのぽかの針祭ﾡ-」の グ レー°Zさ に<況る ・ 、 

; ゲナとその ほかの広ﾡﾡ、場合に よってこの呉ささら 

に紙ﾡる )

麻示の各水ﾡ望入ﾡに行う . あ式深<引っなさ係2つ 

て営幹ぞ頼傷 ナろ 工うなこと は許じ こ 在 けなばなら 2 ・

ダ糸 ﾡ第の 夕数が巨を測受ﾡ界 く 4 cxt ) に至 しそい&い 

な六て幼ぐﾡ種ﾡ、ならびにﾡを測えでさろﾡﾡるﾡし 

てはいる が点 ル か の 理由■かわ 宮 を 測 足が 行 &われる•か ～ 白 

かは大きじ面ﾡは rﾡﾡﾡな行びわはかっ た蒸ケ→ と 

してﾡﾡすろ。(上ﾡがほに近くﾡ4ﾡ常な林ケ ・ ﾡに 

そ答ﾡ2係以しロいよう お 中林 と物冰)

ﾡを選栄名 行さわムか っ ﾡ杯午の ﾡ千ﾡ 確!に し、でさ 

___るシばﾡンえ小ごい互そ型ﾡ者能ﾡ卓を測鬼2行づ 

(脚) ﾡ方み7きで7るw.e(そ三をαグョノるル.こ,Tっイこ(トウヒ

を 紀oっwuz と 呼ぶ、

(S7)



わか った宿後乙一循に区ケとれろよ うはこどになっても 

系総の地ア處断*ﾡﾡて すろ ・ この 感算ほ 原的 で 二 

ﾡの7 っ か丝缘•色複で權足する ・

そ し <区に その番授2入し く軽く ﾡ線名 っ け◇か色c 
K切する) 計坪する ・ '

正 し い浜盛ず &ﾡ能にするためにつの面ﾡでのち 

本杯ﾡﾡ系校江のこいヒオノ 日o杯況湾査2行う 時にド片 

利二御爲直圣測定を行う .

オが余 オノ 国 の 河■富/則定疑 ・ ﾡ来祭ぬ式各ズ区微の紙子の % 

とに者 ご主任に よって十 方さネ※の 腐一 名剥2- そのヨ 

い 「べての ﾡ型 さ 考恐 し 

アそ«〜火*ののについては営へ数のん2% 2済で巡えし. .

スダ〜3xク ラ～グ2 ・

〜42ot :ク ク sv4 % ・

ダスt以上 ・ク ・ ～8%ご掛督測来ナる。

い かなる場合にも/ っ ○復を役について ー一は福•雷利磔行わ 

ばならなじ. .

とﾡ レ その 诱自振林送求案编以南 は 小どい林亜ャ岡 じェう 

てか受2京ず 夕教の杯班e 然君約に系扱 つ 乙き受えない ・

森孫森奈衆備を 則定した 脚高 を グラブによ って新ﾡす

る ・ :

ﾡ系系液 o さいにはオ/ 回目 の 斌束崇締声 の間に刺髭 

しを営き2使活する.

意示宗ﾡﾡのさ レ の 補宮的な 激畫勢足は ただ側久外約に の 

みﾡい・ しかレ営旅方の承試名会けた上で行う。

(<◇>

2旅著税の 3千

オ パ条 材秋計ﾡ ( を哲台 渋、) は Tとア < 王長) な L ラ い て行 

う。つの Taぴポ はバィ ニルンの 戻 (" アoet:cだe 

&xdeodwy N" r /cw.tざ?ucとtzdイixtc" ・し2 

FYa2 FawKだ&udev ) さたはスイス砕ﾡの材ﾡや 

にもビいてる ・ﾡの各営ﾡさたはﾡﾡﾡに対る 

Trcf Cそﾡ容) のビな左に着 し< 残な っていはい場合 

ヒはタくの 再ﾡ Eはベ そ②ﾡ稚 に河一 のxrf (をﾡ 

表) &るがニ2ベでさる。口ビェラ は方まて夕よ。か狂& 

ノっのケα/部に4思でさる。同じﾡﾡの系がXドに 

してはグラフでﾡﾡレた地アえィ/ cLoAx&Cxwe)を 

作るつとがでころ - 逆去のなﾡ西査かみﾡデの 広ﾡﾡこ 

活べﾡﾡ く 立不ﾡ ) と 奨デ。 収株武 (どなだべ○ 

武 ) の製ﾡが各左 レこいろる場合には. その両者の比字ぞ. 

のめる . 以木俊のﾡは こ不析模を通 e み以上 上 わ-

・ ても下 キわ っ乙もなろない.

殺ずの さいヒに はっざ。 ﾡを縦で不数ば織う ける ・ . 

r« 舌音る 4～ zグcの全掛水 

工" グ 2ど ～ 厅 4 cwン ◇

: 瓦ノ ク38～ $2cwレ ・

T。 ・ $2 Cwt以上 "

z 赤水私茶楽段の時ヒはが殺済は合休ﾡなじ しﾡ不病 

※上の ¥位 ( オ 4 条とオノクと 参成ゝ ゴ と に 別 «に ・ 

Fじ7ス6 2皮～て行う。 7axfaﾡえ杉与合に ・ 抬 

戦を好つとめ(生ま猿計算上％ 鞍屛ほりそめ>二「ﾡ去2 
アヒ北とづいﾡ新しいﾡ武- ズ「新レいアルイニも 

とずひな週云 の 着筱と 哭行 した瓜震」さ呼すろ ・

ﾡ渡は、道式ヒﾡﾡ査を測炎さ行っ たドー武償に対レて

(4/)



は・ 還去におけるこじづの消直のﾡと頃じうに首し 

その格奈柔校打2時にはじめて 高否ﾡ委測えさ好う祈ﾡの 

客表は列にわけてずする- 二の二っの書選連舞ぶ受そ 

の計2行った役に加え、そしてその合許2今後の新レい 

奈林ﾡ茶素ケﾡの競哲客徴とする ・

オン条 ﾡ高ﾡを現ﾡを行なわなか ・ とﾡ分の杯分が移区質徹らな 

し。しとがってその旅行ﾡはﾡ涙すﾡのさじヒあ歳しな 

い。し杉が ってそ送画のﾡﾡ契卒はﾡﾡる※2行- 

た旅にクい てのみ際係する .

3. 生長ﾡと与冬ﾡ査

ろ2 新姫の森林ﾡボ業絡※も し <は絶米ﾡヒ新長ﾡふど ﾡじょ 

うになるようはﾡﾡ飛示炊の時には. ・「年生誤登は生 

浜登が才とに算さ < いるﾡ似のﾡ夕との ﾡによって 

求める -

A乙あた! の 華さ 2sFvで括ﾡし. 林あた り o 死寺 

は /ティル で容約する, ﾡする可ﾡ性がセい遺合には« 

千打生み番 C番武名年々で切ったもの ) を求める。

オ 2 施貳亲援師。 さ い 广W産-生演爨は林狂别 り公式

Z=V-V+ん

名用いて計算ナる -

質し Z=ﾡ去 /疗期の期阅俯連話成負姿

V= その夕断のﾡ者番

Vュ =Vの赤林沼示条半位ヒ戸ペずけたﾡ水者役

ペー そ。 ヶ期字の以表 Cﾡ奈祭材費=立水放) 

年注み番区教めろためにΖセV とV= の ―に妙

(とz)

るﾡ生が(数 てろ- 、準ﾡホについこ 

才zグ糸〜ェろ )

オ2条 こハれた ・ !合のugか→

れヒ―に 胸前 鱼圣測 > は平に生氏し こ入 , こま に 初 A s 池 

商 水 ( Eututwcc&d ) として お旅す ろ ・ 

進ﾡ本はな用いて計すス ・

StzE =Stェ・U-- Sとz り,+St-.ヘ/ 、脚注) 

曲不の不老 くstzE ヒ /4 cx のﾡ常び王Wに対 すス 

対の/aF oc糸ず2

進喈东 の 奉規がそ の 林狂の 直を階 4 ct。 本ぶよ マ じ 

場合にばその愛ﾡにそのつぎの在径ﾡにﾡﾡ ろ アチ 4t 

8茶ずる ・

以下 岡様にA型する ・

オノクその意麻における r 全 ――尚 支至 測定 图行っ こ 

ないムﾡ」では型昇生系盛の計坪ば • ﾡ者乙示に行 

たﾡ調査でﾡ湾ﾡそる行った番書後についてのみおっ - 

座長近計冬 各ﾡ准通、☆ & 級別 に 行うかとうかはﾡ茶業 

傷以者の各古にﾡかせる ・

ォ糸 生そ番算ヒﾡするその ほか o 根梃 と して午々はﾡの迷や 

ﾡ株の 昇輪( 幼々時にﾡ正 らY乙ﾡが賢ハ? た木の 

合には.身紹の斜かいな (火ewv)のの年ﾡ教はﾡ入 

しない )からもめたり、孤分笄 金に ﾡして存左して いと 

係はピ名特なしやりして峯め. そ営計町に利 ﾡする- 

( み着 Nを 9 S夕 は sなww242 c 隣「許*験 )2地

(4う



V

W/V =AV

ア2茶 旅準年以警さ理与生長番にもとすき ・ ーﾡﾡなﾡ準与べ 

貸受公救こマンテルの公式に上っ て計算 る .

/ -教約広ﾡ準年及ﾡﾡえ伝式によろﾡ年生長書にも と 

ずいたﾡ

’ 一十

二だし・

E =ﾡ洋年及番

エ = 終諳 貞丕を 測定し だ冰分 の 麦年生長量

w V = ﾡﾡ系後 ・ すなわち商海ﾡを名ﾡした分の 

蓄式

ヘV= 表正ﾡ終 ・好ガして求めようこ す2 ﾡﾡ )

4V 滿差用限. 二の堀町の点ヒV乙wV の前のﾡ 

yを取のぞく 子ﾡのﾡ加

Z. マンテルの公式 く修こしたもの)

□_・WV 上 WV ー ヘV
=-て。 十-z

ただレ・ : ・

E =標準ﾡ似登

w V 一 武楽器ﾡ ・ すなちﾡ奮る 名型えレた旅の 

番ﾡ

C =係数、 ( e〜24 )
U = ﾡム類

シ/コ次正野旗

A 消ﾡﾡ超

崎似羽 . すな2ラ/ 作茶のは不の 治的 な ゆ年令は 、 

ﾡが声係. ﾡ点係.ﾡﾡ炭係に よ ってﾡ※される。

(歯•巡. 生•及成 杯※ﾡ係ど)

・ 
オろ茶 法工林とはネ先ﾡに派大の生炭ﾡで麦する込ニば挙 ・ >

究されていろきﾡ」てある.

ﾡ正がンはつざのよっ5ﾡ名いう ・

4) 主としてな茶ﾡからロス時. たさ此い R a N 
/ル あ たリ ﾡ減が NO- - ク Fル で弱活f王 sx 
Cw 上 のが不 ヲ0〜$2分できむﾡな

b) 主こしてﾡﾡから<ぼ. 「一口 区(、 士. 世、こゝ.

f& あに) 警武が シ2e 〜ッ2 Fス て商話ﾡ浜 ョ 

ご死 以 匸の冰木 4クー <28合む赤旅

2の場告に も本水西係さﾡに場ﾡ し は ハ ば ロ ら ロ 

い ・

オ2茶 ﾡされたﾡ準ﾡ心税は利片ﾡ.踏去の収機 卓そペﾡ 

ﾡ配分の規求 ・ ﾡﾡそ測差を行っ た香役 /え& あた・ の 

書武 . 杯 番横 /とあた ・) の番ﾡ . 赤体の -#ﾡ状ﾡで 

々ボレた上でﾡ終約に決えする .

オみ糸 各作奈ﾡに対してﾡくにﾡﾡほ及愛の質え2行う ・ 

第々の塚殺の係微性は全衆京に対し てのみバらずﾡWそし 

て各茶縦に対し ても茶ギする ・K祭役活を商の殺の契 

動は 分笄ヒ つ いて 行っとも近し受えがじが. それ はノケ 

ﾡの終り までに御飾•する.

天然ﾡ条に し とず<ﾡべは でさ乙だけ< ﾡべ によって 

潮存 し. 経可をれた※よばW多きによ っ てﾡめとたい 

ﾡ内ヒﾡ校ヒ よって術ﾡ する -

(ゲ) く4S)



ヤク条系

オッノ糸

そ答師では 亥 二、,,V と須ﾡ2 ・比ﾡされ二ﾡて 二 軍 > 

っﾡ産にの べ る ・ 価ん領 ○旅茶条外 の への のも色 

じは新祭と して そえる ・ ある い は 春林旅兼荥編為雪 はそ 

のキラ 区商益②とくにﾡﾡする こンがでさろ.

各処にっい c はータ府寿式の はえヒ能K z4パ2o のパ 

そは$2222分の/の 地税 図の切りさ2そえろ .

/ -钦网 - 落

フざのエっ なﾡる教ける .

ﾡ衣におけるﾡﾡ (といきんの邦瀆を含む)とそれの 

業給ﾡ者の福述々色んだ磐者

る ﾡ夫における処廷むらびにさいさんの処ご名省休警=に 

し た一ﾡ系

ラ 有 ﾡ係 . ﾡ炎ﾡ段所 • ﾡ原成と

メ 面級 •征衽、 ﾡう休地衝役. 米業ﾡ地. 案収核山に 

ﾡる認報 a ﾡ表につけるK後の至営園がﾡ及さ 

れた時以後における番機変 う 測ばの 基礎回、政 

合上のﾡ町科別面ﾡ、 休支が、原な以の示が、 

ﾡ炎京係 .

s べ象ﾡ炭 体*接.ﾡ ダ糸上の特徴 

地ﾡ係と士壊、基岩 . ※活土ﾡﾡのﾡ点ンﾡ 

・ - : . y

/ 旭生:主受営とその佐 ﾡ生社銀ﾡ区係

・

え 表経営

・
・

ニニ で方 されてい2成A つざのﾡ六で認送する ・

/ 作ﾡ:來営,かﾡと茶紋にこける を啓的区 科. 

綱以岬にﾡする

z 準品的A社 : 选期、. 卷、有 . 同成 • 愛新たﾡ

3 哲気長係と赤が後: 自な裂条 ﾡ物生はいにﾡあ 

性のぎ • 系ﾡにぎなあえる 工 う はﾡ入 ・

4 . 旅はﾡ. 林当式以 ﾡ林 * (面ﾡを示す) 

附也武用. 測訓金の大さこにﾡするえ述 役ケ合 

林み反解係 新しい杯及が

s 奈か利府:ﾡ不久糸ﾡﾡ.ﾡ4 明•爪. 愚 展込徳. 

営ほ. 祈ﾡ及分 段 水の地私込じ亡 • 側ﾡ 

愛

4. 滋去の妖選

a)材央ルﾡ

駅統性系 およびそのほかのぷ区安の来 ッ ;以か

・間ごの 比装

・ﾡぬ刑浅ぶﾡと示が地私滅ﾡのた あた) 

および/年あた の起と総領 ・がﾡﾡ

り) そ券炭

収入炎那のダ帝製、 そえあた. /年あたり力 

よび収逐ﾡ武 ノスい3 あﾡの ﾡル入 • 主べぶ入、

及収入 .ﾡ及ぷ入、梨収入の心しあた) /年 

あたり)・ 収義 / あた のﾡ収入

材収入

棚ﾡ俗ﾡごﾡ税上のﾡﾡ

全毋的な疚飛 强音 (ョジ条2一42既よ)

Z そのほハ 以ﾡよ、子州旅、各が係と成郷 

者弓生 .

(6イ



3現 そ

オョ茶 / 芝杯ﾡ水況:ﾡ交状ﾡ乙ﾡ求えいろいロ祭の 

・ 括

2 番殺点係

4> ﾡ査ﾡ法 : 系麻ﾡ系来傑炎の ダ月日 とﾡﾡ . 商きﾡる 

瀬ﾡ2行った旅ケ請表 /イ あたり ならびその午 

勇の が弾拝及登 /二wしあた ・ の依夕区宣坂 とな行新皇 

表の低任 ・ 営あ測支点数 • 桜用 レたが殺表 . f 
ほ水新宜したﾡ※宣その下ﾡ . 器桜認考のを役 (夕点 

8ど) ﾡ高査そをしなかっﾡﾡケに試 ナる故ま )

ク)皆 夢

総番複： - 成ば書ﾡ/イんあた ・ 番表 西新区を弾だa 
に面質/名とあたり)皆念. 中炎不 ﾡ理刑そ級則 

弊武焼表 翌去のﾡ盤の拠ﾡ数. ※表の勝変K 
ラ 先ﾡ番 : 孝登ずにﾡ 丁る会括ﾡ福我 ずとれた 

ﾡ年生浜 Cム乙.)見税った 子ゞ生長番 CD.z.),& 
羽子ﾡ生浜ﾡくH.DZ) x去のﾡﾡとの .■

幺 ポ示のを答

ォッ糸 / を老百約ごを営祭剛

る そ当上のアﾡ; 合 によ っては区ﾡの衣受の理占

ヌ物木的取股し

a) 消「在とﾡﾡﾡ炎

内) ﾡ新ﾡ系

C) 杯ゲ係ﾡ立土地係育

4) ﾡ 験

2) 赤ﾡﾡのAﾡ 

ダ 藤林改隹： 一都再铝除•融,杯立忘釵に3 ず 4 限來 二 

水 ・ 逆み ・ 案 . Mr有ケ楽 ほ公・山ハドタ 

発平※ﾡ • 宛坂像ま字

s 以ボ人口ﾡ . 材札下ケさ

e 政殺以ﾡ・年 4 水 业 o y、部市

ダ 材— • ――の なﾡにﾡナる汗はに

s そのほか 手備 牀 自公表 

労か者月生な 2

. 時 則

オヌ茶 そ芝計回のホﾡヒには ・ その そめ置か 効 すろ 戸日と. 

そのを感計ﾡ の波な行う 占目 日 そ aす.

< 炎 計 西

»※る /面綾宏： 面緩日域越西臓 •廳再出. 銀水後地にわけて2。/ 

お略也で正海に認載す る ・ 放本がごは殺算係数な込 し て 

立水ﾡの十ケな番ﾡに検年ナる。条ル盤地は赤旅物が全 

ベ主桜レほい土地を衣う。ﾡとﾡ木場は京光 利根 に 入れそ, 

*系面求の yい河川北示地 画ﾡに入れる . 在る到ﾡ2 

行白わなし、処他前燧ば作前する ・

測登とれた地資では aiiL3etce からの投粋る添える e 
災にﾡじ ¥ っ ざら係文甘ﾡに咲 どれ る森蛛ヤ車済約春賺

名う こじでい 祭旅 (走常に 近内 な 力 あって 生長ﾡ 

併に少ないﾡﾡ. アルスハンノさﾡケやハイ マッ妹方、

岩石地やや森京ﾡ軒よ 上。 記 分にみ化し て い そ ﾡ不 ) 

こ音べ係役ど 教斜係後の 痙岡、ら津持•が広要な 球成 CRoeont) 

は浜正荷林(絡対約保安林> yレて区ﾡナる. しかし r者

(どS) <&7)



の. 前逐が行なわれて い 氏 い赤淤と. その他整や生•段カか 

らﾡてる済なに風する ような系なとそニで ﾡ話ﾡを測ﾡ名 

行なわはか ・ﾡ杯夕と レ て区別とれている孫如」は 非そ 

ﾡに及さない。

z 点ﾡで著 : 各なﾡ型に下ﾡにドる紀率るつけ2・

α) ﾡ地面ﾡ • 全40 番波 ・ 資を役剛を営 ・ たんあたりを

長 • 4

P) 空年注長番 くL.て) あるいは合ヒに」っては平※生 

座番 c p. 乙)と旅ﾡﾡﾡ。 数ﾡと んあヒ 数で 話 

丁・

c) 立ば :位産. 土来。 系=. 土ﾡの 外城ﾡ法☆ ・ 東殺ﾡ 

¥ 地表ﾡ生. 矢駅上の特座

4)杯タ・ (ﾡﾡの本救と所役の%で示レた派交ﾡ係, 阿 

ﾡ、ﾡ・ 本分 ﾡ々 商高ﾡるﾡえなレな小っと書 

ﾡどヶケヒN丁る起都. 度東版懸. 部 ・ 受新

3 . 盗を級剛夕認Yﾡﾡ列分ﾡ • 多

4 区のぬ載と生長登算. (ﾡ示条板江の時のみ)

s 以状許画ど旅林区活 ・ 依林西は通幣*ポ ◇年商に対し 

て年 ・.例 外約に*示 <年ﾡヒﾡし て作 る . それは及ﾡ 

ﾡ艦.風及 . 当称 必受な系休区客ヒ対る記奉名各む- 

各旅狂はた とえK殺が全べ行びわれでい場合 ヒもゆ系画 

ヒ塔げなければならない。な。となれば/分期/通じてつ 

•■ホ冰改番席策が心要であしから・

2wY ^

才3茶

オ3糸

オク

一 照 一奚 行

ォ究条 収度ﾡ査はﾡ孫ﾡﾡﾡのﾡ受ム4及受ﾡである。弘後滕近 

くな) 

オ /糸

が午ﾡ2ﾡじて そﾡ画乙 統・ しかって低べの低の 

必るg等合殺条であと .. 殺系式はﾡ微ﾡ 2 延 •持 と 画 = 

れヒ妖表そと天係の以旅の比岐に役っ , 

殿置行の資性はぎがぶじにある ・ さな活長は尽d2イ 

自ﾡが災行すろこンもてさ はたその出奪2ﾡ当区主任にに 

表云 するこ とイ でざる. 尽百の社を担考ご主任にをす 

る費ヒはﾡ酒浜はすく とも4/ 函浜費し ・ そして二在 

建立におし、て証尉する.

以度の政区は示音ﾡ沼ﾡと岡じ承ﾡで行 ・ ナなわち呼 

総 匚消 し て 圣筠り ﾡ (/a&ぞ イヘオ&cん)いし 

くそ運本)にもヒずた太材ﾡだけがをろ 

eえ2る ・

主所以愛としてね紙されるの. 普通のぶﾡであるか、 

※飛 の収遂 (製製ﾡ収慶 . ﾡ長央 .牧ぎ太) であ2 か ヒには 

累両係にﾡ活ﾡそ測を行い. 引lっかさ像をっけたすべて 

の樹苒である.

知 ル 収後 く 3wicAownudtawn28) ヒ レ てる されるもの 

は . ﾡ断ﾡを測えさがつでいなケから収撲される すべ て 

の不がと. M部ﾡる側ﾡと行っﾡ番後のギで. 引 っかき祭 

2っけがかっﾡすべてのﾡﾡである -

午ﾡの途中 でﾡ入ﾡどによ っ 乙 し< 加え之れた林 " 函 

地からのすベ て のK殺は.そのつ ぎに行れる池業業権 

はで.前ぬﾡ殺ヒレてﾡ帳ナるのを登点とする- ただし店 

求最起ヒは .根底の 広税な つ けてﾡ上 すろ ・

騒査ﾡ行上ル受 はしのはっざのとおて ある •

a) そ営台ﾡ: 二のﾡ芸はを秋ﾡの詳紙2認救し ・ ペ置 

</



・のそ可 2 けた後ﾡ林消に客ろ"

8) を営台ﾡの枚ﾡ(ク): 二の坂粋は垣当そ主任 

のﾡめCれ. そして. 各杯売 . 営雀測 ヒ ﾡﾡ塩そ 

ﾡヒ/ ﾡわた の ﾡ及2 す・ 済に ※大ﾡをる無 

する 消ホか生ﾡするこ こ 名がた し て ダ〜 ﾡ大さい 姿& 

ﾡの ノネあヒり 材ﾡな入する .

オ火2茶 版ﾡ費去 (祭色の小さい帳数は係ﾡ性察査のﾡﾡ炎料で 

ある。つのﾡ表には維統的かっﾡﾡﾡに係旅で目印&つけ 

るとﾡ時 に¥水約に すべての 主収妖義 2ﾡをﾡ ﾡ科程別=番ﾡ 

消ﾡのﾡと閉じ要領で認入する - あるﾡ水がむんらかの型 

占 で後に収後されなか。E商 ヒはその が忍で ﾡ意の ﾡﾡに 

どして記抵し・ それ* ﾡ時に緊査のヒのにﾡ確区ﾡ後 

フけてちく<-

列りあそとれた塚殺は林ﾡ飛に.そしてクみつ8 (を基ﾡ 

にそ夕されているﾡﾡ Lしくはﾡﾡグルー (オノク余 

ヒりケて密舞. そして 各々 o 保杯 ﾡ茶末 2 ﾡ及 されている 

条称にケけて ・ そ塔合幌 c クxx&tauAoct&wcん) 0 
滩及によ って材■费を計舞 し、縱始 す名。その感式は移林署 

ﾡのﾡﾡによっ て感旅房から 交付る .

灰株愛産はる営合低の作あ後 . 復ちと南始ナる

オ茶 诉渡紫四臻は 各林赃痢旅乘級別. ならがヒに系旅生体に対す 

万% 薇が女と 施养案の 何理/後 の 権柄表である. そはる 

考年後の終り に依糸環宣装 2範括し て作る ・ ﾡ末ﾡﾡ及上 

の渡ﾡ位に上る功償以外に核の旨ﾡ 、 /ク23今の 

スイスﾡ孫林法ﾡ行城え ノ2条2曜にもとず= • 表 

爆ﾡ表によろﾡの収ﾡﾡ確し .ﾡ武賢ﾡﾡにﾡ入 

丁2 ・ ।

「残尾宣ﾡ小みの求枠。ニれは系計固に とすく 妖ﾡご

(クろ)

・ ※際に行なわ八台主バ次意(ﾡ系ﾡがぶ上ののだ 

よるもの) むら べに 向求 ス 後 (wつe2 ま-」 こLﾡ 

レ た r ので ある - 

この校ﾡは答杯活長とﾡさ亡主任ハ=の一退ささ ..- 

て2報水っ ・ えし てつ ねに 影脈若 の寻火 報台 とこL 型 

とれる

才4茶 収番度費委はﾡで主と木材A ケし敗 花 ・ たホ科A 点 

ホ••百糸用 ホ打)を 日村. 氏き か産.ﾡ費.ﾡ入ﾡ電 

ととL に入する。)

W ・ を送画のﾡ 
・ ・

才糸 そ営計画のﾡﾡビ /e年ごとに行う -

ﾡ林ﾡﾡ断の ﾡ別 はム 外作に のみをﾡﾡの キ e 各た 

上でとれる ・ とくに主ど して係字的性ださもち ・ その未 

前ﾡな位愛のため縦未ﾡ永に そ客と れて 求 之次走的な 山委 

杯ビ ・¥ﾡにヒずいて/$年. くまった< ﾡﾡなﾡ地に

・ ある埼合には 2。4)の 西で用する ニンでさろ ・ 

置ﾡ及にあにり. ﾡ原とれた午介断に対する株ﾡが

られて いでい場合には ・ 枚旅動を e 年後にﾡ示の標準 

各似量によるﾡ営分がの本り と対レて. 行さ八れたべ 

ズは怖べ2場ﾡレた上で新 しくめる

地系栄桜ﾡ○受息は同- の承理ど季徴による 客積の 

くかえしと 1を縦別 の通去の普ﾡとぶ後との対転、行ー 

びヒ渋林ﾡ 桜ﾡ的な塚に お ける 素素行と殺収 と氏

求 ヒすく を営放※の 報告 2重去/ 分のAﾡの :t

ﾡど対ること にある -

ゆ



オ茶 系林ﾡ業手在ﾡぶされていろﾡﾡか林不善袋 ・ 奈旅改ずな 

と の走非解な水死る係件ずけるよう ロ系総炎ぎを皇けたﾡに 

は浜がﾡ茶素族打後できるだら早く /用ぶぐる以がに 
ﾡう ・ I

オタ条 施米赤根新の比争は展則 •的に至. 咨景のm/ 区旨の締及と百 

じ重旨ついて行う- 奈称区固の変受はよ<ﾡ占→づけられ 

とﾡ合にのみ行われる。林ﾡさﾡビ戸-②アス2/とって 

行うか・ ある 心は受な株ﾡを行う ・すべての 馬去(際う 

2行う -

森林ﾡ求※西の場合に % オ s2 ～ョ4 条に したか ﾡ話 

じ君を激ける・ 一ﾡ約ﾡ述のﾡくのﾡ旨 ○ﾡ2) は要約 

してﾡ緒しヒ、あるじは送去のﾡ率でﾡ橋すろにとどめ 

て 全<香ﾡする ことかでさる。 
・

○▼砂と低 ・

オメ条 ﾡ妥がある場合にはﾡﾡとﾡがについて独立約な処狂さ 

置し. なじレは中ﾡど低林名修立的で系板として取り祝 

う . ギﾡとﾡ林がﾡﾡﾡあるいはそ営的ヒ比敷約ご撃でな 

い時も しくは脅林へのﾡﾡﾡ求な行っ ている 時には戦立ﾡ

杯ﾡ級の 教ﾡな行なわ尽く てもよい- 2の 合 ・ 答徴ﾡ 

査 と係ﾡ性緊ﾡにド レ て は名旅と 区じように取リ 桜う -

_____(ノク 条令照)__________________________ _____________  

(ﾡ谷岡/ ) : すべての緊査とオタク茶〜アク火茶のK査のをいう.

( 受巻ﾡ芝z > :ョノ余

( 番 河差 > : Frはスイスフラン

( ノスイスフランは和ﾡでマeFT)

オピ糸 ギ杯とぬ、旅にフ ひて沢る特沢 基ざ面はプロ グラテへ4の 

のヒ してg術し • 石おに香ゞとる。そのさい 戸 河 

有者の許旅と祭にこ=る-とかされろ・

オ糸 炭降竹受程.別番求価のせべ 未旅国にドして→オ/〜 

/4系8参受する ・

オシ永 ギ旅ではﾡ術 ・育ﾡ区そ4とル以上の上を年太ぶﾡ 

く商ﾡ査その桁べ測え) ナる ・ そ以外のﾡは炊殺え2 

ﾡ席するか、 あるじせ目型に上って決迷する.。

ォ名糸 K条役ヌはﾡﾡが囲においてはK 桜め 千は西ﾡ 位 で 行 

い . そのさい下水のﾡべﾡはﾡ准 . ば糸可性・パー e 

耳生の樹木の収瑟可能牲、市地条ヒ料海して共める. 上 

木の以渡ヒは特飛ゼ摂ﾡをる 二 とがで さろ -

才5条 ﾡ査とﾡのために奮績位とﾡ表単位にぷ培する -

才4糸 そ数ﾡ々ﾡ.京本滋系米ﾡﾡ.ル後Xﾡ央行にらしては 

部旅に対するﾡふの条文る参※する - ﾡビしクねに ・ほ成 

と*旅はﾡ営プログラム以外の料ﾡだという 二Yを会要に 

おいて行う。

フ 耐 則

二の初ﾡのﾡﾡに件でい /夕2ク年4月 /$旨に欠布され、/ク 

年ク活 ノノ 函にそのオ女$条シノﾡな委受さ»た ラt.Gzeccッt W 

の糸有京素条柔ﾡﾡは止する -

(イ)
(グ



うた ・ ・ /メ<7夕月 目 •

参手 宣 »auAztu2o

/$◇～ ジ◇ヴだxt 〜s ー バブー 「,

ペ // ・ 、"

一/ 2 e // ・ ・^バー.*/

/e "クポし 上 /ノ、、-/ 一 .スク ク

百坂は 以上 の料金 さ 以入 丁 ろこ▽ﾡ 二»下 の#で 堂 任 する.

1付

/夕/年8月子 ヒにな布これ た5そ- 2o8&。 州公有ﾡ業栄 

ﾡの 附祭)

そ 十画のﾡﾡに対ろ教酬 

/ ﾡ旅将者がﾡ殊へ才料ﾡ

料全はは産六料年と ・ 石ﾡおよびﾡﾡﾡぬﾡによ ってﾡﾡづけ 

れﾡ料ﾡから台る-

4)準本料金 soFr.～ /〜<Fr (ﾡ) c位巡にじて共 

まz)
ク) .作地西潰別料金 

林地宿終

ろ 2 イ 以 下

スの 〜$2 ん

ダー2 〜 / oだん

/。 2 ～ z22 心 4
2 〜 今2of乙

チ2 2 イ メ 上

ん あたリ 料金

<$2 〜 <z$Fr
/z$ ～ クク /

/ ～ ノ グ, ・

S 〜 22 ,
3 ～ ◇2 ク

4z$ ク

こ) ﾡ準4枚番と 上る料会

/ 赤林茶領 者 に 対 ず ろ 帆州

z 比因のﾡ. 彩色 .有成と 林理部の る入 ル ■綬一 

るづけ、ﾡﾡ書号づけ ・

s. ﾡ式区印別と問額・ の出事 ・ 製小 . 

保成有ﾡ は以下の攻用名 笑ﾡ ナる -

/ ﾡレい-区・上地台ﾡ区に対する投用 刈ﾡの炎問

z g場合.(Eど えば杯ﾡﾡ桜条林ﾡ入はど のこ=)

に行ラ 地区の補のどいの 数外可査と それ のo- 歳区や土地 

e橋区への あ入

y ﾡ福番 .ﾡﾡﾡ . 数区ﾡﾡ ○ための ﾡ防貝に対する 次

▼町消有林々決くﾡﾡどげ様にﾡ有林からしﾡ生をと り麦てる. 

合午音身の赤ﾡ管型替をし っ て いる赤本江有着 ( ortsgezet一 

ん. 5a.&t 今 X れイ Caue2d4v8 > は西永 

への粋金の奶入を弟旅す 义 3 ただし 此要 な雅犬を何刷 レ たﾡ板 

べはﾡ入しなければならぢい .

研半 依 ぼ ポべしあた リ 滑金

今0ポwメ下 /タク - クoFY
ダーe 〜 べのプ?ど ②ア 〜 < Pe Fr

(系ﾡ生 ) ノFン=/ スイスフラン = 者俊のが2oF
<ク6)

I 百※が赤ふ米末係坂有 (,阳 の 於人以外 の 券か 迫奈恭

—君!) ニ* っ 報際

(の ,



報叫は 資水件空と ・ 拠面終なろ びにﾡﾡをを測ﾡしち否承に 

たじて桜虐づけられ台料名からなる ・

4) ﾡ本料生: ◇oFr以内で計画の大ささにたじて共める・

百哲立をさ測レちき承による料金 :

林不 イa あたリ 十区

22 イ4 以 T 4.22 ヘ- $22 FY

z2 ～ $2 イ ← c2 〜 タク, ?

グ ～・/e2 念ん 4e2 - ・2e ク

/"2 -- 222 そ ◇ク マー ^

-22 2 •- g// 〜 $e 一 ア ◇e ・

今2 o cc 以上 z.22 / xッ ・

C )

林行ﾡと終ﾡのとざの乙ﾡﾡきご主はべ行 • 今*一 

よる奈示ﾡ業米祭賞者\の支ないに < ・-ハに対やす 「べこ 

の涙済が浦た と れる- 治泉強料 企 a5/ *二 时 < ﾡ ド 生 . 

証されず、 た新ﾡも用にさ い

費所査(記ﾡ○災行) と表資で・列外約にそ2全ス 

初2株が滋飛茶綱べ着合材が天行 した受合に かジ •整烬'齿 と 平 

ﾡ断ﾡにも とずいてその系調な支ﾡする - 件測は合のﾡ 2 恐 

についてﾡ様とする-

林地光面ﾡ fしあたリ 料全

z2 イ乙 以メ 下 /2 RP (際注)

2 - o イ& /

$2 ～ / ど ク

/e 2 - ユク ◇7
Ze ～ ダ◇ ク ク

See & メ上

森杯施奈永ﾡ及者は赤杯ﾡ業奈慨ﾡに受求されて いる すべて の何 

茶、地区補ﾡ、一微伯盗ﾡﾡのﾡ社 ・調査貨料のﾡ控 C丁w6 の 

塗を合むう さ ・ 繋査会から ②坂ﾡなど2 グイ 0ッA ィー さたは 

よ<む二とがでさろず者さ でﾡい.そして 送活の終査を受けた= 

の ち塔林ﾡ へ堤 する -

ﾡ林ﾡはど炎はﾡ式用欲2ﾡ供し ・ ﾡ者なﾡい固を佐番なﾡ式 

H本2ベレ 着訴な行じﾡ2 ク締製ホる ・

*マを*やペ**。マ*番や番幸幸幸 一、.. . *番*番*。**..〜。****** w . . 7 . . 審 *ドー****キ---〜を*。。。。▼幸率で。=や*委琴番。。。*でい.。*。一。やキ業*。*-----------.---キ-番-----------------*-------

(イ ﾡ) /アァ=ラッペン= - ブラン

<ク8 <クク



ヌウシヤテ ル州の森林施業案規定



火ヌヴシャ デル 1 株 株 施業条ﾡ欠

(公共有 株の 経覆 に岡する訓々)

ノ9ノ9年 ク月?日付

ノ929年/○日 // 日竹霊ﾡ系林法*ノ よ 系および 

ノクノク年 s 月パ 日付 州 森本ま *さe 系のﾡ付ヒにもとづい

て 公布 ら る .

立.森株ﾡ条奈み目府

ォノ※ 森林盛栄察 の 目的•は菽冰原金 を確兔•こ し、 艇炎パ金なな 

希ばさらに丁ぐたﾡ練生ﾡが 4e れ力よクにニ激力 じ® 1 j 

Wするにある. そればﾡ業にﾡし経際的がﾡ廷知援がで67 
さﾡさせるいのであり ・ 整ぶとしe 英行 によ って☆がが。グ 

る商塗と促定する。 さらにそれは、負と匿の二齒よ り 思、婦歆 

大の成長にﾡし4るよ う に 各株ヶを経ばづヴ 今そ6"イ ’ 

来は派.ﾡ林ﾡ委をﾡにすべさであろ・ ・

*2条 施噬策は定められた数笄向ヒ讨して板鋸オ定;;

-nれは 氏条子定を欠ﾡするeゆに例老てらんち念べでを""? 

け、岡じく 株※の 内塔2場ﾡレ、ケ?紙縦づけ2。 .
*5条 遊米架はﾡ木2有する牧感のとかでの生ﾡを考®ば 

ならほい. そのだめ微ﾡしeヒ=ろでは土媒表ﾡにﾡが段を祭 

なする. 遊義がﾡﾡなの上にもﾡ状に記ﾡを する ・

<S/



*と祭 赤旅総ﾡ者宮は地て窒ﾡ区の意見を聞いと役に. 毎弃. 吏 

茶業綿成をすべさ糸林の一更タ. はたはﾡ太楽ﾡぶる客すろ本糸 

の - ﾡ表 と塚すろ ・ 株水総客番各は各が句 にっ会番去し.次い 

で変竹現だのﾡのの上に立って準剛をえらろ. ニの全剛は*不夫 

ﾡ炭為を系すろ. 公有林にﾡ係すろ場々には. 商築常官府に 

し一 ﾡﾡ岡内に了解を来めね出片らない.

5条 肉係官方口花業よ断着ヒ天に同逐普を疑«する. 二の同送 

者はﾡ々のギ列に し て a甲 す べさ長ﾡ児だの 系文が列果され、 

さ ら に※※柔ﾡ京作業べ終ろKのﾡ向を支めてい ろ.

* 4条 空別にもとづさ ﾡ業素締家および地※条求ﾡ日ﾡ区Ea 
• N 卷能されの. 地区ﾡ督宮は似等の利助員を否業するものとす 

る ・

* ク条 遊業衆の第或および校河口. "4とレて. 业然の資格証眄 

を有すろ練聚技鎖巻オ左はその儲補若に察比できる . し=の 

合は光区監番官のﾡ五をう なければならない.

* 今条 土にﾡする米のために. 探林疑範質や,質の助ガは' 

条る阪り 逐ボされ なければな らない.

* 地が差ﾡべおよび複素条株のとポに対しては. 紀行規定 

*研撃※城されていろ表により報酬があたえられろ.

I 盗業案の形

オ/ク 豕 公※の条林のすてに ついてﾡでさる姫※家には二っ 

の形式が あろ ・ーっはﾡ易(仮) 本本遊業条るお p.のつロ 

鹿足的森林不素素•であろ..

/ノ条 準剛は確ﾡﾡ森杯花米来でおる.

オノス条 ﾡ必木林盗業来だが動隔女れろ場なあ ろ .

(ふ3)

& その称が砂*たし ていないとさ ( 造中. ﾡい表本. ﾡ 

*の低な )・ はたね株が年体登算の冷に基ﾡ2ﾡ成してはい 

伝いとさ ・

b) ﾡ米すべさ生紀町に いてﾡ年収系の ﾡとﾡ能全ﾡに す 

るためヒにはﾡ却路の ﾡﾡが木だをでほい ヒa .
* ノ※ 管郡森状ﾡ※業はす べて者初から茶るたけ庶ﾡ的本株 

滋業来にく なるよ うに方想さ れねばならない.

T ・確た的 森水 ﾡ求茶

オノ4条 確ﾡ的委永を業素の 尔案内相口 次の よ う である.

2) 炭杯談通、不はﾡ麻救ﾡﾡ

b) 地因の作ﾡとﾡﾡ刈ﾡ

C) 森ﾡえならびにﾡ系の 池栄結系殺店

) これか ら のおよびﾡ米に肉する基席とﾡ町

e) 面ﾡと林ﾡのﾡ

) 立不ﾡﾡルその他の杯ﾡのﾡ細

2) 考新ﾡらびにﾡ.次杯予デ*米条ﾡ以着の堤条は二れ 

にとプいてせされろ- ち 系ﾡ行将によ り上ばのど千ﾡ 

ャﾡ条は年は優にﾡろ.

ん ※業新両中の年ﾡﾡﾡﾡ遇. は 収祭ﾡ

t) 展林 •送由績. その城諾区ﾡ平具に肉すろ堤架

紛施案の懸資

2) ﾡ茶ﾡ可のﾡ順事項

2)亮淡監

ォノ5条 土地台帳に頃すろ法年により、 ﾡ界確定がいたろと=ろ 

でよ会n て 飛ているたのに」ﾡ洲ﾡ. 肝体正 .ﾡ地ﾡ止な 

どバ撃求されろとさは.ﾡをﾡ査する理占がﾡ任する. そして

(う



ド わ フるた業然ﾡ成作栄を はじめっ前 に上の平項を有ﾡに 票す 

を要する .

/4条 いかなる告にむ ・ﾡ牙ば消査. 確で、神幣されねな 

ぬ ・ ﾡﾡの新ﾡま たは交の髪ある とさには. 州の列置ﾡの 

ﾡ加が要ﾡされる ニと になろ。

系株 のﾡ目が家なの 長入 を有ﾡにﾡ止すろ共ﾡにあろと二ろも ・

業条解政者のﾡ新査他要とする ・ 標柱の母試置が利修区乗 

を有するﾡﾡ地有着の確ﾡをﾡ盤とするとさ. な、ﾡ柱爵設置 

が大な修正もしくはそ材をひさちこすとさには、 すべての関 

有ヒよって入さ れ たﾡ柱ﾡ者べ領集 れ ろ .

*/ア祭 釜督管は森林相者に対レて. 様ﾡの施求すべさ旅タ 

面した夕面に 開合で水縦ﾡな方まで番秀をっけろ こと&吸ボす 

ろことゲ でさ ろ . ・

• b) 地 函'

*/少祭 各々の業はﾡﾡな地ﾡをそえておかねばなら,ぬ. 以下

並す る ・

一ゐ分の一位置団・ ニ北は各市町林平にﾡして土地合ほによ 

?てつ桜ﾡに製さたぬ区のギかウ*準されたるので. 以下 

の手項が認へされていろ三とを受すろ. お上そのﾡ新線、ま手

路・ 施 策 団■および、理 理の 境伸、山ハ小産 く普ﾡﾡ 9 )、ﾡ.

氏、ﾡﾡ 税受 地型力ガ但史 彼谒でとろ 陽浒、※の経き紙 

新に両ﾡすろ場、株 株の わッ ハらユベス以内のル常 ヒ歴 

すろ場・ そして主署を地的各糸。

ス) イケの一ないし五午行の-細ﾡ。

二九に祝へされろむのは、花業西お上が林ﾡの区新がﾡ、番 

号 と っ けた 森林炭票双、測受のﾡにﾡ※にﾡ係して2ろ土池の 

地形 ・(属 ﾡね • 爼. 俐壊世. 大作. ﾡ地、水ス、 系、水

沼、※地、 ﾡ央.)森林の店と経有的状ﾡを茶すもの, 

(例. . 旧ﾡ・ ※石、古べ ク滅堡、.册. 犬ﾡ、小覧. ざ 

さら に地ﾡ的名秋全附する. その他 隣枠地 o性求・ とな りの 

ﾡﾡの度ﾡの ﾡギ会 示さ ね a 台い・ ニの 地函は n単のﾡ年 

尺をクける. ﾡ区区創は示名の矢欲、を※町区却は太色/ =平 

終を甲いる.

ォP※ 地図頃動用紙に印別され. りただしで後ﾡﾡのFに 

入るくらいの大ささにろ- 二は. じﾡが大さすざて不感にな 

あめようヒにとのためでみる. おお. 細図をさらにし白リ. 

各茶団列 に身制を#娘すみ こ とかでむる ・

*々。条.ご区どな2ない(今eだa 以下)本な、一面地2なす株 

ヒし 乙 は. 営価図 だヴで十ケであろ. 信し . それはャノP 系 

のノﾡ に系す一不 ケの ール区 に対して愛ボさ れ こいるすべての 

のにx ってﾡ知されなければならない . 
・

: C)ネ株凝x
*>ノ条 孫体ﾡ乙に託載さ れることば 次切如し .ﾡの起翼ヒっ・ 

« て の 階 . ﾡ にわだろ諸糸件の報告、 二の祭件のなかで長 

ﾡは巡生報ﾡ (地形、叔督、土ﾡ、下番士療. 条候・ 芟嗓樹裡.) 

s岐ﾡおよび際ﾡ本告の花式で見ざれる. さらに・ 能ﾡﾡまた: 

ら受y的な地役叔. エ*ま たは w地ど緑に 向すろ 検 ( 二れ ら 

ﾡ生を苫すろおそれがあろ。) ごのよっなﾡ件のもヒで森監. 

ﾡが縦けられているか. 城前 の 遊業の能果に する味索・ :

の) 二れからの盗ﾡ

*zz条 ﾡ※案ﾡ校御者の目的とすろと二ろは. *ノ祭〜オ火 

4にこめ られﾡ台にのベら れてい ろ目的と -秋せ ね ばならaい" 

かれらの提案笈. 現任の立木ﾡﾡや成長量に炉すろ研究考祭日 こ

yづ2証開質によ っ てﾡげされろ .

*zョ条 ﾡ素されるﾡ業が目ﾡとすべさものは. ﾡ本につさﾡ和

(哙
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各ﾡ愛を系統ﾡに保つ よラ に行を増ﾡする二 とである ・ 李聞の 

中で探えさるべマﾡ型は. それ教にﾡ告系ﾡくﾡ)と単ﾡ宿 

ﾡく 法正ﾡ )であり、長い要ﾡﾡをとる. その他 の業形式は例 

のケースビしての み受認さ れろのだ.

24無 そこの土疲が経対にﾡ林のﾡ立をさょい場合をのぞさ 

悠株 はﾡ ﾡにﾡ校さ れる.

オス5条 牧林の林ケは次ル林として取ﾡわろ ・ 要新不十夕の 

透合た出家督の食ﾡ"ﾡによろ踏圧ﾡがみられるYさヒにば、 花 

※茶ﾡ及着は及林とﾡ後をﾡ火にすろためにな子総之規ﾡす 

ろことがでさろ・

ャzと祭 天糸林分で はﾡﾡ況交 をﾡせ わならない.

C) 面不と林ﾡのえ

*スク条 すべてのﾡ繁素は士地台成面ﾡとなﾡ面ﾡの 中に湾物を 

確せわ ばならぬ,

ネスぷ無 ﾡ業索に微入された面ﾡば、いくっかの杯ﾡヒ例さ 

ろ・ 株ﾡばﾡ茶にﾡして不可分であ リ かっ習たされだﾡ産¥加で 

ある。 .

オスタ糸 本ﾡば、ﾡ総的ぶ姿潔と経咲のﾡ地からﾡ炭されだ¥- 

の実体であると見なすべさであろ。すべての探劣は林班史冰の上 

に予えレ 茨行さ れ わ ばな ら め . ハNﾡﾡ は一 時ﾡ丘 とさ にﾡ リ w 

めろ。- 時的に非生ﾡ的な商ﾡ ( 番積第査 の 対泉 yなるべさ 立木 

枚積を示 どﾡにつ けていない面積- ) ビ算からﾡ外し、かっ、 

ﾡﾡで尽 聞す ろことにx って地図 上にそのの 面務 と区ﾡせねに 

伝らぬ. 低しﾡ面積が-面地でス22を越えろ場存にﾡり. かか 

4 区刷 をすつのであろ。

オラ。祭 土ﾡの性ﾡが深 西で非生差ﾡな土地の 各面ﾡ、ﾡﾡし料 

ざ る 降 3 が存左 するために規印ﾡ放 を業 がでさ 合 い工の各面ポ 

は それら の面がが名々 z&2 をﾡえろンさ には特界なﾡる t

灰 すべざ である ・

※ラ/※ ※※条にﾡ入されろ状ﾡの数は その夕ﾡの年数よりも 

多くなけれ ばrな らナ、でさればニドSじ愛とずろ・ 林ﾡ徴 

/ofa をﾡ域でさお い べ、ぶゲ 2 o 以 上 の 時ば 2 ～/ 5 

ね までﾡされる.ﾡべりろ< .を糸べ困ﾡで倣幼だ取い 

を愛するほ ビ林ﾡ価ﾡにﾡ小 すべさであろ ・ 銀立 した各岡地は、 

す4a2 ヒもー 林ﾡ を秒以すろ-

*ョ2条 各ﾡﾡの形はで会ろだけﾡ形 に血っ けられ ねばなら ない 

則の中で、各林ﾡの冬必ﾡばﾡ鑑に よって央にされねばなら 

な い。二の逸 出林延ﾡ をﾡ成す ろニと があ り、 ﾡが森な面 

ﾡの-微であるとさそれは孫ﾡヒﾡ入さ れろ・

*33※ 林ﾡは火茶るﾡり地形糸件に一致させろ。それべでさ 

aいyさヒは. ※大ﾡ午に従? て 引かれた直然 によっ <棚べさ れ

2ヒ炭術す ろ, 株ﾡﾡは土地の 上に函ﾡされ、 裸在や 家ﾡ的 

ﾡﾡ(<れ 本ﾡ新 の※が. ﾡ曲塚、送と の交点にちく- )で不 

される.そのﾡ林ﾡﾡの各ﾡの樹木にホﾡ番号を呼示して. 区ﾡ 

2みらわす・

*zル糸 ﾡ条にﾡ入され之各本よは以下に系す号告、各た条町 

仁次歯ざれみ,

粧祭件、猫 趙 条件、 物の畑価の条件の かで大さ な ちが いゲ 

承在するが告.ぶﾡと殺女べﾡ孫な(専向ﾡ母)諾万送の用を 

髪求すろ ﾡ合 ・

延郷消ﾡ地が項った各方ﾡに存ﾡしているYさ ・

※林区をがK占っ た問ﾡ (燃枚 ﾡなど. ) を相すろとさ- 

※媒面をﾡ段すろためにﾡめられた 林延 は心すしも内後す ろﾡ遥 

べさい・

*ラ5条 単-の ﾡﾡの 下におく二とにﾡすろ 各称ﾡ砕は、ﾡﾡ 

の関ぶってい ろ施業岡と レて汝定すろつヒがでさ

二 れ は不ﾡ則 さ計町に見えろが、 二のここは 従保計 西のﾡみ賃ね

(ふ&) <&7)



に示する・

ェ24系 林ﾡ出アラビア女字で示し、 を米函はローマ役字であら 

わす- 休班番汚はﾡ後してって工い. ﾡ求西て呼でもﾡﾡ番9 

を中経せず ヒもよ い,

メ) 詳ﾡおよの答殺ﾡ査

オグ須 各林ﾡはﾡ紙にわだり階査しﾡ互されねならめ.

れた帯ﾡ幹術報告の中で送約されろ- 三のき細報告は二っのﾡ 

今にわかれており. 長新の都句は系くﾡほ約負. 西ちァ位・ 受党 

光彩・ 気 をばべ ・ 次の部行では例与に ﾡ止 レャすい ﾡ気 &のベ 

る ・

) 工数にﾡしての叙. (歳x. 物理的 徃貨. 下層橫生と/ 

ね地・ )
・

ス) 枚得の基本的雄物(ﾡ本及び木本 )

3) ネタタ絞について今ﾡゞ. 各層をﾡ及すろﾡ程. 各ﾡﾡの 

資と欠ふ: 給ダﾡの測 須左の下秘費許求ﾡ.

学 逐にﾡ行された※ﾡ※の試を.

ダ) 学教. 祝場

4) ふす べ 寺作紊 とその 素急の ﾡ合

オろ奈 卒ﾡにより 狂木ﾡﾡﾡ本べなさ れる , 毎木香積ﾡ査に っ

いて、各株ﾡと い ・ 略高査経 ノク5C(/の ア で ) 

に達す ろ すべての樹木 4測すろ ・ 1経出料以 の上 か ら 羽 ッ ・ 羽 

ろ質ビ川上のガからで 一方 点だ項る. 別ﾡさ れた研木は す ぐ 

に ・警尺 をあてた高さのとニろで、利炭 番でﾡ区 に水平な縦をマ 

ークする・ 査された太の本次は番徴夕にﾡ入されろ認入はG 
ﾡ低列に おさ れ ろ .

ご2は4c ¥証にケけら九、この 括約単位の沢定 は 粽林結岐 

督区の式置ヒ委nね られて いろ .

4 マ2はﾡ径/ク 今Cしママ.今cをの木を含む。

宣修階 N5 2直绥N 2 ダィ2グ ダ「ペ のホ*名む 

査ﾡT引0は五径スグ今cベへ ラス 今C条0ネ&名む 

以下の径際で も 株 で わ 力

*3?条 済 演 を 把極 す わ と 3 ほ ﾡ「価 烈に係する。蓄系本#で 

はﾡ業ﾡとな乗ﾡが低引 され、さらに二の二っの各砕について 

ﾡﾡやﾡ質のっ た各ﾡ程べﾡ示 されろ- ニれらの各 树福 にっい 

てﾡﾡべ認係されろ 二 と は利校と合ろ ・

*ノク条 益初の番殺類ﾡで対家とな7た立水のすべては 次 力お 

移ﾡ査のとさ に 修測親直:の対 険 とせねばごら め,次の行で除去 

されわならめﾡ隔物と見占されるしのは最ﾡのﾡﾡﾡ査か ら 

りのるく. (枯木、ﾡ不. uった不. ﾡ務不. 回ﾡ不の下 

木.2の位. ) 二れらの木はﾡ独河表の象とはならず.の 

z木と は災なり . * 平 ほ旅をマ - クせず. の u同にャ> Tンド 

レ の+字無m (メ印のニヒ ) &マークすろ。

xル/条 検枚ポが非裕に認翌であろとさ、ペかは杯伝中のタ冬 

ﾡそあろYさヒは 査径 ノ7ダc 以x下の立木も 同■秋 にし てﾡ 積 溷 

表するニとがでざろ-

*22条 各書佐ﾡは. 笛 積我 で 小住木 ( P ) ギﾡ木 ( バイ) 大経木 

( G ) のラ段ﾡに級別 して集されろ -

小住木 勿 良很、 直彼 睹 2 タテ. 字e をふくむ・ 

マ後木の後叙. ﾡ後商 ダ5〜2. イテ ーク を合む. 

大俊木の経償 ・ 査径ﾡ $テ そ以上 &得む ノクケc 以下 の 

&4あ入すろとさH. 任気の一ﾡ報にじめられろ・ 以上の径 

ﾡ別ビの象水の大ﾡケにつ\ て函用されろが年継対なも ので 

な4. 極ﾡな巡生状態ヒおかれたか杯にﾡレては. 整裕督の系 

ヒにぷ リ ニの後象列を刻更正でさる ・

*23 g牀雑/ 番微綱変H、腐制别金本数切 外に、ﾡﾡﾡ馴の 

*彼ヒ点殺. 牀雍のなが政と星校禎. 百分ﾡ紅際. 午均洋木税、 

2a 当り千ﾡ本数ン子ﾡ*線. が号えられなればをらない。ﾡ

<5み
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ﾡ報査の 日何は乙入の客があ ろ ・

十夕夕条 ﾡ2回以ﾡヒなされる番償ﾡ査は. ﾡ新の商承ﾡ査と火 

不るだけ同じﾡに(柔術に)次行すべきであり ﾡ天をあてみ 

幹 のﾡえﾡ置はいつも 悟- の最であろを還すろ.

ヤグタ条 ﾡ調ﾡされた立木の枚ﾡ口、 経ﾡ区ﾡ不によって算公 

する ・ ニのクリフ は終客ﾡ督の 系※にﾡねらね をら ず«ﾡ 

査法置用のためにﾡﾡされた渋台のグリァであるか. そ地方的 

経ﾡヒもとずいてられたクリブみであろ。 ひとﾡ び杯 甲され 

たクリフ は決ﾡなもので あって次更 できない. どのダリ7をど 

用 し たか と宮う 二とは客ﾡス とつけ柯え . かつ盗求業認ﾡ者の 中 

にﾡ不す カことが 必一凄で あ方.

ォ44祭 語解禰査されない材積は. ﾡﾡ項の中で今分として対 

条にとりあけろべさである,

・
タ) 保系予 糸系(ケﾡ) の期破と年登

*ィグ条 杯番たば孫媒左体ヒつさ. ノ○年を二えだい斎間で 

ﾡされろ・ ニ に快用.れるﾡ変校積衆 H にﾡ- 毎 ろ を要すろ. 

グタタ 家 妖予ゴ林冬について考凝すろ外. wのﾡﾡ岡中の 

戒 後登名表隣とすろ ・ ニの及愛長杯積は引俊さおとほわハれたろ 

力 背薇超養 を 比較 す ろ 三とにエリﾡされろ.

ﾡﾡす べ さ 公式は :

A 一/F-/; 十E
A = 成 夜 堂

MF= ﾡ傷の立木放独 をは. 派監の客書町査にとすく 

ユ不枚ﾡ

N; =坂ﾡの太枚横.または. 以前の 塞が(被を にもとガム 

・ 立木次ﾡ

に = 著須調査みらスのる独神ﾡまでのﾡ*に杯ぶた 

枚積、ﾡし ざ事ﾡ査の場与 と同じ 経ﾡ積友を使町す

る.

风留) 木の予定はﾡ係させてはならい.

ャク?祭 Kがのボ妖系4なクビさ よにはﾡﾡげなﾡ群楽査&ﾡ 

すすろとミー ニのを秋ﾡﾡをﾡして平区番冬ﾡするたょ 

の差礎国 子がだ名さ れこいはいことべあり. このン会ば次の <ロム 

して年板匯を計算す幻 ・

す . ﾡ本ハのユ木を材幹術解しだり. を刈 甲したり して 

確央ﾡのおる平均ﾡな成反ﾡるさめる- 二れPの立木は長ﾡの夕 

ﾡに係すべさ杯ケから取リり・ ぞの林分の立木本状の5%以上の 

本数をぬ選とすろ ・ 年盛口その林分は白はﾡ茶団の商事語査ﾡ 

意修に上ﾡの試受撃を山mし てﾡすろ ・ い かなる場色ぞ年 

衣通は務積教後の2% 以上であってはい げない・

*ク 炭長算はﾡﾡにつくる。それは然ﾡしたﾡﾡ形 

さ 要約 されることもでさろし (ヌシシャテル去 ま たは ﾡﾡ疑 を 
・
云 ) 直径を受っの領にわけた上でﾡ々に詳ﾡに算する二ともﾡ

. でさる, くいわろﾡ査表-)各直径は例にきで炭石ﾡを計算し 

てもxい. 炭長はイQ 当 り と成長登 . 年左放食 登、そしてﾡ長。 

辛としてﾡﾡさA/出ならない,ﾡﾡの ﾡ求ﾡ査 が、行 われ だar移、 

の上r灰立すろ派立木枚償ビ最終不ﾡ桜ゼけがﾡ分ﾡの夜 

ﾡ算の中に入る二 とが数来る

ォふ/条 を業来ﾡ炭倉口ﾡ長長の確にとどまってﾡいけない。、

長区渡の 栗西、ﾡに最のﾡ業のﾡでい っもﾡﾡしてい だその

K 函をが究 し・ 炭税ﾡ大 のﾡ考役のﾡ示 全ギめ ろ べさ であろ・

*ケユ条 各休ﾡ個々の成長登を術えてﾡﾡﾡ置がもたされろ。 

二の星ﾡる發は各ﾡﾡ町列に教ﾡ. 終にﾡ林ケの灰ﾡ量ボ 

町婚されろ. キ成校単と 5〃 巻り平点賞長ほも算され茶さ 

ね なPなじ ・

*タ3条 ﾡﾡされた 成長量会 基ﾡヒし て業ﾡﾡ次は林狂烈 .

施茶団別,えして生林ヶ に肉し て桜体霊を矛 ﾡすろ ,

«) (ア)



茶柔術区有の諾ﾡ祭ば以下のﾡ向ﾡに対する回香に保ﾡする。 

K保登を炭長督と等 しくめろべさか? ( ﾡちﾡﾡのﾡﾡ維符 

であり ぞのケよﾡヒについてﾡ友.ﾡ品. 本賃、 依受ガがﾡﾡ 

されていると評ﾡされた場各である- ) 

炭杯量を炭長長以上とすべさか? ( その林午林ﾡがﾡ大であり 

長がお ちて い ろ 場与 ) .

高長ﾡ以下のは塚をす さか? (二れは. 受大の炭ﾡ括を生み 

すため にはﾡ在のﾡﾡでは不十ケであって、茨及置の 一概をず 

本に領入れる三とだ。)

試夜ﾡのﾡﾡをﾡﾡし、何制をのこすか? 対と更なされろ( 

ﾡち炊系されろ: ) べきものはいがﾡる冬御. いかかろﾡﾡでる 

ろべさか? ・ 副卒不のでいかなろ※をとら力ばならめか?

*今と祭 ﾡ町 にり 伐孫 は成 畏董 とよ リ補茏 されねばほら ねい, 

パ保守ﾡ番は終ﾡ絡 区 o 許マ および敷工ﾡX※術の電可をう けて 

終 口確ﾡする - 殺業卒の緊終 に枚保者 え量を谷年 ヒ分 ﾡして年 

戍鹽 をさ めろ・毎 ﾡ区塗の 算は二の年 伐最に 乙 とず いてささ 九

る. ・

*今5ペ に上 り委活 ノ。年に版ﾡべれﾡ分ﾡHケ以エノ。 

年の "グルかの)ﾡ商にﾡめるニ ビがでさろべ、 最ﾡの5ﾡは 4年 

メ上 であってはならほい。短い タ 速 をと ろのがよ い ﾡ 林 は次の*

のでみろ ・炭長のすぐ れた林 考 い林力 が、交解的 で多 る株 

杯・ 啼樹に童しだ衣抹、集ﾡなﾡﾡ名受する衆林. 受いﾡをﾡ 

ﾡす るの が夜い森ﾡ以下 と示すヒ ち り . その 地万の さびし い女 

候のたﾡ長がちそい森ﾡ. ﾡじくさびしい夕ﾡに上 り炭杯が田 

ﾡな森林 ・ 方ﾡ比来ﾡと依について各業の回麻岡を変ﾡする 

二とにほろ- (ケﾡﾡち回岡年とてよい- ) 

ケﾡの終りに流紫案の本ﾡが8され ロ出なら. ﾡ与っては 

ケﾡ継3了前ヒ 枚初をﾡ行する二 と ベ でさろ。

%) バ採圏

*ケ4条 各杯ﾡのﾡ常全今息! 体ﾡのボﾡやﾡ太の來終ﾡ 

も 本町レた上 で、ﾡ求柔常反 口※ 画 «炭すろ. それ は、 

ケ孤肉ヤの 各が狂に対す つ 今を 列当 にみな らない。

オケク祭 察皿 ヒ上 り、各ぶ延その 林ﾡ生体ヒ っいて/ 回の 杯 

が災将さ ろ のみ であって、一行ﾡ中 には回 しない,ﾡら各 

狂はそのケ術々店に2 回公杯さ れ ろ= Yがない, ﾡ し次の 条央 

にばそ の例 以か、赤つれて いろ.

*5よ栄 ある一京ﾡ久 らべ杯さ れろべさ刻 営受ば / 旨でど杯せず 

ともﾡ活ヒわたり ケﾡ して各年べﾡすろ二Yがでさ ろ . そ は以 

千 のﾡ台であろ- ﾡち以係によ り 立木ﾡ稿が不十なもの とな り 

ﾡがに際レ人工ﾡﾡをﾡ撃とす2 にﾡるﾡ合、まよ な、秋以に こ り 

大面務のﾡを生ずろﾡ々. かかるとさは、 ﾡﾡな分ヒ対しても 

ﾡ水した土表にしてしだﾡかっ不利☆状ﾡとな り. 品採に性 

するにば 二の 3他性を行し互いのてあろ.

ダ9系 ﾡ生状ﾡにﾡれ た林ﾡで代系をﾡ行する端告、い<っ かの 

ﾡ狂についてそのケﾡ 々両中 口桜※を区ﾡせ しめろ二 とがでさる. 

かかろところで はど系の愛ﾡを波少さ ろがよい。但 し面預2 ハ 

さく区行 して 浅原す ろ 二 と合く、室本に わたり 武んべん せ く 代杯： 

すべさだ・

ア 3ク家 =株木を俊系せすともよいﾡ姫でもど択側者計西の一 

姿を見せろべ身竺. .

*4/条 各4の区ﾡ枚ﾡはﾡﾡにする心要がない. し かし予活と 

実行の 点に 大さ放迫がでさ るニン はさるよに努せね ばおら 

さい。多ム の花茶ﾡべあろﾡ告には . その すべてか短 年底 锲の仍 

〜致すろエラ に栄ろだけ クとめネベだ。

こ ) ﾡ .・ﾡ路・欧ず •

*ぬ2糸 ﾡﾡ谷炭落は、 ﾡちよひﾡ地ﾡにﾡして、 確※

(3) (ジ



米の書ﾡﾡの授条2年入すべさ袋務がある. その他、浅嫁寺浜 

地役祝解泊 • ﾡ地除去、その他。 ﾡ地改桜冷 に い ても似の ﾡ 

条を へ すべさであろ. 二れは ﾡ理や *4ﾡの ﾡ変 ヒル登がも 

oだ- :

) ﾡ査ちよび株打

*3祭 洋枚 受•か ら の杯取経理次ﾡ殺にも とず < ので、ば例不 

の枚救ﾡをは木の音ﾡ潔査と同じﾡ送でﾡざわならめ. 点期 

不の二の枚事ﾡ査はをﾡ然検訂でり、 ケﾡのり た杯ﾡごとに

とめられろ・ 三 のまとめだもの はﾡ友の概 に段する。それ 

ボ採才定の参考に役立ることを区する.

* 64条 盗べ案の枚ﾡは決次して新らしい仕を紅厳するのでビ 

ない。それはﾡ初のﾡﾡﾡが愛ダしたのヒすさない. ぞればﾡ 

初 の盗業条の 継従であろ。

株ﾡ の業の対象と各ろもの頃次の4し 
森杯ﾡ乙孝の 荷足院所.

地区 ヒに *す 受 商ﾡ的をﾡ足.

ﾡ税ﾡめ 茶査 土地台へ の ﾡﾡ季受

番ﾡﾡ査の守査 レ および細 ﾡの の ,化 ず 万 部分 の守直 レ, 

而 のケﾡで矢行 したﾡ業 にすろ A .

環をの 反復 .

試長長許算

森ﾡZに属すろ新らし い停味.

新姫伐ﾡ予紙のﾡ甲段び新ﾡの 伐係 計 画 教 ﾡ。

才々今※ あたえPれたあろ林ﾡの中で、ﾡのﾡﾡﾡ査のﾡﾡを 

ﾡ4としなハったﾡ項の上に新ﾡにﾡ積ﾡ査をすろﾡ各ヒには 一 

の新ら し く 普荷断査のヌﾡどだっ e商狼は . 例信ヒ 査す ろしo 
とすろ。 ﾡわ三の岡科は十 型 に組れた木ヒエって上で甘 

列せPれ. 地区工ではﾡ舞の尽 面ヒ」り 括示せ しめられ ろ - 杯チ 

内の 二のﾡ行にさ が ﾡ統先収塚函ﾡ一なれ /正をっ けろ二

ゲでさろ ・

(ﾡ. オ2夕 条 の 垢自 匕 好城だカ ¥ の でちろ っ > ・

*46条 条林旋とをﾡす2に場 リ、施茶芸 繹 &君 に 五木 娶、沛 成 

の目標(理起杯)&期点ナろ, 二れは浜に示されと目係であっ 

て ・ 立木校ﾡの悠ガに起じ各ﾡで全麻ケ八で示さ ろべさﾡ 

ﾡであろ .

*47条 あたらしいケﾡ ﾡのケﾡ々倍とずしもし年しいとは 

ﾡらない.

と祭 未林踏栄の 回麻ﾡずし ひﾡ刷と店一 であろ 題はは

・ い・杯ケﾡや復林の題性にﾡって. いろいな林充にﾡじ・ 

各楽せ係上げた り断レ たりすろ二Yがでさろ.

v 簡 物 森林施 来 策

*4?編 オノ2条に姫字ざれたﾡﾡ為林ﾡ業ﾡの内客は. キノ 

家切 2. C . ム e 各. オノ8条/ノﾡ、 オノ?条ノ ﾡヒﾡﾡ 

され たﾡ作※にﾡ定さ れろ ・

オク0条: 各休定の面稿ばe メa a そ型ﾡそさろ ・ 区緊は主とし 

< ﾡﾡﾡﾡにい とさ. 世要と あれ は人工 的鹿応 に上 り着乏され 

ろ。

ォィノ条 バﾡ千雇は町費しとずいてのみ失されろ. 次最子友 

は、 以へ集以が可ﾡでみろ採分や・ ﾡだは不ﾡでし質用をあ 

sリかずに安に 木柴を紅補で さろﾡ分 にK ってﾡ紙され 

る :

*クス祭 炭#卒だは番ﾡ町をにもとずい <されろニ とはない. 

しかし 試撃的品林ﾡとして役ユ7ﾡ愛な部分、 さそ#奈ヒは 

ﾡだ したな死とはる ことがでさ ろ愛初ケは番事ﾡ互され ろニヒ 

ヒ みる ・

ォ7ヌ条 復 じ 不利 ほ 柴野不 匚 おかれた 城 お、ﾡ号浜株*条 をﾡ

<ア) <PSつ



ﾡせずに. ﾡ単を作茶計関を製し て用する二とがでさる。 発0/ &Q 以上 厶 リ 〜&ブラン

VT ﾡ条条の系認

*クグ条 ﾡﾡ竹をな※素は。蝮穿して堀区呢糊•再かと探秋範左 

者官に逆片されﾡなとない- ﾡ※祭ば正本別本のいづれし、ず 

的究ばる番成す ろ二つのみかかと炭ユている . 二をAお上 

びBとすれば.

A いわの2 奈杯ﾡず束、オノ然のc.d . e.2. 2. ・ 
名 に示されろ内ﾡをふく む.

8. 画面名、よが諸表、 ォノ条のb./ に 示す 内分のしの.

し の

だきセ更に アてﾡ茶素べ故されおハった#色、 業には

双の离見を附加•せ力 H なわない. 森杯ﾡ義各信口楽矢にﾡの 疑 

新をそえて. 二れを刑評定 昔. ﾡ工業ﾡ長管お工び歳炎部系 の 

ﾡ 何 になわる。

イ今条 桜等の救の請か ら森が遊業条口ての法ﾡ妨なを ﾡし 

笑ザの年夕有才および米灰行着そ向条すろ .

オろ6条 ﾡ所森本ﾡ業矢と業計圏数の 「業 ヒはなら ない.

二れらは 森林約監者 信 の 認だけで有新 なしのと なる.

り) ﾡ茶崇校 ※に隊して

/vの イa メ2 ) イグラ

ノo/ へ 300 だa ク ヲ6ブラン

3e/ fz以上 ・ 3ダフラン

T ﾡ※条ﾡﾡ着ﾡがﾡの家以外にﾡ をﾡめるがある告た

は、同にして .

Q) 

ヽ

独制力 業系術以条に麻 し

/o。 & 丘 a 当 り

/◇/〜ヌe ・イa

ヌv/ イa以上 ク

ては

ク ～ /o 

?

A

フラン

フラ>

ー ラン

4

ケ

〜

・

b) ﾡ米楽ﾡ町業に際してば .

・ /o。 a んa 当 り 4 字 フラン

/o/～夕ee& ク 尸 フラン

3o/イ&上 ク 火 ラ ン

オィP条 ﾡ易浜林ﾡ紫紫係成に対しては上の表の人 が支み才 

れる.
*グ? 祭 業許ﾡの水タ に対して tr 無鬣喇であ刁

N ヴシャダル /タタ年クFヲ百

卅 軒定宮. 党米営 ﾡ宮

H、 ガラム

W報 酬

オィア条 すべての確竹森林ﾡ業条にﾡして ﾡ楽柔ﾡ求枚御者

F対「し安扱われろみ酬は*の4く ヒ算されろ .

施楽ﾡ術炭右べ 毎日官分の家に ﾡる ニ と がでさる 場合地 

ﾡの弊覇も方郎 し E上で 商ﾡ剤 に以下のxう にﾡめる.

2) ﾡ初の業楽絡成水ﾡにﾡし乙は

/o"°2出 2a岩 今〜トフラン

/の/ ー、ヲ◇ッイ a 当 x ーJ ン ブヲ ン

新内移ﾡ /タ/ 2年ク日 印灯ぶウ シャテル森不ﾡ条無 

ﾡ&系ぼす ろ ・

ベルン /ワ/?年クF 日

照邦 内希ﾡ

(_> (タィ)



再、林施装泉学式娘 ( 本会に は孫本を継小 し て 義すろ ) 本、 ぶ 報告

林 理 詳 細

林ﾡ____________________

ち上び試瞬-------------- - -一----

土 泰 ------------------------------------------

ォ----ケ 期 の ﾡ初の状負

基積部査ﾡ

林______________ 面ﾡ イa

(Pチ
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ズイズ ﾡ条系林、宏

工経 則

ォ/条 スイ ズの々土内におけるな体ﾡ 条にす丁る6該督は、 

A ズﾡﾡによ っ て行なわれ ろ ・

ノ. 株#ﾡ塚に肉すろ政郷の 紙藍者はす« ての系林につ いて行わ 

れる ,

z この法ﾡの必ばにおけろ会ﾡく林汝数&伝む) とはっざ 

のものをいっ ・

2 公有株 ずなりち函有林、i町r村点ﾡ. 法人ﾡよ、ならび 

に公天 ﾡ汗 によって答運されて いる表休

ら べ有株(ヤ24条/ﾡとオスよ祭) を告 公私有林.

g この 区分にﾡ 会議の話可 &受2話保 のもと に CKancton> 

が付う ・

*引条

Ζ. な林は係な林と 保を林以メの 赤林に &かする.

z 呉をとdﾡ及のﾡ登ぶに存任する森林、 ほらびにその本

• 林の位度によっ <相場は暴的ﾡ響、 おだれ. 絡忘. ﾡ茶・地 

ベリ・ 山幡れ ( Verriifunge ・). 関ﾡな水に汁すろ界を 

ﾡどすろあ林・

*ノ祭 #(.K&オot) は森林をﾡﾡ本と保ﾡ林以外の本林に区 

ゅする . そのて夕べﾡ会談ク試可の基後ヒなる . ﾡ系ズイズﾡ 

※の4土内で すでに件わ れていた区ケはそのまゝ 存紙 ごれろ. し 

かしそのあﾡはでさろ。スイ ズﾡ領よ内 で従泉まだ原な林ヒ属 

※林以の K分が相な われて い ほ い地ﾡで は . この法様の ﾡ効終 

z年以にその区ケを行うラ-

(/◇シ



*今条

ﾡ会議は二の表年のﾡ行ならびにの法郷々現えの営該祭負の 

矢行2後督すろ. そのためにﾡ飛会議ヒW新山がﾡを従受させ 

ﾡ 邦 山林 ﾡの桜滅色 特剥 法で交めろ.

*4※

はその Jを方目 御各に亮新ずけられ た表林区 (Fo本&2uu2) 

に区ケすろ・ そのて方はﾡ飛ﾡぬの誕可の基びヒされろ.

二のﾡﾡと州のﾡ行表と二の表年のﾡﾡ規ﾡの 実行の台めヒ大柔 

本業像スイ スﾡ兆の 国家験にバス し たな体校州為 をぬ 愛人«任 

用し. お○4ﾡ名契絡すろ,
才◆条" :

ォラ条

州は下級系株督の基茂とと甲を行うろ. 下報系杯区のな高のヒルヒ

#立 く / 2 立左は多女のの交立) o な※ コース &Rろ .

体ペさー ス のげ従口ﾡ発でﾡ町する (*4/条)

才/。条" '

ォノス※

学向的な株業コースを同催し. もレくは坂町すろとﾡ社は. 

飛ち 後 が來め ただ の 株件の とヒ ﾡ町 金を受ける ニとがでさろ

--------------------------------------------------------------------------------—

" /?ケ5年/2月ス3日 の法郷淡ﾡの 際に奏止 された. その 

交ﾡ微正の そは /ク分ケ年ノ 百 ノ日である.

I 公有林

(ﾡ炎* と 家 狂本以外の 森林 )

ネ /引条----- オノ7条"

ォ条

ノ 公有林に州の姫ﾡにもとずいて為本ズ条会ﾡ氏 してそ済す 

る.

z だ覇盛されていないﾡの経滋とK核ほらびヒ当ケの同 

だその工 うな姫ﾡ全 甲 でさaいよ っなな林 に してはばﾡ 

支的おA落を日ど二し . でさるかざり似ﾡにﾡﾡ性にし 

た卒4校受を領査すろ ・

3 州当居の承試を受けずに標準年伏堂以メ上の代係を して は8ら 

a い. ぼ伐 は洲のﾡによ って次められたﾡ店内に 呼びﾡ ヒ 

よって 顔ﾡする ・

4 妖狂林では経き奥 はずタバ に才引杯ヒメﾡレだ 目的 

匕なわせて行ラ。

s 適術. 保坂ヒおける特代は共止する.

ネ/?条

能/鼓爰 ならびヒ森林刀施素紫鋼奴と至常 に対ゴカ他 の視を ( * 

/sヴ ャノ P条 ) はﾡよﾡの許呼を受げろ-

ャz0余

公有の放牧林に レ てばﾡﾡ林夕 ﾡ根を維押す みだめヒ 認さ今 

々を女す._______________________________

" ノ7条はノ9/2年/2同/今日 の恥表 ヒエり ﾡ止 ざ L 

た。 ャ/夕―— /4 祭に/クタク 千 / 戸今日/ラ/?年4 戸/2日 

ノタノクチノ2F今日の形ﾡ規ﾡによ り 経止 された・

2) *ノ3糸にっいては/夕/年4 F /○Hのﾡ界ﾡﾡと 団地光邪域 

にﾡするﾡ行ﾡ去のﾡ知を参ﾡせ工 .

(



オZ/奈
/. よ ハ体業と 深和 しいよう 包公有林内の即起物収ﾡに岡する

候次 と ネ利 は 解下 する そのとさM受さら ﾡ制 以同 ヒエ クて 

年株 する. このさい当光の 経着ﾡ肉係 を相ﾡ にﾡ辞す る.

< そのような役枚"枚利 の解K紙務区ﾡ飛会 常への複#の 4係 

クミ で州の 当み各が※ﾡする.

引 映会後は解ﾡにしてﾡのﾡを來る.

*マ2添

あらウる 区甲の神桜 は孫司的に質ﾡによってい. それ 况不可 能 

おﾡにだけ、 そ。 故今 切 版値ヒ孫 し い森林術行の例優に工っ て行 

う,終右の場合(ﾡ考ﾡ: 系林の ﾡ受に工っ て神償を行う 宮 ) 

ヒ 口 政の 同ﾡが性愛で ちる .

ォ引不 I
公有林には._ﾡ4会ゐとﾡ該政解の同冬があった母修にのス.

友 い 杯業 に不 利 &ちたえ るよ らなﾡしいﾡ 優衣2ﾡする = と

がでさろ- • 1

*<4系 I
い み茶に傷をろ た た るよう な副 収穫 く と<に杯呼枚なャ 千平ﾡ 

取のよラなもの )は公有本の係ほﾡでは米止するかあるいHﾡら 

れた絶囲で許す.

为N夕维

ノ ―州-孫法旅隊おいて 搬出て4超ばそカ ぽか M木功輔运の 三 

め2合 F付付がﾡ久ﾡ然の援をﾡ仮によ って町放すろ こ 

とがでさろ. .

ス その上 う伝数ﾡが公強に血ﾡ権線 し ていないかあろいばﾡﾡ 

に将縦 していﾡ い場与 ヒはその 表な有ネ はほな姫告に場ﾡ 

士 池 有 ﾡ 心の 償 を件っ た強御区用2区 本す ろ 枚 利 を そ 

つ, =の 歳ﾡエ 著の ﾡ師に咲邪が町金を式 ナニンがでさる。

ラ そ の踏を利甲すろ土地有ﾡはその継科ヒ 例 的に際災する

«eの) 

名 その 肉係着べ血路の新後 ヌ ビ 維者し し < ばﾡを引リ当てに 

ついて観見 の一效に 建 」 ろ= とゲでさ ない ガ告 に ば 州 当唇が* 

※する .

TY 私肩ﾡ

* 22 ※"
/ 私有林の御句化している田地の継告が心感ﾡ場告には、 土地 

合概期置の合まる前につわに私有の国地統告を行う. 団だﾡ 

各がは受かビろ か は州政が求えすろ ・

ス 函ﾡに土地がﾡ行化さ れていろためによい 経送べ でさ与い時 

には. 区府は土地台報』ぼと※ﾡ係上に地命有全行う ニとが 

でざろ-

ヌ 州ばるの力※2秋解ずける・ がそのために特列なﾡを 

らa い最合に口夏光の交咲今負 に区する ﾡﾡを問すろ ・

4 団地祭告の契止・ﾡ号ならば公有株もその処更にふくめる.

*z4 条"bs
/ 系有本を叙合し て 天 同竹古経送ちよび利 問をする=とを ﾡ貨 

する. ・

z 州は一層停細な規足を出 す.

3 ﾡ救は町ﾡ合のﾡ甲一可を列会受け. は洲の森林宅ヒエ 

って松をのﾡ度を行う .

*z4 条" な

ノ. 州政戸のなくして.森本後倍を終退さ はたり ・ 金与さ 

た函を慶ヶ したりしてにならない。

" /タン5年4同2日の祥によってえた・ ニの項に・/242
年ノF/ 日かシ 受レ ていみ

( オ2と条りs一ter.はラできのクポ2 (bs)ラ(亡さr)ろﾡ示で本來み 
オで茶と新しく追/加した夕を区別する 戸めに用い 乙いら.



2 団地ﾡ有のﾡにおいて.ﾡ旅ﾡによる各目的的なﾡ合 

予 ﾡすろ ・

ゝ.ﾡ有林・

オス7祭

公有ﾡに対するオノ3 祭 (ﾡ杯ﾡ突 )プ) ャ/』ﾡ*5項く 店 )

*スのﾡく次牧本におけろ太の維者)、 オマノ糸(ポ名な叔利 

や低ﾡの解ﾡ)、 オz2 ※ ( 解除のﾡ類 )、オz3 条く新しい氏 

答の茶止). ネ24条く有響な側収殺の英止).才25条(不材

繭•屋施設に対ず；3 座がの後M) のメ定は私行本のﾡ区林にも通雨 

すろ ・ う

*2»条

/ とくにﾡ際ﾡﾡ置. すなわち呼ﾡのてﾡ地載に私ﾡ保区林の 

不為告炊がある湯各にば当区政ﾡまたはﾡ会ﾡ区* z4 ※ 
の寒ﾡにおいて、そのﾡ地統告き重来でなろ.

え このような孫仰ﾡな団地ﾡ与に対しては. ャユと祭. ャ2 

の知を画ﾡすろ

カ オノラ ﾡヒクいてピ/ワノワ坪2戸/2 百の ﾡごを 参ﾡせ、

Dzと年 is

s) 今百 ではzど 条め;s ﾡヲの 現逐 (クと54と同ユ2日エ リ

*29糸

はみﾡ 妖ﾡ林のﾡ符 とその目 何ﾡ駅の ヒめ一そク?ど ﾡ場 と ﾡ 

※を必す二とがでさわ .Hばと< に係冬株 で 当試ﾡﾡの :卉 円' を 

受けずに衣 Fおける断 が行なわれな いエラド・ と際にゃ主 

とレて木杯2供岡するﾡ。工業綱全*の ためにいちじるしい林 

木以がﾡわれるようどことが点いように. なをっける。

C. 係任以の林

才引0条

バ 保ﾡﾡでおいみ有本については*ス。糸(ﾡ牧林内の株木維 

ﾡ) *チ/4(南復求止).*夕2余( 収※ﾡ地の 緊者).

*ク2条*グ呉(木枚ﾡ込ﾡ淡の家脈に対すろﾡ町ケ). ャ47 

4(及のさいの税行)、 ャ4?糸*2項く移付商中の同ﾡ 

と桜※のﾡ止と秀岡 ) ﾡ&通問すろ.

z 傷べと同において 唐 板 にいょラ は林木ﾡﾡは高では当 

教区方の許可を受けた場合にのスされろ.

ョ はぬ愛な突行ﾡを発令すろ。 ・

V 森林面裁0離一と加大

ォタノ条

ノ スA ズの森林ﾡ積はﾡケさせて はならない・

2 解ダ林以の徐旅の同ﾡには#区行の許を雲し、保な林の 

商空にﾡ会義の許るを受す. ・

3 . 州政ﾡは係坂林でない 森林に っいて.

はだ ﾡ政府は係ﾡ林について「ス林価ﾡのそのよ ラ Aボ 

少が従末表ﾡで なか2 た面積への祈授ﾡ株ヒ よってどのﾡ凝 

でポわれろか」といろこと を來ﾡすろ ・

オタ2 条

州ばすべてのﾡ杯政地と山 火報や疑風左 だれ など 工って 本本

(/45)



に生じたﾡ地を・ おそく とも5年以内にﾡﾡに生林すろ二とをﾡ 

ﾡし ・ ほだれﾡ方止工がどぼなと二ろではなだれ防上エヒっいて認 

凌す2 ・

ネョ祭

公有ﾡの有会 とば同を衣のケ拠 s. 州区有の系※し たﾡ合 

のス そしてﾡに公共体 (2条2項) にナ「してのみ日う.#K 
解 の 求ﾡ に「レてはﾡ 形会論 に桜ﾡするニとがでさろ.

ォグ条

野村ヌ ば公的法くゲ/森林を天同有し ており、その表林の 夕 

拠を愛ダレだ 所 Fは州 数ﾡ がケ叫の許«をまﾡする .

孫称ゲ ス ヌはそれ以上のにまたベっ て存ﾡしていz ﾡ合にビ本林 

の天新ケ がﾡ在レそいつ州の政ががケ刻のer可C次定する .

*タク条

・町ボﾡがと強く有かは、 ケの= そのを部や曜水どﾡ数=工 って

許 でれて い る場告でも ・いかな之ﾡ告ヒ%場ﾡ区ﾡのﾡば可 

なしに処ヶしてはならない.

オラ6条

/ ﾡがヒエっ てャョ 系の経ﾡの塚ななになろ上うなﾡ地は地 

すろよう に努灯すろ。

ス ﾡたは州は4区なの使ね- なだれ際止、 感石向止の処量 

合 その 処置によ 2 てﾡﾡの森林又は新し くﾡ本れた本本な 

ﾡ薬さ れるよう なとさに指々する .

オョク条

ﾡ形 と はつざのﾡ助生全4す.

4 保逐がの 地を林なら びにぞれ とﾡw っ いた排水故崎や防止工

. さいさん 引年以ﾡにﾡﾡの媒ﾡに よって、森杯卅有 老 の 筋失

に よ らっ ず に ゆぼ になったﾡ杯北の研ﾡとﾡﾡ.

推義工K ﾡケの ﾡがﾡ大であり 入伝な縦符にもかかわらア 

ﾡ生した 場告の被ﾡ減 物の複I旧

X 3グ須ソbis

/?夕0～/タダ/ 年←の な だ れ哲 除去 の ためのﾡう 神動 と. な台 

れの名ﾡのある地常の 杯とテ防工のﾡ放加の ためにﾡﾡばっ 

ざ。 神助金 冬す.

a ゐ肉さた塚ら林の幡

b. にんに保なの廃係のためでなく、-Kﾡになだれﾡﾡ確 

SraBt&ci2et. SeL存cauotet- ぞのほか似のエ竹の 

費数

C な台れﾡ生地ﾡにおけろﾡ用の沢山かがつ番防平を術約て 

さるよ?がﾡ告におろﾡぢだれのﾡ険ヒにさ らさ れて いろ 築術 

の※全地帯への列っゼし. はらびにﾡﾡ. 路、 折盤、の像囊 

の ﾡめの0ﾡ敵」階の 浅置

オ5卜条

ノ 私れ有地にその佐林やﾡﾡ工あがﾡ来される場告、その土悠 

ﾡ・その 土の0質 いリ ない しは印 を 感だで さろ .

" /9タ/ 年/2月/9日制定(/ク 52年ケ 同 / 日発打 )の 飛 

に.よって. 新しム入れだ妖質.

(//)
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え 悟桜に. 益衣の有者はその利奈に対して省物2受求で 

さ る ・

s 氏入れたﾡ4区甲はとだに ﾡﾡ村、 白は公的送 

人ヒエってのみ行ろ.

ォタ?条

翌 はな 林在子の杯取の ためのﾡみ名炎ﾡし、 たはその没0 
ﾡﾡと経名 神ル する叔ﾡを有する .

ほ _理ﾡ町生に肉する4なﾡ光

オ4o 条"

才4/矢

ﾡ形は教細の 報6を列 さ受ワ.ﾡ さ新空すろ =とによって林※ 

コースの貴問をﾡす る .

* 22 ※づ

邦は☆らにつざの補ﾡﾡを4 ず" 

イ

ス 第しい係な本の地成役、 ぞれとﾡﾡする水ﾡ※の工表、 

保を林確係 ○ためのなビれちょびﾡ 石止 工の責用の ケ0～P0%. 

それ以の場における紫上の旨的のためのﾡ 教工 平費とル 

受なﾡのﾡﾡ工孝責のケ2 々

リ ノクケ3年ノユ点2日 のﾡﾡ表(/?ケケ年ノFノﾡﾡ行)によ 

り凝止し た-

っ ノヲと6年ノ2同ヲ○日のを林ﾡﾡとの べﾡに区 す ろ ﾡ 

武 を参考 せ 上 .

リ /ク5P4/2月フス日の 法オ /祭により・ニれらの 神ﾡ 

昼最少阪 エタ %武筑され ていろ .

今 /?ノ2年ノ2月/ケ日の豊去によ 足止 レた。 二の項につ

い ては /ク/ヲ年ノ2日ケ日の土花台ﾡﾡ受の費ﾡのろちの運形ﾡ 

ヒドすろﾡ飛去 妖/項αを参ﾡせエ.

ばそれ 外に土だ所相に当土地 の 毎収在 ( さいさん 

ス。 年両の平区) o5～ノ 口&ﾡをですろ" 

公大団よに よって殺船』甲 く入れべ オ5テ※によって 

おわれろ 場台 ヒ はt平ﾡ は収 H 無 夜カ タク% 以下 を 神丘 す る .

3 な大な山X手、由ﾡ、 なだれ. 風位 が どの よう な安常な双象 

のご いの係をなの地なら びにそ。 ﾡよがﾡ水工平やﾡﾡ工

2 受と す ろ ﾡも し く はその 矢上いちじろしいゴﾡべ#っ 

時. ﾡさ林の並休賞の3。〜5。 %.

4"※払略そのピかのホ枚 制送の ための各日的的な永ん的起桜の 

教ﾡ(オス 5条) に対オレて. 出 も 神町 金を玄 用 ず るこ とを条件ヒ 

して50以内( 状てが因難なﾡ各には クo以内)

5私有林の交検ケ告(才Z4祭) にしても町年を交片 

することを祭件として 夕0%以内

ォ4ス祭"ゅis

ノクす0～ノ?ダバ 年の冬のなﾡれ被者ﾡ会のためとなどれのﾡ 

吹がある地ﾡの地林とﾡ後工都収ばの ための ﾡ別締町の杯 o 範囲 

でﾡばっざの ﾡを神助でさ ろ.

ノ よ。%まで:

Q : ﾡﾡれた駅な林たは林列営ﾡﾡによってﾡﾡされた 

保を林の 復 旧

b.: な白れﾡ句ﾡ. SAaBteCex . S c/c才+du?tet お よ 

____αそヒ類40工物の運愛,_____ _ 

/) ク2ク坪月百の和去(22クク河/ 日施行テ)マクオノ奈によき、

2) /9z?年3同ノ日のY飛去(ノタスラ年7同/日遊行)* 

Z糸によろ.

) ノク女今年4Fスス日 の連飛法 </ク〜ケ年 / 同/ 日流付) 

*2 ﾡに 工り m .

め ワ ケ/年 ノz月ノ9 日のY邦法 (ノク今2年今月 ノ 日ﾡ行 )

ャノ 然にこ り加 .

(//み) (/イジ



C. : 林お」がなだれﾡ止処置と肉ﾡしてﾡなﾡﾡのﾡﾡ

e4e&ttm子d..いet Jガビれのた険があ ろﾡ残のそ り空.ア 

条 のﾡ認.

え. 今◇%なで:

ﾡ必 路. 委庭の原ﾡの白めのﾡ麻ﾡのﾡ段

5 0%で:

ほだれのた際のある ﾡ残から安左な ﾡへのﾡ居.

ャ ペ2 条りter

オケZ※ bis によろ連補町友の交付は. 州いそのW区悠にﾡ 

特でさろ ﾡ画の ﾡ動空を交商丁 ろ=ヒをﾡ件Y して行われろ.

* クス 条" 6uaな

クえ条 P;Sによる逆邦神町金の 保征期 岡はォ 1.ヒつ いて は 引0

年・ *2孫と*引項についてはノ。年と※めろ.

翌形町復口にﾡ空して当該沖は、豊かと. これにﾡびクいた推* 

お上びﾡ援エキならびヒﾡ 監資区 や=的塚の塚証っ を衣い状ﾡに 

持す ろ二とを 認慮 すろ検ﾡがあろ.

ォク4条 .

/ 会議は並助金に図理 したﾡ細な服ﾡ会ろ.

< どとなこヒがかってもか米に対する州. 町村、ﾡ人の縦式 

の※御がﾡ町及のために武ることはない.

孤 強ﾡﾡ甲

*2今条

ャノ4". N/. マニ マ～ 4. g»余の意におけろﾡ人の寂i 

の叔問はの送体ヒレたゲってケっ ただし別点スは 除 のぷ務 

は各染#官が式だし、 そしてそのメﾡにすろだ許&ノク 百コ 

以メ内に飛伝ﾡに台うことがでさる .

ォ«4糸

二の法岬にﾡ及したものは. ﾡ塩をﾡに低する浪務、 ならび 

に っゞの抑生を深す .

ハー2"

3 . ﾡの期岡内におげろペ叔や枚利の解ﾡ(オス/ﾡと オニク条) 

を会った時ほらびに有督なﾡ枚や叔利 を者 し く 桜けた り 拉大 し 

たりしたﾡ(オスチ条とキ27奈) : /e◇eフラン

4 祭々こレ乙緑酬ﾡ区ﾡを行ったり、 二の浜#の 

*z引条、 *2ボ、ネェク※0ﾡ定にでして添体W紀収 

本の異付とった場急 : /o〜一e。 ブッン

s そ啓島のめあるいはﾡ定ﾡはﾡﾡﾡ定に並反し、 しかも 

それに対してのﾡﾡべとく にメめられていﾡいﾡく才/P奈)

: 20フラン -〜 3v。 フ ラン

& 私有塚文本にﾡする州ﾡ定 (オニみ条)ﾡらなヶったり・ 

*夕2 ※の誓ﾡたにおける活を行わ占かたm: 今のラン 

以下.

/7$//2目 /ヲ日の 法 (ノタケ2 年ケ甲/ 日ﾡ行) 

ノﾡヒよリ皇m.

三太 の 係誕だ けは ャノタ～ノグ条の削ﾡヒよリカ *べな

り ャ/条に際された。

刁 今日では0合 オノチ0条 *ノﾡによリヨ。日

) *ノタンノグ系の削ﾡに仲ってW除された.

くなった

(> (ダ



ス 株られ た伐採 : ノ Fw あたり ケー 2 ブラン'

s 祭てはの許名得ずに森林面稿を六ケし と埼告イオブノ 

祭) : 再並株の向ﾡを条件としてノメαあたり /の～ナPに 

フラン

夕*ョョ ※と*ケ系のﾡﾡにﾡK して 春原の 方劇 や 濃度 • ﾡ 

知をしたﾡ: ノ&a あたり /2～ノ・フラン

2 ﾡめられたﾡ商内 に原字林をる ためにﾡﾡされちﾡ本をな 

った呼(ヤョ4ﾡ): /イ2 あたり2o〜/o。 フラン・

上の司 にする量区事項の 疆衣 と刈定 お ら びにお を力延延は一均 

州 当高 にﾡせろ.

才7条

本林有者の法ﾡ反についてはそのﾡ本有着に撃*される 

ﾡをﾡﾡが右々する.

*とP条 ^

州はﾡ愛な一登ﾡ簡な洲 糸林法を令し、ﾡなの 賞 則 を 次め ろ.

*4夕条

/ 全部※はノﾡ分が催系の連戒ﾡ杯領ﾡ外に将す る州べニの 

ﾡのヤ50 妖に 規ﾡ ずろ驚規をもっ ていaいﾡ右にはその 

#で姫さている森太とﾡﾡべ二の法神に悠触し sい かさ 

り においてぞのの 宛行森林ﾡと ﾡ枢ﾡば有刻であろ -

え ﾡﾡ(オタ/条)とギ2ヲ条に示されている林木ﾡは二の 

法ﾡのﾡ灯俊、森林の保区林と係と林以外のﾡ林との区分を付 

うォで . 州の可なく行う二とをﾡずる.

ノみスラ年/0同今日の ﾡ林 (ノタz4年2月/ 日ﾡ行 ) 上

よるろﾡ

〒 糸

二のょ#がﾡ好ずると 同時ヒ更が今第はこの 表ﾡに重な行 

ﾡをり. 各#の本太本とノ定をその飛表に部させ. た 

それる4々すろとめに#全セﾡすろ ・

この数伴によって. /Pク4年の 本林※" ヒノピタ ・年 の豊求 

脳" ならびヒ本業体然のめらろ地界楽機は. それらペニカ女 

ﾡと反していろﾡり におい <気効とさ れろ .

* チ2系

和会幾ヒ /&グ<年6 F/7 日商の地郷去と不求送のため 

◇断氏役愛に関すろ和逃にもとずざ、 二の送#の公示を付い、 

こめ表ﾡが炎すろ叶ﾡ2文めろ= とを任ろ.

( 訳者脚ﾡ :)

法律のﾡ文ﾡはつざのとおりであろ :

/) beかeffentd e eid子exiutucんc

N ル乙 Fotdちo0yec レ H cc子8B277e

Vomt 2と. Mイd+z /Pクダ

コ) BundaedeLLuda &eなucffend dte G&ezaufd.eんそ 

d2e Buwtdu とcとeと 4.e Fct4e夕&c レクL /ダ 8Pそ4 

/よ9 A

(//) <//)



7タバみ王頃会

ベルン • ノタクス 今/o目/の日

差 委 

栄係

Caumu2 Aw

S Qっt%

国 会

ルン・ /2e2 /0日/o日

D./ten スイス 連邦森林法施行規定
てﾡ係

そ行の日バ : ノタ"3穽夕河ノ 印

( BRB.以 岸、Mル2 03)

(5



6、スイス森杯去流 行 応 ・

*/ 条

州はま坪ォ2 条に リ

2 公有本.すなわち画有体・ 市町村妹 長人有合 らw= 厶 

※官方に ってﾡさルろと

b 央有本2各むみ有

&&Wする-

オス条

州は斉杯を係をﾡとﾡさ体4o 浜球に区す2 くAげ*s マ

*4条. ) 形 有旅内ですでに行ほわれていろ係な休ヒ杯 さな 以、 

外のながの区Wビ桜ﾡして有対とすろ. ただしそのクタ要はでさろ 

ォ K

/. 法#*2条、 オ引茶、 才4条のかび々はおそくヒも水弾の 

ﾡﾡ終2年以内に行い、そして許可を受けるために術気ぷに 

※付すろ ・

ス 有別孫状区分 (法常オ2条) にする飛冬登へ ○祭め 

ばはメに面顧を示し て森株く この 城行穗息 キ ノ / にエッ 放牧; 

が光を修む) を必載すれは*先行でかみ.

z をな区ケビふつうは. es◇だ各ば的ﾡ照のrで、 大さ 

い森林領域史花話し • そしてその森林が茶す保なっ名前によっ 

て変占けろ ・

4 株逐株 は俺ス z5ege ケのノまたは seee。 今の/。 イ 円 

ビ入丁 ろ ・

s 緊体( Kαetuce.e&いe バ Se&ve Cotau&c ) は<の 

うちで係ﾡ林として区タ レた部方だけを来なと考えろ ・

杯を株のみ (係を株なピ の開優に対ろ ﾡえ 0ため 0 讷m必小 

地2各む ) は係をﾡの 巨然の各かに終から書さたす。

(/)



その送に豊の評可を得てﾡﾡした係え杯面ﾡは休ポする( 二の 

施行視茏の次 /4系)

*5条 J

ノ 州はそのﾡ土 き与区ﾡ的にﾡﾡすらた林林区にタ けろ ・

ニクケは許可を受ろために翌伝に件すろ (法復*と 

祭 )

ス 州は 大ﾡ卒業俊スイス型ﾡの園ﾡﾡ県にパスレた系がﾡ付 

者 を負 要人 教衽 用 し ・ それ 相悪 力 板給を 女給すろ( 去術オ7条)

*家ぼ枚と えめた体ﾡをﾡ会数に報佐する . '

う. 州によろ森区ﾡの確定ヒあたり、 ﾡ会はﾡそのﾡハ 

大#を4繁して頃条め験ヒバス した系な官 (森林区にはんさ 

れないがっねに森休麻係の ﾡ務 をすろ人ﾡ ) の用を考ﾡに入 

れろ ・

4 運希タ%の 詩F & 受ずにの高紙督史を本求以外の 用務に 

永ﾡ的に俊ってはならきい.

4

ノ. は林英コースによろ 般感な下復本各 0秋育とそっ 任Fを 

魔虐す る. (法ﾡオ9祭) ・ 下叙る林香 のﾡﾡに岡し て/夕vs 

年の俊りにﾡ伝みに下報系林督のﾡﾡ絡. 日送 省理してい 

ろ森な商ﾡをしたリストをみすろ. その受条からは各年 

ノ2同夕/ 日にﾡ兵の双受にﾡすろ殺告でﾡ灯であろ-

ス/ たは多せので行うな業コースの両催にﾡす ろ双ﾡは形 

矢係に報告すろ -

キク条 —— み条'

ォ?条

/ 州は規定にしたがってﾡ ¥さ れた公有のる※ ヒrし 乙ﾡ

リ) /9/?年6日/。 日のﾡ界、国能 別及. 三崎刷ﾡには 

ろﾡﾡにJ って洲I麻された。

ﾡな手き計ﾡを作ﾡし. それ以の公有に対してﾡﾡﾡなそ 

営ﾡﾡこを立受する . で-みかざ リ毓 ー的な規延 ― タる eめに 

量名強はヒﾡすろ ・

ス 経送※ﾡに対すつ迎ﾡL公契にはり ・西S受けるくま 

繊オ/9紙)

*ノo※

/ いわゅる地えﾡ木(Loshb/z.er, Holzteile)の示 

々は太止すろ ・ 木の 号づビﾡﾡ行い、 木 . ﾡ林、、林 

搭までハ山 レは営林ﾡの 管理 と &督 もとに産区たは 

ﾡ召い+たはﾡを受けろしののﾡ悟あるいはﾡで行う .

ス 伐係され合木のﾡ去はので行う-

3 飛伝激はのﾡにしとずさ . 符刷な平ﾡがあろ時は上乙 

のだの例外と許す 二とがでさろ .

ォノノ条

/ 公 君牀 の 放牧林を 常 にﾡし て は弊博計画 で 必襲 ま項 生 制杳 す 

ろ. 私有林の汝枚ﾡは区された私有なのなのほかヒ特別なﾡ 

&って近立木の生えていろ 面積 を祖上す ろ.

z 公 匍―り び2あ商 0 放牧林内 の立木放面 簿 は 州の中 ----  

Kほ休の月危 に 邪会減の 可 - a< し て 減ら してはなら 

ない. 乙れ反して牧林のﾡ在のﾡ地ﾡな林太の表化はさ 

れ ろ ・

夕 #は上の枚女林の林水価ﾡの 維やの だめにが った駆 

& 一運 —談と殺 もす カ ・ (送#r2。妖、 え7糸、 引0ﾡ)

*/2条

/ は公点ﾡと私有係ﾡにﾡされ ていろ「友い本※と 西和し 

ほいょう a副炉 ﾡ塚取叔をめにﾡ衣 ・ のﾡﾡに劇してﾡ署放 

ﾡをる (法#*2/条、ユク糸). ﾡﾡのニの ような低水 

とﾡ利にﾡ してはその ﾡﾡの & っ た問«書を迎形気業 に 

ﾡ必すろ.

<の) <)



ペ 上にのべ た役ﾡとが利の解係が※全に行われ わ4で沖ば 

つどノ 百にﾡ去/ 年商に行わたﾡ麻につい て 連邦A 第に 報名 

を炭し. その報 とは投 ぎ たは枚刈 のﾡ#、c。 双利 s 

氏していた点株. そのな本の戸な、好维龍、な妹の日4 

杯利落にﾡ咲しe価位&認入丁ろ. (表*ユノ条)

3 公有なたは私有保字林で枚次、ﾡ柔杯取あ工びそれと量似 

"役ﾡ々枚利の解除が行なわたﾡ角. そのな林済有有はニク 

解降した収殺るゐ役 自ヶ自ﾡが行ってはならない.

オノタ条

州はる有体の団地ﾡ告によろ※ 同そ営と用に町し て才*z2 

条" とzテ条の妖行ヒついてﾡﾡをろ.

オ/4条

/ ばさは外2株本の 後0許3 ( 滋#* s 条 ) ヒっい て

• 労そ2?ど冬年 ノ甲にほ会/ 力年周石 の辍若を亜邦を識ヒ行う. 

そ の報告には南隻さ たなヒそ の価ﾡお上α有為 を認入す 

る -

< べﾡの地旅が駆料されためにも. 底姿ーれた森林に対•すお粮 

告とﾡじ よラ を探次 で代頃産林に 茵 してﾡ也 &座飛形本議に符う.

ヲ ﾡ者林のﾡ名のﾡは、 獲ﾡ書と地でﾡをつけた営ﾡのネ 

告をﾡ文て. 区河をじてﾡ形気燃に来4すろ。

*今系

^ 公有本の公共体町ﾡはたは公央体町益への 圻闭ざれた ナ判に 

して充本議にﾡ告営をﾡ女すろ.(法郷オシ3な ォョ4式)

え 市町相林とま人有ﾡの契された処夕に区してﾡ痛々燃ヒ 

ﾡ告すろ( 試建オチタ奈)

/ は使によってﾡな杯になろようなﾡ地よ血し. それに 

ﾡのついた土光工を火行するように努かすろ。( 才* 引 

条) ^ ー

ズ 州がﾡな先べとエャ にっいて去仲才5ら条ヤ2ﾡにとか

いて精今 し た 竭合 には、こ に肉する縦歩を型飛会染に堤払 す

ろ ・

ォ/ク案

ﾡ布橋町金の系に肉 すろ請はす べてK府をﾡじてﾡ族夕 

にﾡ4すろ ・

ォ/P※
角級な族修 の棒施と日均り に肉す ろ術補野生の ﾡはっ ざの株 

件のもヒヒ行ろ ・

/ 法ﾡで規ﾡされたﾡ員数、すなわち *ク泰で突められた「

. ベ杯業後霊支国※試職をバス した表林ﾡ ・ が実Kにﾡ任して. 

いoニヒ.

ス 本事ォ 7条でﾡﾡさ れた「相慮の4ﾡ」ゲ営検 州よた度立町

: ﾡ当所によって.ﾡ時に系用されﾡ置された大辛の任かの 

衣術目受にﾡめられて いろ体ﾡ よ り 少くお いこと.

ﾡ痛会燃はこの祈任絡のﾡ悠ﾡセケース. バイ. ケースに.

その地万の 平ﾡを考たヒ入 て求だす力- 

二れと同じニヒを 日者りにもﾡ甲すろ .

s 連飛ﾡﾡによってずﾡされた修絡はﾡ年に契ﾡさ、▼書ﾡ 

ヒおける置、平ﾡﾡ料のﾡどヒがする恒実の巡称に工つ

今日ではネスら条り5 (/«5年ど同ユ2日 の法術ヒに 

り 今Hでは /ラョ& /2 日22日の欧政区替の実行に肉ず 

◇迎飛表オノ 祭にﾡﾡされている形ﾡ所ﾡのﾡ頃のﾡ乗、日 

につい てはもはやﾡ神町金は でい ,

ろ。 )

(3) «



て政くならほい,

2 営ﾡが立 てﾡえﾡバはがﾡす ろ ・

/ ﾡ町料. ※人、承離された 女林如白が Z の森林博理老の集第 

と日者ヒﾡﾡﾡを辱よっとするとさヒば. その本林ﾡﾡﾡべ大 

学*米終ズイ ズ霊め画家げ終に告ﾡしたくであろ= と、その 

表ﾡべﾡﾡヒし たがって現ﾡされており. そして当ﾡ刈者河ヒ 

よ って認された計ﾡによってそ答されていろ こ とを 証砲 し な 

けれ なら は い .

ス その本林修班着が・ ﾡ林ﾡメ外に列の桜他(たとえ王料て 

の管ﾡ ) を行って いろ現合= は. 補町金は森管迎者と して 切 瞬 

両消長 F例 してﾡﾡすろ.

*ズ0条

/ 下ﾡ森林ﾡの体修の補町短にﾡしては. ごの株きべニのだ 

ﾡ姫たのオマラ奈にﾡろ林式さ ースをﾡい求ﾡで卒楽し、そ 

レて叔の年ﾡベケくと 今20ブランであるニヒべﾡ受るあろ.

ス 縦ﾡが図ﾡ約だけでな < ﾡヶ的に 日约 から 或リ セっていろポ 

告・ その日協はﾡ給午のユ。%&越之てはならない.こ=で 

日当とロ※杯置のﾡﾡﾡ行に神すろ日営であり 日給ヒ狭っ2 
時府で はﾡい 3

ネユノ年2 .
Z ﾡ助缶 を受るず落のあろ 上阪去林悟と下名本林宮のな故ぶ

リ 今日では日当に はﾡ町生がつ かない・ (/23 小年/2 戸 

日の型送に硬定さ/三ﾡ形助を域ﾡの能票、 百当にﾡ町 

バっかなくはった ).

-) 今日なロ/クョか ノ2 Fユ22日の去によ ろ神町金ﾡ論 

省係、 ﾡ林 り各係咲のﾡ用と日当に対す る空 神町伝 は 

ﾡなわれて いaい,

際に対すろﾡ町に して#は 社年際にっいて報告を作炭 

し さらにﾡK今ビ部"者のついた4ほ全り ・ 各に行 

なわれたう坪い にﾡして報も 今 ・

2 ﾡﾡ在ﾡの史バは 受/回Yれげ、そ係映経ちの相効ﾡ 

岡中はあ行である -

夕 は. 州が学敌保孫にビの瓶蔗浦防絃/出すか出示す.

ャフ系

ノ 杯茶コー ス肉催項にがすみ神町年 ( 秋の系酬の き受けと 

枚枚 のからなる ひのにヒ 丁 ろ申ﾡは、研修 ログマム ・ 

ぼ宙系.不坪、秋断の氏名、をっウて. 各少Fにﾡな 

そこを地形会染にﾡけ ろ ・

2. 炎茶はでさろかざりﾡ段的にし、ﾡさは、 乙っﾡべ矢際の 

出下の那解ヒﾡ付を -ﾡよくするために め翌であろ かざ! で ﾡ

.えろ。( 滋仲才 4ノ条) .

オZ3祭
ン ﾡ形から町の っい だ体給少く とも 500フラン Sけろ下 

ﾡ求が官も し く 口下銀森よﾡ任。 ﾡを とろろヒするむのの 

■ ■た肉 かれ 力 袜気づ ース少ムともユカ月肉く. そのコース

・ ばﾡブースとﾡ コースビノ印 (ギコース ) っ にタ けてﾡよ ご 

とがでさ ろが ノ 年以内に年 コース (2カFケ)を 行うよう にす

> ﾡ業コースへの入には. 底密ﾡが若ノふ文以上であろてと 

z . 入 率就、限 によって、便 い 小 学 校 で ガラ 項 及秋負 の 检す を 証 

ﾡすろ ことが心難•であォ ・

s 杯※コースの生供ば域高2ケ、 求ﾡノケとすろ-

z 各生然は杯が式ﾡを愛なら必. 生だべそのを米ﾡに 

与ﾡしにﾡ色、 %生をﾡ行すろ-

ヶ. 所の覚えは宣ﾡと州の台禄の上で行う ・

6 フさの 下林恒は 二の# コースへの入を除す る .

(/?) <スS



/ すでに 6ﾡ向の誉= ース を認い京dで卒楽したしの

z 今。て上で子 いﾡ点にわだろ水茶協務に向すろﾡ足合話 

西 を ﾡ示 すろもの ・

オ24
上の素コ ーズ以外に. すでにノコース2卒業し、そのゃヶヒ 

り 2年以上ﾡ林協務に従琴した下役孫林督 に対して試人教督 

スを発 み福助の もビにﾡくことがでさろ ・ Hr定飛4ﾡの了所 

のもしとにそのコースの点催 にレて 細を のる.

*ユタ条"

*6条

/ 新しい係なの!体、ならびにそれに仲っポ水エ、国恒、寿 

設工作4の ﾡの ﾡ神町金の ための申ﾡは=のだめ口迎形タ 

談がﾡ令したﾡﾡ堤定にしたがって好う. (去ﾡ*34年と 

*ョ7条)

2 #口いあげた 仕部の貴甲Yﾡﾡに対汁すろﾡ町金のﾡを* 

て甲告すろ。 .

*27※ ・
ノ. ケさたﾡ設工費に対し 表ﾡ*42条ヤ2召2役にもこ 

ずき. 土地相若から土地の年区ﾡの 3 〜 歹断>.渊曠 状耍― 

ごれを 協含 匕 d. ﾡ教ﾡは也林島以外に低去/○年向コ= 

おろその土地/平年ﾡ区ﾡ・城出費 微収疲の診林覇に」 

ろﾡだ七を本える ・

Z 私有地が州、 町村、公交頃体によって買上られﾡり強制 

ス円されたりすろ場存にはその申ﾡに性林ﾡ、この地方で- 

鉄に灯なわれていろﾡによ る地価の子価とそのﾡ細な* 

顧括について #Y っﾡ了ﾡ ﾡ的に行新左買入ﾡ定 S 
っ けろ (支仲オム22 ラ )

ャ2P条

康の塚冬妹の史な、ﾡ水工、 工の』は、神性よに対ず

る/画ヒ同 じょ ラ 口形会央にポ すろ (ス年r22奈う項)

ォ2ク条

妖林、におけるﾡ払ﾡﾡﾡの群府にすろ補町ﾡ" ポヒはﾡK 
計ﾡ、燃 财図. 米断. 責ﾡ児ﾡも り番生っろ. :<れ以へ 

永スﾡﾡ性ﾡ数に対すろﾡ田金の 申ﾡにはその 事平 と責甲見ﾡ 老 

をフけみ. (ネ街*ク2条キと1)
オ0条

どな二とがろっ てもﾡﾡ に対「するH町丁、団ﾡのい 土はで" 

修Hボ補町をのたの波2てはならずとく その行 隣』 

立 していろ浜区の杯組 と日営は求っ てはならない ・

ベルン /9クラ年3Fノタ

スイズﾡ形気染長
Deucんex

スィズﾡ誉相

ウ 今日ではノワ?年う同/日 の未律に より Tター/0」 

に改ﾡされた。

) 今日では /92み年3日 ノ4日の支仰に- り 「2○年午同」に 

改正 された-
ジ ※天年才る2条才/ の派な止に上 り ﾡﾡPに なった.

<ウ



森林開墾と過伐の補充に関する

スイス邦の 決議



ク 森林 ﾡとﾡ の えに ﾡする 

ズイスﾡ/

新龙Mお穴のため匸况您ごれ 纟掩菽如面項 oe だa,とWイに 

よるによっ て花生し た系ﾡボヶ を再び痛ラために っざのﾡ 

&促す2 :

2) 山会地締の幌豊林

p) ﾡを称の再型

ォス系

搬多によって生レた蒸種ぶケをﾡう ためにコ ウに塚な体以才の 

株林におけろﾡ米を行ろ ・

サヲ祭

バ */※の ﾡ索に上 けろ呼求ヒは香積のそし く な っだ今林 

のﾡ者. ならびヒそれとﾡのついた仕ﾡ (ﾡ水. 本林と枚呼の 

区夕.上杯株林肝の係. 土町條空工爭、ﾡ画み. 竝踏雄次 

そのほかの 太枚 ﾡ送援備のようなもの) をいっ.

ス ォス 条のﾡ定けとし て不生産的ヒなっだ トヒ休から玄奨 

ﾡ林あろい Q泥友 坏へ の 排初阪 旗 あ ろい はﾡﾡにﾡされ た中 

六や低林 ら高林への 林種転 ﾡにあてばめわ.

*4条

/ */条の趣味における山伝地ﾡの曲林と 爵ﾡ業 にスイスﾡ 

口ﾡ高々ナ%のﾡ加的ﾡ助毎 を株きする。 正ﾡみ 神動名とﾡ 

赦的補■前史 也 合キレ こ s2を形* て は在ら 左 い.

ス *Z糸の味の係区株以外の緑林の ﾡ業求の ためにﾡは 

ニカ 決談の 花物後 2ク 年 同、 「州も少くYもと邸/ﾡ全の 

*行の試念交片する 」という 株件の ひとに最部 zよ※。 ﾡm合 

と駅する ,

(マジ>



不5条

ﾡ本と再ﾡ区. それが内務ﾡに工ってﾡのﾡ去のとSにォ 

業 だとﾡめられﾡﾡにのス ニの理郷決ﾡのﾡﾡを受けろ,

*--

二のﾡ 区著ユ的を格系 ﾡ性ﾡと し てでは な< 査ち にﾡ効す 2 ・

豊 6 るの を 行 ろ.

ﾡべ表ぞ受会

ルン /72と 年ノZ 戸/ウ日

を区長 A c KerwL QnL
Ch. Oser

函 会

ベルン. 9ィと年 ノz 月。日

配嫌探

We

Rei子 と48eと

Iウ ( ﾡ) : お 林力加率々耶おす み It 空

</)


